

































































本電子書籍を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。





本電子書籍は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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「──ね、慧けい輝き君。起きて？」

「んぅ……？　……あれ、紗さ雪ゆき先輩？」

　肩を揺すられ、目を覚ますと、見慣れた黒髪の少女が立っていた。

　白のブラウスに赤いリボン、丈の長いスカートという大人びた洋服を身にまとった紗雪は慧輝に優しく微笑ほほえみかける。

　明かりの点つけられた部屋は自宅のリビングで、時刻は夜の零時過ぎ。

　どうやら、ソファに座ったまま眠ってしまっていたらしい。

「どうして紗雪先輩が俺の家にいるんですか？」

「あら、寝ぼけてるの？　もう先輩じゃないでしょう？」

「あ……そうか。俺達、結婚したんですもんね」

　あの日、紗雪と遊園地デートをした日、紗雪を辱はずかしめた責任を取る形で彼女とお付き合いを始め、慧輝の高校卒業と同時に籍を入れた。

　今の彼女の名前は朱と鷺き原はらではなく、桐生きりゆう紗雪。

　ふたりの関係は高校の先輩後輩から夫婦へと変わったのだ。

「ふふ。慧けい輝き君はお疲れかしら。いつもお仕事、頑張ってくれているものね」

　そう言って紗さ雪ゆきは、期待を込めた瞳で慧輝を見つめた。

「明日はお休みだし……久しぶりに……いいでしょう？」

「そうだな。おいで、紗雪」

「はいっ」

　嬉うれしそうに返事をして彼女は正面に膝ひざをつく。

　長い黒髪をかきわけ、その綺き麗れいな首に赤い首輪を着けてあげると、彼女はとろけるような笑顔を見せる。

「ふふ、ご主人様に着けてもらえるなんて幸せよ」

「首輪を着けられただけで興奮するなんて、紗雪は本当に変態だな」

「やん。意地悪なこと言わないで」

「けど紗雪は、意地悪な俺が好きなんだよな？」

「……うん。えへへ。大好きよ」

「それじゃ、今夜も散歩にいきましょうか。犬みたいに四よつん這ばいになってる姿、誰にも見られないといいですね」

「ああ、嬉しいっ。嬉しいです、ご主人様ぁっ！」

　首輪を着けられて悦よろこぶ妻と、奥さんを犬扱いするドＳな夫。
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　こうして変態夫婦はアブノーマルな夜の散歩へと繰り出したのだった。







「──うわあああああああああああああっ!?」

　あまりにショッキングな体験に慧けい輝きは飛び起きた。

「はぁはぁ……あ、あれ？　こ、ここは……」

　周囲を見回すと、そこは住み慣れた自分の部屋で。

　どうやら夢を見ていたらしいと気づいた慧輝は安あん堵どの息をもらす。

「あっぶねええええ……夢かああああ……」

　あまりにリアルすぎて、このまま紗さ雪ゆきルートのエンディングに突入するのかと思ったが、どうやらセーフだったらしい。

　枕まくら元もとの時計を確認すると、時刻は午前七時前。いつもより少し早めのお目覚めだ。

「しかし酷ひどい夢だったな……」

　ドＭの上級生の飼い主ぬしになり、犬の散歩プレイに勤いそしむ未来日記。

　衝撃的すぎる夢の内容に慧輝は動揺を隠せない。

　夜の街で紗雪と犬のお散歩プレイをする未来など願い下げだ。

「……そっか。俺、昨日は紗雪先輩とデートして……」

　昨日は日曜日で、パンツを落としたシンデレラの正体を探るため、最有力候補であった朱と鷺き原はら紗雪と遊園地デートをした。

　アクシデントが発生したのは、その帰り道。

　立ち寄った夜の公園で彼女がノーパンであることが発覚したのだ。

　デート中、紗雪がしきりにスカートを気にする様子を見せたため、慧輝は彼女がシンデレラのパンツを穿はいていると睨にらみ、ご主人様権限で彼女にスカートをめくってみせるように命令した。

　けれど、結論として紗雪はシンデレラのパンツを穿いていなかった。

　彼女はノーパンによってギリギリのスリルを生み出し、ドＭの快感を満喫していたのである。黒髪のシンデレラ候補はノーパンも嗜たしなむド変態だったのだ。

　デートの最後に紗雪が放はなったのは「このあとはどうしたらいい？」という問いかけ。

　慧輝の返答は、彼女の手を取って家まで送り届けることだった。

　正直、ノーパンショックが強烈すぎてすぐにでも逃げ出したい気分だったが、ノーパンの女子を夜の公園に残していくわけにはいかなかった。

　道中はお互いにずっと無言で気まずかったが、それ以上のアクシデントはなく、紗雪を家まで送り届けたあとは慧輝も速やかに帰宅した。

「……結局、紗雪先輩がシンデレラかどうかはわからなかったな」

　パンツを落としたシンデレラ。

　差出人の名前のないラブレターを書いた女の子。

　現時点では紗さ雪ゆきが最も怪しいと睨にらんでいるのだが、彼女がシンデレラであると裏付ける決定的な証しよう拠こは未いまだ摑つかめてはいなかった。

「俺、どんな顔で紗雪先輩と会えばいいんだよ……」

　彼女がノーパンだと知らなかったとはいえ、慧けい輝きの「スカート、めくってみせて？」という命令に従って紗雪はスカートをたくし上げ、生まれたままの下腹部を露出した。

　電灯の影が申し訳程度に隠してくれてはいたものの、刺激的な光景だったことに違いはなく、その光景を思い出すと顔が焼けるように熱くなる。

「いくらなんでもノーパンはダメだろ……」

　慧輝が見たのは雑誌の写真やネットの画像じゃない、親しい女の子の生の体だ。

　彼女いない歴＝年齢の童貞にはいささか刺激が強すぎた。

「でも……紗雪先輩、可愛かわいかったな」

　羞しゆう恥ちで顔を真っ赤にしながらスカートをたくし上げる彼女の姿は、なかなかにそそられるものがあった。

「……って、これじゃ俺も変態の仲間入りじゃんか」

　頭を振って目覚めつつあったドＳな自分を払い落とす。

　ご主人様体験は一日限定。慧輝はもう紗雪の飼い主ぬしではないのだ。

　平常心を取り戻すべく深呼吸を試していると、控えめなノックの音が鳴った。

「兄さん、起きてる？」

　そっと扉を開け、顔を覗のぞかせたのは、慧輝がこの世で最も愛している女の子。

　制服の上にエプロンを着けた最強装備で、少しクセのある髪と、眠たげなつり目がキュートな彼女は妹の瑞みず葉はである。

「あ、起きてたね。おはよう、兄さん」

「おはよう。瑞葉のエプロン姿は世界遺産級の可愛さだな」

「ありがと。今日も兄さんはシスコンだね」

「なんなら今から二度寝するから、愛する兄さんを優しく起こしてくれていいんだぞ？」

「遠慮しとく。わたしはそこまでブラコンをこじらせていないので」

「ですよねー」

「着替えて顔を洗ってきてね。朝ご飯にしよう」

「了解。……あ、瑞葉。ちょっと待ってくれ」

「ん？　なに？」

　出ていこうとした瑞葉が振り返る。

「ちょっと質問なんだけど。瑞葉には、その……ノーパンの日があったりするのか？」

「はい？」

「いや、女の子にはパンツを穿はかないで過ごしたくなる日があるのかと思って」

「そんなの、あるわけないけど」

「ですよねー」

「兄さん、大丈夫？」

「大丈夫じゃないかも……」

　朝一番の会話で妹に「ノーパンの日があるのか？」などというセクハラ発言。

　頭の心配をされてもおかしくない不祥事である。

「……これは、俺の友人の話なんだけどさ。そいつな、女の子の……その、恥ずかしい場面を見ちゃったらしいんだ」

　少し事実とニュアンスが異なるが、女子にパンツの露出を強要した挙句、その子のノーパンが発覚したなど冗談でも言えないため、ややぼかして伝える。

「それって、裸を見ちゃったとか？」

「あー、うん。そんな感じ。そういう場合、男はどう責任を取るべきだと思う？」

「うーん…………結婚とか？」

「結婚!?」

　妹が口にしたピンポイントなワードに、先ほどの悪夢がよみがえる。

　ドＭの上級生と結婚し、アブノーマルな新婚生活を送る未来。

（まさかあの夢……正夢だったりしないよな？）

　だとしたら未来が確定されてしまうのだが。ご主人様ルートまっしぐらなのだが。

「まあ、結婚は冗談だけど。そういう時は男の子が謝るのがいいんじゃないかな」

「そうだな……」

　古今東西、男女間で破は廉れん恥ちな展開になった場合は男が悪いと決まっている。

　事故で着替えを覗のぞいたり、イタズラな風が素敵なパンチラを演出した場合であっても悪いのは男。まったく、男の子は大変だぜ。

「学校……いくか」

　現実逃避を企くわだてたところで問題は解決しない。

　桐生きりゆう慧けい輝きの目的はパンツを落としたシンデレラを特定すること。

　現状は、その有力候補である紗さ雪ゆきの調査が最優先事項であり、彼女のシンデレラ疑惑が晴れるまで調査の中止はありえない。

　シンデレラを見つけ出し、人生初の恋人をゲットして青春を謳おう歌かするという夢を叶えるためにも。

　女子のノーパンくらいで尻しり込ごみしている場合ではないのである。
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　登校して靴を履はき替え、教室に向かおうとしたところで、慧けい輝きは現時点で最も顔を合わせづらい人物と遭遇した。

「あ、紗さ雪ゆき先輩……」

「慧輝君……」

　朱と鷺き原はら紗雪。

　ひとつ年上の先輩で、慧輝が所属する書道部の部長を務める三年生で、先日のデートでノーパンが発覚した変態娘である。

「お、おはよう慧輝君」

「おはようございます、紗雪先輩」

「…………」

「…………」

　率直に言ってぎこちない挨あい拶さつを交わし、ふたりの間に流れるのは気まずい沈黙。

　微かすかに頰ほおを赤く染めた紗雪が、上目遣いに見つめてくる。

「あのね、慧輝君？」

「な、なんですか？」

　緊張しつつ見つめ返すと、彼女は更に頰を赤くして、伏し目がちに話し始める。

「昨日のことなのだけど……その、ノーパンでデートするなんて、とても破は廉れん恥ちよね？」

「そうですね」

「家に帰ったあと、冷静になると、とんでもなく恥ずかしいことをしてたって気づいたわ」

「それは実行する前に気づいてほしかったけど」

「とても気持ちよかったけど、ノーパンでの外出はしばらく封印するわ」

「むしろ永遠に封印しといてください」

　紗雪と顔を合わせるたびに「ノーパンじゃないだろうな？」という疑念にかられるのは勘弁してほしい。

　ノーパンツ・ノーライフ。

　人が平穏な日常を送るためにパンツは欠かせない存在なのだ。

　ともあれ、紗雪とのアホらしいやり取りのおかげで、少しだけいつもの調子を取り戻せたような気がして慧輝は内心ほっとする。

「それでね、一晩考えたのだけれど。私、わかったの」

「ん？」

「わかったのよ。慧輝君の気持ちが。そういうことなのね、って。目から鱗うろこが落ちた気分だったわ。従順なペットとしては、もちろんご主人様の意向を汲くみ取とる覚悟よ」

「え、紗さ雪ゆき先輩？　なにを言ってるんですか？」

「だから、その……ま、また放課後にねっ」

「あ、うん。そう……ですね？」

　小走りで駆けていく紗雪の背中を慧けい輝きは呆ぼう然ぜんと見送った。

　彼女が何に納得し、どのようなプロセスを経てどういう結論に至ったのかは不明だが、紗雪がおかしいことを言うのはいつものこと。いちいち気にしていては身が持たない。

「まあ、いいか。放課後のことは放課後の自分に任せよう」

　ぎこちなさはあったが、とりあえず会話はできていた。

　この調子で普段通りの感覚を取り戻せたら、またシンデレラの調査を再開すればいい。

　そんなふうに簡単に考えていたのだが、現実はもう少し複雑で。

　結論から言えば、慧輝の思い描く未来にはならなかったのである。







　その日の放課後、書道部の部室には三人の部員の姿があった。

　テーブルを挟んで向かい合う形で座っている慧輝と唯ゆい花か。

　紗雪は畳スペースでひとり、筆を手に半紙とにらめっこしている。

　七月に入り、順調に上昇しつつある気温に対抗するために窓が開けられ、気持ちのいい風が静かに出入りしている。

　作業中の紗雪は黒髪をポニーテールにしているため、白いうなじを見ることができる。

　綺き麗れいな首筋をぼんやりと眺めていると、不意に目が合って、紗雪は弾かれたように顔を正面へと戻した。

　横顔がほんのりと赤く染まっているのは暑さのせいだけではないだろう。

　慧輝もきまりが悪くなって視線を窓のほうへ逃がす。

　絵に描いたような気まずい空気。

　お互いにお互いを意識しないようにして、かえって意識してしまっている感じ。

　そんなふたりの様子を訝いぶかしげに眺めていた唯花が口を開く。

「慧輝先輩、魔女先輩となにかあったんですか？」

「え？」

「慧輝先輩はうわの空だし、筆を持ったら周りが見えなくなる魔女先輩がぜんぜん集中できてないし、明らかにおかしいです」

「あー……」

　朝に少し話はできたが、慧輝と紗雪の間にはまだ〝ぎこちなさ〟が漂っている。

　ふたりの間に流れる微妙な雰囲気に唯花が気づかないはずがない。

　しかし唯ゆい花かにノーパン事件について話すわけにもいかないので、自然と受け答えも誤ご魔ま化かす方向になる。

「なんにもない……よ？」

「本当に？」

「ほ、本当だよん？」

「語尾が変なんですけど……怪しい」

　目を細めた唯花は容疑者のアリバイを疑う刑事のよう。

　宝石のような青い瞳が疑惑の視線を注いでくるが、慧けい輝きは無言を貫いた。

「……はぁ、もういいです。魔女先輩に聞きますから」

　なかなか口を割らない容疑者に見切りをつけ、可愛かわいい刑事はもうひとりの関係者に狙ねらいを定める。

　席を立った唯花は畳スペースに近づき、紗さ雪ゆきに声をかけた。

「ちょっといいですか、魔女先輩？」

「え？　……あ、うん。なにかしら」

「慧輝先輩となにかあったんですか？」

「はぅ……」

　唯花のストレートな質問に紗雪が頰ほおを紅潮させる。

　彼女は落ち着かなそうにもじもじして、ちらりと慧輝に視線をやり、そして──

「そ、そんなの……恥ずかしくて言えないわっ」

　疑惑を確信に変える台詞せりふをのたまった。

　もはや何かがあったと告げているも同然で、そんな上級生の反応に唯花はますます不機嫌さを上塗りしていく。

「……なんか、怪しいを通り越して有罪っぽいんですけど」

「有罪!?」

　後輩の先輩に対する疑惑は膨らむばかり。

　とはいえ、やはり事情を話すことはできないので、後輩の視線から逃れるように慧輝は目を逸そらした。

「ふん……まあ、いいです。それより慧輝先輩にみてほしいものがあるんですけど」

　唯花が鞄かばんから取り出したのは数学の問題集。

　彼女は慧輝の横に移動して、ページを開いたそれをテーブルの上に置くと、問題のひとつを指さした。

「唯花、数学が少し苦手で。──ここ、わかります？」

「ああ、これは数式を分解すればいいんだよ」

　唯花のシャーペンを借り、問題集に式を書き込んでいく。

「そのままだとゴチャゴチャしてるから、いったん整理して……っと。ほら、こうすればこっちの公式が使えるだろ」

「あ、そっか。なるほどです」

「どうしても答えが出ない時は前提が間違ってるんだ。解き方の手順が違ってたり、そもそも使う公式を間違えてたり」

「おお、なんだか慧けい輝き先輩が先輩みたいです」

「実際、先輩だからな」

　頼りないかもしれないけど一年だけ上級生です。

「慧輝先輩、来週からの期末テストに備えて数学の勉強をみてくれませんか？」

「勉強なら紗さ雪ゆき先輩に教わったほうがいいんじゃないか？　俺なんかよりずっと頭いいし」

「魔女先輩に頼んだらどんな対価を要求されるかわかりませんから」

「唯ゆい花かちゃんの中の紗雪先輩はどんなキャラなんだよ……」

「魔女先輩は、入部を許きよ可かする見返りにバニー衣装を着せたがる変態です」

「ああ、そんなこともあったっけ」

　唯花が入部した際、この部屋で見せてくれた彼女のバニー姿は素晴らしかった。

　愛らしいバニーガールの写真は慧輝のスマホに大切に保管されている。

　クォーターの唯花は金髪碧へき眼がんの美少女。

　小柄で、ふわふわしていて、抱きしめたくなるキュートさがある。

　紗雪がバニー衣装を着せたがった気持ちは慧輝にもわかる。可愛かわいい女の子にいろんな服を着せたいという欲求は男も女も変わらないのかもしれない。

「そんな話はいいので教えてくださいよ」

「わかったわかった」

「そうそう、奴ど隷れいは大人しく飼い主ぬしのいうことをきいていればいいんです」

「素敵な笑顔でとんでもないこと言うのやめてくれるかな」

　見た目は天使、中身は悪魔なドＳの女の子。それが唯花の本性である。

　唯花は椅い子すの位置を微調整して、慧輝の隣にちょこんと腰掛けた。

「さて、それではテスト勉強を始めましょうか」

「……あのさ、唯花ちゃん？　なんかちょっと近くない？」

「えー？　そんなことないですよー？」

　そんなわけがない。ふたりが座る椅子の間隔は不自然なほど狭く、身じろぎしただけで互いの肩が触れ合うくらいの近さだ。

　だが、唯花は気にする素振りもなく勉強を始めてしまう。

　慧輝も抵抗を諦あきらめ、自分のテスト対策をしながら勉強をみてやることにした。

「むぅ……」

　仲睦むつまじく問題集に向かう後輩ふたりを、紗さ雪ゆきが恨めしそうに見つめていた。

　まるで飼い主ぬしを取られた犬のように寂しげに。

　けれど、彼女はこちらを見つめるだけで、特にアクションは起こさなかった。

（あれ？　おかしいな。紗雪先輩、いつもなら邪魔してくるのに）

　普段の彼女なら、唯ゆい花かの慎つつましい胸をディスるなどの妨害に移行しているはずだ。

　だが、今日の紗雪は恨めしげにこちらを見るだけで行動を起こす気配がない。

　それどころか、座卓に向き直って作業に戻ってしまった。

　そんな上級生のおかしな行動に唯花も気づく。

「……なんか、やっぱり魔女先輩おかしいですよ。さっきチラッと見たんですけど、半紙に延々と『忍耐』って書き続けてるんですよ？　米粒みたいな字でびっしりと」

「え、なにそれこわい……」

　だが、紗雪の様子がおかしいのは確かだ。

　やはり昨日のノーパン事件が原因なのだろうか？

「魔女先輩があんなだと調子が狂いますね。慧けい輝き先輩、魔女先輩を放ほうっておいていいんですか？」

「いや、なんか気まずくてさ。紗雪先輩と事故みたいな事件があったっていうか」

「やっぱりなにかあったんじゃないですか……」

　不機嫌そうな表情。けれど、次の瞬間にはイタズラっぽい笑みに変わる。

「なら、ちょっと試してみましょうか？」

「なにを？」

「魔女先輩が、どこまで我慢できるのか──です」

　そう言って、唯花は慧輝の腕に抱きついた。

　甘えるように体を寄せ、自分の頭を慧輝の肩に預けてくる。

「唯花ちゃん!?」

「あは。素敵なリアクション、いただきました」

「いや、いきなりなにしてるのさ？」

「実験ですよ。嫉しつ妬と深い魔女先輩がどれだけ我慢できるのかを調べるんです。あのメス犬が飼い主候補を取られそうになって我慢できるとは思えませんけど」

「さすがはドＳ、紗雪先輩が嫌がることを熟知してるな……」

　以前、紗雪は慧輝が生徒会副会長の女子と親しくなった時にヤキモチらしき反応を見せたことがある。まるでペットがご主人様を取られまいとする感じで。

　そんな嫉妬深い大型犬こと朱と鷺き原はら紗雪が、果たしてこの状況を見過ごすことができるだろうか？

「うーん……魔女先輩、動きませんね。けっこうくっついてるのに」

「そのかわり、チラチラこっち見てるけどな……」

　チラチラ見てはいるが突撃はしてこない。慧けい輝き達のことが気になって仕方ないようだが、言葉を発することはなく、その場を動くこともなかった。

「ふぅん、なかなか耐えますね……では、もう少しレベルを上げてみますか。慧輝先輩、少し失礼しますね」

「え？　……ちょっ!?」

　何を思ったのか、唯ゆい花かは席を立つと、その小さなお尻を慧輝の膝ひざに乗せてきた。

「あは。こういうの、体の大きな魔女先輩じゃ難しいですよね」

「そりゃ、唯花ちゃんは先輩に比べるとコンパクトだけどさ……」

　慧輝の膝に座って体の小さな後輩はご機嫌だ。

　女の子特有の甘い香りと、柔らかいお尻の感触が心を乱すが必死に平常心を維持する。

　この状況で股こ間かんを反応させようものなら変態の烙らく印いんを押されてしまうからだ。

「さてさて魔女先輩の反応は、っと」

　魔女先輩こと朱と鷺き原はら紗さ雪ゆきは、とても悲しそうな顔でこちらを見つめていた。

「……紗雪先輩、なんか涙目になってないか？」

「なってますねぇ」

　その様子がエサを取り上げられた犬みたいで、なんだか可哀かわい想そうに思えてきた。

「ここまでやっても怒らないとは。これは普段の仕返しをするチャンスですね」

「そろそろやめておいたほうがよくないか？」

　紗雪はこういうことを根に持つタイプだ。仕返しの仕返しがこわすぎる。

「……慧輝先輩って、やっぱり魔女先輩に甘いですよね」

「え？」

「唯花以外の女の子に優しくする慧輝先輩なんて──お仕置きしちゃいますっ」

　そう言って、体を反転させた唯花は慧輝の頰ほおにキスをした。

　あまりに強烈な不意打ちに顔がかっと熱くなる。

「うわっ、うわわわわわっ！」

「あっ、先輩っ、そんなに暴れたら──きゃあっ!?」

　驚きのあまりパニックを起こした童貞男子が暴れ、その拍子に椅い子すが倒れる。

　当然、椅子を使用中だった慧輝と、その膝に座っていた唯花は床に放ほうり出され──

「あ……」

「せん、ぱい……」

　仰あお向むけに倒れた唯花に、慧輝が覆いかぶさる形。

　慧輝が床に両手をついていなかったら思いきり体重をかけてしまっていたところだ。

　突然の出来事に紗雪も固まってしまっている。

　早くどかないといけないのに、慧けい輝きを見つめる青い瞳がそれを許してくれない。

　慧輝と唯ゆい花かが見つめ合い、ふたりが同時に顔を赤くしたその時、

「──ちわーっす」

　気だるげな挨あい拶さつをして入室したのは赤茶色の髪をサイドテールにした女子生徒。

　六月に入部した書道部のメンバーにして、濃厚な作風で一部の女子から絶大な人気を誇るＢＬ作家、南なん条じよう真ま緒おだった。

　そんな彼女は部室の真ん中で絡み合う男女に冷たい視線を注ぐ。

「……アンタ達、なにやってんの？」

「なにって……テスト勉強？」

「保健体育の？」

「違う」

「なんでテスト勉強しててこの状況になるのさ」

「そんなの俺が知りたいよ」

「ふぅむ……唯花が美少年だったら最高のシチュなんだけどなぁ」

「そういう腐った発言は同人誌のあとがきでしてくれ」

　書道部のメンバーは相変わらず変態ばかりだった。

　慧輝も唯花も転倒による怪け我ががなかったのは幸いだ。

　立ち上がった唯花が、両手でお尻を押さえてもじもじする。

「いくら慧輝先輩でも──お、お尻はダメなんですからねっ！」

「なんの話!?」

「ふふふ。唯花もだんだん腐の世界に毒されつつあるね。あたしの作品を全巻プレゼントした甲か斐いがあるわー」

「なに余計なことしてくれてんの!?」

　唯花はただでさえＳ属性という邪悪な個性を有しているのに、このうえ腐女子なんて新要素を追加しないでほしい。

　ドＭにドＳに腐女子と、個性的な人材が揃そろった書道部の部室。

　ふと視線を動かすと、いつの間にか紗さ雪ゆきは作業に戻っていて。

　賑にぎやかな部屋の中で、黒髪の上級生だけがずっと、不自然なくらい大人しくて。

　紗雪を気にする慧輝の様子を、唯花がじっと見つめていた。





　　　　　　◇






　次の日も、その次の日も紗雪の様子はおかしいままだった。

　お互い部室には顔を出しているし、ケンカしているわけでもないのに、まともに言葉を交わしていない。

　部室での紗さ雪ゆきは黙々と字を書くばかりで、部員の会話の輪に加わることもなく。

　慧けい輝きは唯ゆい花かの勉強をみてやりながら紗雪を気にしていたのだが、ノーパン事件の気まずさもあって自分から話しかけることができずにいた。

　何も解決しないまま時間は流れ、木曜日の放課後。

　慧輝は誰もいない教室でひとり、机に突っ伏して唸うなっていた。

「紗雪先輩、やっぱりおかしいよな……」

　以前も一度、彼女と顔を合わせるのが気まずくなった時があった。

　紗雪がドＭの変態だと判明した時だが、その時は彼女が普段通りだったから、慧輝も変に引きずることはなく、関係がギクシャクすることもなかった。

　けれど今回は違う。

　お互いがお互いを避けている感じで、関係を修復する糸口を見つけられずにいた。

「小こ春はる先輩に相談してみるか……」

　ひとりで悩んでいても仕方ない。

　考えた末、慧輝は部室棟の三階にある天文部に足を運んだ。

「失礼しまーす…………え？」

　入室した瞬間、その場に広がった衝撃的な光景に言葉を失った。

　壁に貼はられた無数の翔しよう馬まの写真とかも衝撃的なのだが、そうではなく。

　天文部の部室で、秋あき山やま翔馬が小さい女の子を押し倒していた。

「…………」

「…………」

「…………」

　慧輝と翔馬と女の子の、三人分の沈黙。

　気まずい空気の中、最初にアクションを起こした部外者はスマホを取り出して、

「ええっと……通報は何番だっけ」

「通報はやめてくれないかな!?」

　通報しようとした慧輝を翔馬が慌てて止める。

「いや、だって、とうとう事案が発生したのかと思って」

「失敬な。おまわりさんのお世話になるようなことはしないよ。これでも僕はクリーンなロリコンを目指してるんだ」

「クリーンなロリコンとはいったい……」

　幼女が好きな時点で汚れきってる気がする。

「とにかく誤解だよ。小春ちゃんを襲ってたわけじゃないから」

「そ、そうなのです。翔馬くんはつまずいたわたくしを助けようとしてくれただけで」
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　体を起こした女の子──鳳おおとり小こ春はるは彼を庇かばうように前に進み出る。

　季節外れのパーカーを羽織った女子生徒。身長が一四五センチという、高校生にしてはだいぶ小柄な彼女は驚くべきことに三年生の先輩だったりする。

「そうそう。小春ちゃんの言う通り。下心なんて微み塵じんもなかったさ」

「ほう？　つまり翔しよう馬まは、小春先輩にまったく興奮しなかったと？　あれだけ密着しておいて、先輩の体に顔を埋うずめてハスハスしたいとか思わなかったのか？」

「小春ちゃんにハスハスだって？　はっ、馬鹿にしないでもらえるかな。そんな欲求──ないわけないよ！　わりといつも小春ちゃんをハスハスしたいと思ってる！」

「下心満載じゃねえか」

　さすがは高度に訓練されたロリコンである。

「ハスハスってなんですか？」

「ハスハスはですね──」

　首を傾かしげる小春に慧けい輝きが意味を伝えると彼女は真っ赤になった。可愛かわいい。

「まあ、小春先輩はこう見えて年上だし、ハスハスしようがペロペロしようが別にいいんだけどさ……なんていうか、その、翔馬が小学生を襲ってる図にしか見えないんだよな」

「小学生……」

　ショックを受けた様子で自身の胸に手を当てる合法ロリ先輩。

　そんな小こ春はるに翔しよう馬まが優しく微笑ほほえみかける。

「気にしなくていいよ。小春ちゃんは今のままがいちばん可愛かわいいから」

「翔馬くん……嬉うれしいっ」

「あのー、いちゃつくのはふたりきりの時にやってもらっていいですか？」

　彼女いない歴＝年齢の慧けい輝きに、この甘い空気は辛つらすぎる。

　小春と翔馬は、いちおう恋人未満の関係ということになっているが、ちゃっかりデートを楽しんでいたりと、ほとんどカップル同然の付き合いをしている。

　ラブラブなふたりに心の中で「リア充じゆう爆発しろ」とお決まりの呪じゆ詛そを吐いておいた。

「それで桐生きりゆうくん、ご用件は？　シンデレラに関してのお話ですか？」

「それとも関係あるんですけど……実は最近、紗さ雪ゆき先輩とぎくしゃくしちゃってて、小春先輩に相談にきたんです」

「朱と鷺き原はらさんとなにかあったのですか？」

　慧輝は先日のデートの報告をした。

　遊園地での出来事と、帰り道で勃ぼつ発ぱつした〝ノーパン事件〟についても詳細に。

「──なるほど。ノーパンでデート、ですか。朱鷺原さんは大胆なのですね。わたくしには恥ずかしくてできません」

「大多数の人はノーパンでデートしたりしませんよ」

　ちなみに、紗雪と小春は一年生の時に同じクラスで面識がある。

　豊満なボディを有する紗雪と、お子様体型な小春。

　そんなふたりが同級生だという事実が未いまだに不思議でならない。

「それで、デートでのことがあってから、紗雪先輩の様子がおかしいんですよね。異様に大人しいというか、しおらしいというか。唯ゆい花かちゃんが挑発しても怒らないし」

　最近は唯花と試験勉強をすることが多いのだが、その際に唯花が紗雪を挑発しても反撃してこないのだ。

「俺のほうもなんだか気まずくて。無理やりスカートをめくらせたから、それを怒ってるのかとも思ったんですけど、そういうわけでもないみたいで。いつもみたいにからかってこないし、なんか……」

「もしかして──寂しいのですか？　朱鷺原さんにかまってもらえなくて」

「え？」

「ふふ、桐生くんは朱鷺原さんが大好きなのですね」

「んなっ!?」

「そうだねえ、一年以上も同じ部活でふたりきりだったんだしねえ」

「翔馬まで!?」

　先輩はニコニコ優しい笑顔で、友人もニヤニヤが止まらない。

　ふたりに心を見透かされているみたいで恥ずかしくなる。

　今の状況に調子が狂っているのは唯ゆい花かだけではなかったということ。

　いつも明るくて、後輩のことをからかって楽しそうに笑う紗さ雪ゆきのことが、慧けい輝きは大好きで仕方ないのだ。

「桐生きりゆうくんは、意外と甘えんぼうなのですね」

「もう勘弁してください……」

「でも、朱と鷺き原はらさんの元気がない理由は気になりますね」

「そうなんですよね……」

「慧輝がなにかしたんじゃないかな。着替えを覗のぞいたとか、パンツを盗んだとか」

「お前は俺のことをなんだと思ってるんだ？　そもそも、そんなことしたら、あの人は逆に悦よろこんじゃうから」

　辱はずかしめられると興奮するのがドＭの性さが。

　ドＭの痴ち女じよにとってはセクハラすらご褒美なのである。

「慧輝の相談だけどさ。これって、もう答えは出てるんじゃないかな」

「そうですね。わたくしもそう思うのです」

　翔しよう馬まの発言に小こ春はるが笑顔で同意する。

「この問題は、桐生くんがどうしたいのか、だと思うのです」

「俺は……」

　桐生慧輝は、どうしたいのだろう？

　慧輝が好きなのは大人しくてしおらしい紗雪じゃない。明るくて、後輩をからかうのが好きで、イタズラっぽい笑顔が魅力的なひとつ年上の女の子。

　彼女の笑顔が隠れてしまった今の状況は絶対に許せない。

　いろいろ考えすぎてぐちゃぐちゃにからまってしまっただけで、答えはきっと、底抜けに単純だった。

　指し示す方向が定まった瞬間、慧輝は勢いよく席を立った。

「俺──紗雪先輩と話してきます！」







　天文部をあとにした慧輝は、その足で書道部に向かった。

　階段を下り、二階にある部室のドアに手をかける。

「……あれ、鍵がかかってる？　今日って休みの連絡きてたっけ？」

　スマホの着信を確認しようとすると、扉の向こうで人が動く気配がした。

「──慧輝君？」

「紗雪先輩？　中にいるんですか？」

「ええ。今、鍵を開けるわ」

　その言葉通り、すぐに扉の鍵は開錠される。

　そうして部室に足を踏み入れた直後──慧けい輝きはその場に押し倒された。

「……え？」

　背中に冷たい床の感触と、腹部には異性の体温。

　静まり返った部屋の中、後輩の上に馬乗りになった上級生が、せつなげに頰ほおを赤く染めた紗さ雪ゆきが、潤んだ瞳で慧輝を見つめる。

「さ、紗雪先輩!?　なにしてるんですか!?」

「私、もう限界よ……慧輝君のために我慢してたけど、もう無理」

「なんのことですか……？」

「最近の慧輝君、ずっと古こ賀がさんにつきっきりだった。古賀さんばかり可愛かわいがって、私のことをないがしろにするなんて酷ひどいわ」

「俺は、別にそんなつもりは……」

　けれど実際、最近の慧輝はテスト勉強の名目で唯ゆい花かの傍そばにいる時間が多かった。

　紗雪の目に、そういうふうに映っていたとしてもおかしくない。

「古賀さんは小さくて可愛いものね。ロリコンの慧輝君には極上の青い果実というわけね」

「俺はロリコンじゃない。断じてロリコンじゃない」

　大事な部分なので強調しておく。変態の友人と一緒にされてはたまらない。

「わかっているわ。慧輝君は〝焦じらしプレイ〟をしていたのよね？」

「焦らしプレイ……？」

　彼女の口から飛び出したのは、日常会話ではまず使われることがないであろう単語。

「……ちょっと待って。いったん整理しよう。焦らしプレイってどういうこと？」

「だって慧輝君。この間のデートの最後でなにもせずに帰っちゃったじゃない。ノーパンでデートを愉たのしんだお仕置きにお尻を叩たたかれるくらいの覚悟はしていたのに。むしろお尻を叩かれるのを期待していたのに。慧輝君ときたら私を家に送り届けてさっさと帰っちゃうんだもの。おかげでこっちは欲求不満で大変よ」

「えええ……」

「それで私、思ったのね。慧輝君は焦らしプレイをお望みなんだわって」

「なぜそうなる!?」

「期待させるだけさせておいて放置するっていうのはそういうことでしょう？　古賀さんばかり可愛がっていたのもそう。そうやって私をヤキモキさせて、お預けをくらっている私の様子を眺めて愉しんでいたのね」

「誤解！」

「さすがは私のご主人様だわ。焦らしプレイなんて高度な技で乙女心を弄もてあそぶなんて、やるじゃない」

「だから誤解だってば！　そういう意図は皆無だから！」

　数々の変態発言はともかく、情報が出で揃そろったようなので話をまとめてみよう。

「つまり最近、紗さ雪ゆき先輩の様子がおかしかったのって、俺が先輩に対して焦じらしプレイをしてると思い込んでいたからってこと？」

「そういうことね」

「……なんか、いろいろ心配して損した」

「ここ数日は、ご主人様にお預けをくらった犬の気分だったわ。最初はね、ないがしろにされている感じがとても心地よかった。でも、こうもお預けばかりだと胸が痛くなるだけで、ぜんぜん嬉うれしくないことに気づいたわ。だから今日は私が慧けい輝き君を独り占めにするのよ。他のふたりには休みだって伝えてあるし、邪魔は入らない」

「ああ、だから鍵をかけてたのか……」

「ね、慧輝君？　私、たくさん我慢したわよ？　焦らされたぶん、たくさんご褒美をくれないと許さないんだから」

「ご、ご褒美って……？」

「簡単よ。私のこの大きなお尻を叩たたいてくれるだけでいいわ」

「お断りします」

「むぅ……じゃあとりあえず、このまま私の気がすむまで慧輝君をモフモフするわ。その間、慧輝君には私の頭をナデナデしてもらいます」

「えー」

「ふふ、覚悟しなさい。今日はたくさん愛してもらうんだから」

　その後、慧輝は押し倒されたまま紗雪に情熱的なハグをされ、ずっと彼女の頭を撫なでて全力で黒髪の上級生を甘やかしたのだった。

「ふう、大満足よ」

「それはよかったです……」

　大型犬──もとい紗雪から解放された慧輝は立ち上がって衣服の乱れを整えた。

　ひとまず紗雪の様子がおかしかった原因は判明し、その問題は解決した。

　となれば、本来の目的であるシンデレラの調査を再開しなければなるまい。

　ラブレターを残しておきながら正体を隠している差出人。その最有力候補として紗雪を調べていたわけだが、彼女はいっこうにボロを出す気配がない。

　シンデレラに自身の正体を明かす気がない以上、これ以上の調査は無駄だろう。

　ラブレターの差出人を特定するためには、慧輝の部屋から消えた純白のパンツを見つけ出すか、シンデレラ本人に認めさせるしかない。

「紗雪先輩……」

「なにかしら？」

「単刀直入に聞きます。俺の部屋からパンツを持ち出したのは紗さ雪ゆき先輩ですか？」

　それは諸もろ刃はの剣つるぎだった。

（紗雪先輩がシンデレラなら、簡単に自白するとは思えないけど──）

　誤ご魔ま化かされることを覚悟のうえで放はなった質問。

　行き詰まったシンデレラ探しを進展させるための強硬手段。

　自身の正体を隠したいシンデレラなら、正直に答えないであろうその問いかけに──

「……そう。バレてしまったのなら仕方ないわね」

　朱と鷺き原はら紗雪はあっさりと、それはもう驚くほど素直に頷うなずいた。

「え？　本当に紗雪先輩が？」

「そうよ。私が慧けい輝き君の部屋からパンツを盗んだ犯人よ」

「っ!?」

　少し居心地が悪そうに視線を逸そらしながらも、彼女は確かに認めた。

　自身の犯行を、慧輝の部屋からパンツを持ち出したのは自分だと、はっきりと断言した。

　それが意味するのは、紗雪がパンツを落としたシンデレラということで──

「しかも、今まさにそのパンツを穿はいてるわ」

「え？」

　収束しかけた状況を乱すように決定的な台詞せりふを口にした彼女は、仮にも男子の目の前で、おもむろにスカートをたくし上げた。

「ちょっ、紗雪先輩!?」

　ノーパン事件の教訓から咄とつ嗟さに目を逸らそうとするが、結論から言えばその必要はなく、今日の彼女はきちんとパンツを穿いていた。

　──そう、パンツは穿いていた。

　穿いてはいたのだが、彼女が穿いていたのは、男物のトランクスだった。

「トラン……クス？」

　紺色のそれは、どこからどう見ても男性用下着。

　しかもなぜだろう。そのトランクスにものすごく見覚えがあるというか、まるで昔の級友と再会したような、不思議と懐かしい感じがして──

「って、それ俺のパンツじゃん!?」

　紗雪が身に着けていたのは慧輝のトランクスだった。

「え、なに？　どういうこと？　どうして紗雪先輩が俺のパンツを持ってるの？」

「完全に出来心ね。この間、慧輝君の部屋でエロ本を探していたら見つけてしまったの。いけないことだと自覚しつつも、好奇心を抑えることができなかったのよ」

「人の部屋でなにしてるんですか……」

「男の子のパンツを穿はいているなんて、妙な背徳感があってとても興奮するわね」

「変態か!?　変態なのか!?」

「ああっ、激しい罵ば倒とうが耳に心地いいわっ」

「もうやだこの人……」

　同じ言語のはずなのに話が通じない。宇宙人と会話してる気分だ。

「とりあえずそれ、返してもらっていいですか？」

「いいけど……こんな場所でストリップをご希望とか、慧けい輝き君は大胆ね」

　そう口にして、躊ちゆう躇ちよなくパンツに手をかける上級生。

「先輩、ストップ！　ノーパンはまずいので返却はあとでいいです！　というか、もう明日でいいです。ちゃんと自分のパンツを穿いてきてくださいっ」

「あら残念。この場でノーパンになれという命令かと思ったわ」

「そんなわけがない」

　確かに紗さ雪ゆきは慧輝の部屋からパンツを持ち出していた。

　けれどそれはシンデレラのパンツではなく、慧輝のトランクスだった。

　結論、どうやら朱と鷺き原はら紗雪はシンデレラではないようだ。

「そもそも、どうして俺のパンツを穿いてるんですか」

「あまりに放置されて寂しかったから、慧輝君の温ぬくもりを求めてつい穿いてしまったのよ」

「斬ざん新しんな言い訳ですね……」

「ところで、男の子のパンツってやたらとスースーするのよね。少し心こころ許もとないわ」

「スカートをひらひらするのやめてください」

「ね、慧輝君？　今度は慧輝君が私のパンツを穿いてみない？」

「穿きません！」

　ショーツを着用した男とか完全にド変態だ。

　相変わらず何を考えているかわからなくて、からかうような発言も健在で。

　だけど、はしゃいでいる紗雪の笑顔はやっぱり可愛かわいくて──

　彼女との馬鹿らしいやり取りが楽しく思えてしまうくらいには、朱鷺原紗雪という上級生に毒されてしまっているらしい。





　　　　　　◇






　その日は正午を過ぎたあたりから雨が降り出した。

　灰色の空が太陽を隠しているせいで少し肌寒い。

　三日かけて行われる期末テストの二日目。その放課後。

　テスト最終日に向け、少しでも悪あがきの時間を稼ごうと足早に下校する生徒達。

　特に成績がいいわけでも悪いわけでもない慧けい輝きはといえば、運悪く掃除当番に当たってしまい、大多数の生徒から少し遅れて生徒玄関へとたどり着いた。

　下げ駄た箱ばこに向かおうとしていた足は、不意に掲示板の前で止まる。

　掲示板の広告に夏季休暇に関するものが多くなっていて、休暇中の規則正しい生活を促す標語が書かれたポスターや、夏祭りのポスターが掲示されていた。

「夏休みか……テストが終われば、すぐだもんな」

　今週のテストを乗り越え、来週の平日をやり過ごせば、学生が最も待ち焦がれる長期休暇が待っている。

「夏休みが始まる前にシンデレラを特定しておきたいところなんだけど……」

　人生初の恋人をゲットして、可愛かわいい彼女と心ゆくまでイチャイチャするというのが慧輝の目的である。夏休みは恋人と過ごすにはうってつけのイベントだ。

　海とか花火とか、愛し合うふたりを鮮やかに彩るシチュエーションが盛りだくさん。

　しかし、このままシンデレラが見つからなければ、待っているのは例年通りの灰色な連休だ。

「今年こそは可愛い彼女と夏休みを送りたい！」

　現状、シンデレラ候補はふたりにまで絞れている。

　候補の両名がアブノーマルな告白をしてきた際、身に着けていた下着が桃色だったこと。

　桃色の下着を着けて告白すると成功率がアップするというジンクス。

　そして、シンデレラのパンツが消えた日曜日にふたりが慧輝の部屋を訪れていたことから、彼女達のどちらかがラブレターの差出人であると結論付けた。

　ただ、最有力候補と思われた朱と鷺き原はら紗さ雪ゆきにシンデレラに繫つながる証しよう拠こはなかった。

「紗雪先輩がシンデレラじゃないとなると、残る候補は──」

　思考を巡らせながら校舎を出ると、生徒玄関の軒下に後輩の姿を発見した。

　屋根を支える円柱に背中を預け、ぼんやりと佇たたずむ女子生徒。

　灰色にくすんだ世界の中、色あせることのない金色の髪は間違えようがない。

「唯ゆい花かちゃん？」

　声をかけられた唯花が顔を上げる。

「あ、慧輝先輩」

「どうしたんだ？　誰かと待ち合わせ？」

「いえ、傘を忘れちゃっただけです」

「それで足止めをくらってたのか」

「昨日の夜、天気予報は見てたんですけどね。うっかりでした」

「じゃあ、唯花ちゃんのうちまで送っていくよ」

「え、いいんですか？　唯花の家、逆方向ですけど」

「いいよ。ここで困ってる後輩を見捨てたら後味が悪すぎるし」

「唯ゆい花かのためにあえて遠回りしたいとは、慧けい輝き先輩にもようやく奴ど隷れいとしての自覚が芽生えてきましたね」

「そういうのはないかな」

「えー？」

　不満げな抗議の声を無視して鞄かばんの中から折りたたみ傘を取り出す。

　青色の傘を広げ、唯花に向き直る。

「ほら、いくぞ」

「あ……はい。じゃあ、お邪魔します……」

　とてとてと歩み寄った唯花が遠慮がちに傘に入ってくる。

　借りてきた猫みたいに大人しくなった後輩を伴って慧輝は学校をあとにした。

　静かに降り続ける雨の下、小柄な女の子の歩幅に合わせ、普段とは違う道をゆっくりと歩いていく。

「ありがとうございます。本当に助かりました。あのままだと唯花、雨の中を濡ぬれながら帰らなきゃいけないところでした」

「雨の日に傘がないのって、けっこうな絶望感だよな」

「傘を差した先輩は白馬の王子様に見えましたね」

「傘と白馬に共通点とかなくない？」

「そして王子様は唯花の魅力の虜とりこになり、彼女に永遠の忠誠を誓うのでした」

「王子、下僕になってる！」

　絵本作家志望の少女が描く物語はいろんな意味でファンタジー。

　子どもには聞かせられない刺激的な世界観は味わえます。

　そんなふうに話をしながら歩いてる途中、慧輝の腕が唯花の肩にぶつかった。

「あ、ごめん」

「いえ、大丈夫ですよ」

「やっぱり、折りたたみ傘にふたりは狭いよな」

「そうですね」

　ひとり用に作られた傘は、ふたりで使うにはなかなかに窮屈だ。

　歩くたびに肩が触れ合う距離は男の子としては嬉うれしいイベントだが、相合い傘をするなら大きな傘のほうが適任だろう。

「じゃあ、こうしたらいいんじゃないですか？」

　えいっ、と元気な声を出して彼女は慧輝の腕に抱きついた。

「これで狭くても平気です」

「そのかわり、ものすごく歩きづらいんだけど」

「ご不満ですか？　こんなに可愛かわいい女の子に抱きつかれるなんて、男の子には望外の幸せだと思うんですけど」

「正直、役得だとは思ってる」

「素直ですね。では、唯ゆい花かの胸の感触の対価は体で支払っていただきましょう。具体的には従順な奴ど隷れいになってもらうということで」

「却下で」

「なら、サービスは終わりです。タダでいい思いができると思わないでくださいね！」

　捨すて台詞ぜりふを吐いて体を離した唯花だが、雨粒に鼻先を叩たたかれて「ひゃんっ」と可愛い声をあげる。

　おずおずと元の位置に戻ってくると、再び慧けい輝きの腕を抱きしめた。

「……濡ぬれるのは嫌なので、もう少しだけサービスしてあげます」

「それはどうも」

　降りやまない雨の中、ふたりはひとつの傘を共有して、濡れないように身を寄せ合いながら家までの距離を縮めていった。







　唯花の家は高校から徒歩で十五分ほどの閑静な住宅地にあった。
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「送ってもらっちゃってすみません」

「いいって。じゃあ俺も帰るよ。またあし──くしゅんっ」

　別れの挨あい拶さつを遮さえぎったのは短いくしゃみ。

　雨の影響だろうか。七月とは思えない肌寒さのせいで体が冷えてしまったらしい。

「今日は少し寒いですもんね。よかったらうちに寄っていきませんか？　送ってくれたお礼に温かいお茶を淹いれますから」

「いいのか？」

「このまま帰られて風邪を引かれたら困るので」

「じゃあ、お言葉に甘えて」

　冷えた体に温かいお茶の誘惑は抗あらがいがたい。

　家に招かれた慧けい輝きは彼女の部屋に通される。

　唯ゆい花かに促されてクッションに座ると、鞄かばんを下ろした彼女が尋ねてきた。

「今、緑茶を切らしてるんですよね。紅茶とコーヒー、どっちがいいですか？」

「んー、コーヒーかな」

「わかりました。少し待っててくださいね」

　そう言って唯花は部屋を出ていく。

　残された慧輝は落ち着かない様子で部屋を見回した。

「これが唯花ちゃんの部屋か……」

　綺き麗れいに整理整せい頓とんされた部屋。机やベッド、読書家の証あかしである大容量の本棚に、ゾウやライオンなどの動物のぬいぐるみが何体か。

　それに、彼女と一緒にいる時、微かすかに感じる甘い香りがする。

「……いかんいかん。なにドキドキしてるんだ、俺は」

　妹以外の女子の部屋を訪れる機会がないからか、過剰に緊張してしまっているらしい。

「待てよ？　この状況って……もしかすると千載一遇のチャンスじゃないか？」

　先月、慧輝の部屋からシンデレラのパンツが消失した。

　パンツを持ち出したと思われる容疑者は家に遊びにきていた紗さ雪ゆきと唯花のふたり。

　仮に紗雪が犯人じゃないとすれば、犯行が可能なのは唯花しかいない。

「唯花ちゃんがシンデレラなら、この部屋のどこかにあのパンツがあるかもしれない」

　ちらりと唯花が出ていった扉を確認する。

　これからお湯を沸かし、飲み物の準備をするとなれば多少の時間は必要だろう。

　彼女がいない今、この部屋は完全に無防備な状態で、パンツを漁あさるのも容易だ。

　そこまで考えて、ごくりとのどが鳴る。

「行動を起こすなら……今しかないよな」

　時間をかければそのぶん作業中に唯花が戻ってくる危険度が高まる。

　迷っている余裕などないと己を鼓舞し、さながら映画に登場するスパイのごとく慧けい輝きは行動を開始した。

　とはいえ、下着を収納する場所なんて限られている。

「……ま、ここしかないよな」

　慧輝が目をつけたのは小さなチェスト。

　四つの脚がついたオシャレなデザインで、高さは慧輝のお腹なかよりも低いくらい。

　ドキドキしながらその場に片かた膝ひざをつき、震える手で引き出しを開ける。

　予想通り、そのコンパクトなチェストの中に彼女の下着はまとめられていた。

「唯ゆい花かちゃん、やっぱり可愛かわいい感じのが多いな」

　白と水色の縞しまパンなど、いかにも唯花らしい可愛いデザインの下着が多い。

　これらのパンツを唯花が普段、身に着けているのかと思うと、なにか、こう──

「やば……なんかちょっと興奮してきた」

　後輩の女子が部屋を離れた隙すきに下着を物色し、興奮する男子高生がここにいた。

　字じ面づらにすると完全に変態だが、シンデレラのパンツを探すという大義名分を掲げた王子には些さ末まつなことだった。

　危険な背徳感に胸を高鳴らせながら一枚一枚パンツを確認していく。

　しかし、肝心のシンデレラのパンツはどこにも見当たらない。

「ないな……もしかして、今まさに穿はいているのか？」

「なにしてるんですか、慧輝先輩？」

「なにって、そりゃあ唯花ちゃんのパンツを漁あさっているわけだが──ん？」

　──今、俺に問いかけたのは誰だ？

　振り返ると、天使のような笑顔の唯花が立っていた。

「や、やぁ唯花ちゃん。ずいぶん早かったね？」

「うちの電気ケトルは優秀なんです」

　その言葉通り、部屋のテーブルにはトレイが置かれ、ふたつのカップが湯気を立てていた。

「ところで先輩──これ、なーんだ？」

　突き付けられた彼女の手にはスマホが握られており、その画面には唯花のパンツを両手で掲げる変態の姿が鮮明に映し出されていた。

　後輩の女子の部屋で下着を物色している男子高生の図。完全に下着泥棒である。

「あ、終わった。俺の人生終わったわ……」

　後輩に握られたのはあまりに強力な弱み。

「あは。犯行の証しよう拠こ写真、撮っちゃいました。これって、交番とかに持っていったらどうなっちゃうんでしょうね？」

　それは人生終了の宣告で、天使のように笑う唯ゆい花かの姿が慧けい輝きには悪魔に見えた。

「そういえば唯花、前々から従順な奴ど隷れいが欲しいと思ってたんです」

「…………」

　奴隷とはすなわち主あるじの所有物である。

　人間としての尊厳や権利は存在せず、当然だが自由などどこにもない。

　ただ主に尽くし、主のために労働する生きた道具である。

　紗さ雪ゆきのようなドＭならともかく、一般人の慧輝に隷属願望などあるはずもなく、率直に言って奴隷になんて絶対になりたくない。

　けれど現実は過酷で残酷だ。

　後輩のスマホに映った写真はまさに強きよう靭じんな首輪。

　弱みを握られた慧輝には彼女に従う以外の選択肢は残されておらず──

「ね、慧輝先輩？　唯花の奴隷になってくれますよね？」

「はい。俺は唯花ちゃんの奴隷になります」

　こうして慧輝は古こ賀が唯花の奴隷になった。
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　それは慧輝がラブレターを見つける前の、四月の出来事。

　とある放課後の図書室で、金色の髪の女の子が本を読んでいた。

「あれ？　古賀さん、今日もきてたんだ？」

「……別に、桐生きりゆう先輩には関係ないと思います」

　質問に対する反応は素っ気ない返答。

　けれども答えが返ってくるだけまだいいほうで、最初の頃は返事すらなかった。

　そんな感じだから友達もいないらしく、放課後はずっとこんなふうに図書室に入り浸っている。

　桐生慧輝が古賀唯花と出会ったのは、慧輝が二年生になってすぐ。

　新入生の唯花とは同じ図書委員の先輩後輩という関係で、特別仲がいいわけではなかったが、慧輝は彼女のことが気になっていた。

　金色の髪と青い瞳。

　彼女を彩る異国の色は、恵まれた容姿と相まって、良くも悪くも他人を遠ざけた。

　教室でも図書委員の間でも、その珍しい容姿のせいで遠慮され、彼女は皆の輪に入ることができなかった。

　それに彼女自身、そんな輪に入る気など最初からないように見えた。

　その頃の唯ゆい花かは周囲を完全に拒絶していて、彼女のまとう氷のような雰囲気が他人を遠ざける一番の原因だと慧けい輝きは思っていた。

　宝石のような青い瞳はいつも本の中の物語をなぞっていて、他者の接触を拒んでいるようで、それでも慧輝はめげずに唯花に声をかけ続けた。

　それでようやく世間話ができるくらいにはなったのだった。

「古こ賀がさんは、なに読んでるんだ？」

「……」

　唯花は無言で文庫本の表紙を見せてくれた。

　タイトルは『世界でいちばん優柔不断な王様』とある。

「なんていうか、すごいタイトルだな……面白いの？」

「そうですね。コメディタッチのストーリーでなかなか面白いと思います」

　話は終わりとばかりに視線を本に戻し、そこに書かれた文章を読み始める。

　口を閉じると、唯花は本当に人形みたいだ。

　開いた窓からまぎれこんだ風が彼女の髪を揺らしてキラキラと輝く。

　まるで物語の中にいるような光景に慧輝は目を奪われた。

「……そんなに珍しいですか？」

「え？」

「人のことジロジロ見るの、失礼だと思います」

「ああ、ごめん。そうだよな。あんまり綺き麗れいだったから」

「綺麗……？」

「あ、うん。綺麗な髪だなって」

「……変な人ですね、桐生きりゆう先輩って」

　彼女は小さく溜ため息いきをつくと、探るような瞳で慧輝を見つめる。

「桐生先輩は、どうして唯花にかまうんですか？　こんな生意気な後輩、かわいくないですよね？　……先輩って、もしかして女の子に意地悪されて興奮するタイプの人ですか？」

「そんなわけないだろ……」

「なら、静かにしてもらえますか？　見ての通り読書中ですので」

　取りつく島もないとはこのこと。唯花はさっさと視線を本へ戻してしまった。

　あまりしつこいと本気で嫌われそうなので、退散しようと踵きびすを返しかけた慧輝は、テーブルに置かれた一冊の本に気づいた。

「お、この本は読んだことあるな」

「え、本当ですか？」

「ああ、主人公がヒロインのために自分が愛した国を敵に回すシーンが格かつ好こうよかった」

「そうなんです！　この本の主人公、すごく格好いいんです！」

「お、おお……？」

「数々の苦難を乗り越えて、囚われのヒロインの元に駆けつけるラストは最高でした！」

「そ、そうだな。あのラストは感動した」

「ですよね!?　今思い出してもドキドキしちゃいます！」

　その時の後輩の表情はこちらが驚いてしまうほどキラキラと輝いていて、慧けい輝きは思わず吹き出しそうになってしまった。

「古こ賀がさん、初めて笑ってくれた」

「あ……」

　好きな本について語る楽しさに、ひまわりのような笑顔を咲かせていた唯ゆい花かは、はっと我に返ると、頰ほおを赤くして恨めしそうに慧輝を睨にらむ。

「こ、こんなことくらいで篭ろう絡らくしたと思わないでくださいね！」

「思ってないよ」

　きっと特別なことなんて何もない。

　きっかけというなら、ふたりが同じ本を読んでいたことくらいで。

　そうしているうち、仕事の当番が重なるようになって、図書室で委員会のことや本のことを話すうち、少しずつ仲良くなって。

　少しずつ、素直に笑ってくれることが多くなって。

　笑顔の後輩は、むっつり黙りこくっているよりもずっと魅力的で可愛かわいかった。
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　パンツを漁あさっていた現場を目撃された日から、唯花の奴ど隷れいとして彼女に尽くす生活が始まった。

「慧輝先輩。唯花、冷たいジュースが飲みたいです」

「走って買ってきます！」

　唯花が飲み物を所望したら全速力で買いにいき、

「慧輝先輩。唯花、肩が凝っちゃいました」

「僭せん越えつながら、この慧輝めが肩を揉もませていただきます！」

　唯花が肩の凝りを訴えたら懇切丁寧にマッサージをしてやり、

「慧輝先輩。唯花、暑くて靴下が蒸れちゃいました。着替えさせてください」

「はい、喜んでぇ！」

　唯花の靴下が蒸れると替えの靴下と履はき替えさせたりした。

「あ、先輩。ニーソフェチだからって、唯ゆい花かの靴下をクンクンしちゃダメですからね」

「しないし。あと俺、ニーソフェチじゃないから」

「どさくさに紛まぎれてパンツを見たらこのまま蹴けりますからね」

「見ないよ」

　というか、スカートが絶妙に邪魔をして見えそうで見えない。

　唯花の靴下を脱がし、彼女が鞄かばんから取り出した新しいものを素足に被かぶせていく。

　椅い子すに腰掛けた唯花の前に跪ひざまずき、靴下を交換する慧けい輝きの姿はワガママなお嬢様の世話をこなす執事そのものだ。

　そして、部室で後輩女子に靴下を履はかせる慧輝を、部屋の主ぬしたる黒髪の魔女が見逃すはずがない。

「ねえ、慧輝君？　──もといご主人様？」

「ご主人様じゃないけど、なんですか？」

「どうしてそんなに甲か斐い甲が斐いしく古こ賀がさんの世話を焼いているのかしら？」

「えーと……いろいろありまして、唯花ちゃんの奴ど隷れいになったといいますか」

「なん……ですって？」

「ふふふ、そういうことなんですよっ」

　唯花が後ろから慧輝の首に抱きついた。まるで所有権を主張するように。

「慧輝先輩は唯花の奴隷になったんです。残念でしたね、魔女先輩」

　笑顔で挑発する後輩に対し、紗さ雪ゆきはあくまで冷静に返す。

「ふん、どうせ慧輝君の弱みでも握って無理やり従わせているのでしょう？　私のご主人様が古賀さんのような貧乳に惑わされるわけがないもの」

「鋭い……」

　さすがは成績優秀な才女。運動性能はポンコツだが頭の回転の速さはさすがだった。

「そんな方法で手に入れた関係なんてなんの意味もないわ。こんな主従ごっこ、どうせ長続きしないでしょうね」

「う……」

　的確な指摘に小さな女王様が言葉を詰まらせる。

「な、なら証明してあげますっ！　慧輝先輩、ここで宣言してください。巨乳よりも小さい胸のほうが好きだって！」

「え？　なんでそんな話になるんだ？」

「だって慧輝先輩は、唯花の胸が、事故を装って揉もむくらい好きなんですよね？」

「ちょっ、唯花ちゃん!?」

「あら、それなら私なんて、胸の谷間に手を突っ込まれてまさぐられたことがあるわ」

「紗雪先輩!?」

　確かに慧けい輝きは唯ゆい花かの胸を揉もんだし、紗さ雪ゆきの胸の谷間に手を突っ込んだこともある。

　しかしそれらは事故であり、不可抗力の産物だ。

　少しも嬉うれしくなかったと言えば噓うそになるが、あくまで事故なのである。

「どういうことですか、慧輝先輩？　魔女先輩の胸をまさぐったんですか？」

「どういうことなの慧輝君？　古こ賀がさんの小さな胸をモミモミしたの？　巨乳好きというプロフィールは噓だったの？　酷ひどい裏切りね？」

　過熱したふたりが同時に詰め寄ってくる。

「はっきりしてください！　小さいのと！」

「大きいの！　どっちが好きなの!?」

　右に貧乳。

　左に巨乳。

　控えめながらも確かに膨らんだ後輩の胸は背徳的な魅力に溢あふれ、たわわに実った先輩の胸は否いや応おうなしに男心をくすぐってくる。

　唯花の白玉のようにぷにぷにとした感触は素晴らしかったし、紗雪のマシュマロのような包容力は圧巻だった。

「お、俺は──」

　巨乳は素敵だし、貧乳は正義である。

　どちらが優れているかなんて議論に意味はない。

　どちらも世界にひとつだけの花なのだ。

　しかし、あえてどちらかひとつを選べというのなら慧輝の答えは決まっている。

「俺は大きいおっぱいが好きだ！　たとえ奴ど隷れいになっても、それだけは変えられない！」

「バカバカ！　慧輝先輩のバカ！」

「ふふ、今回は私の勝ちのようね」

　ポカポカと従者を叩たたく敗者と、余裕の微笑を浮かべる勝者。

　ジャッジを下した審判員は真面目まじめな顔でフォローを入れる。

「誤解しないでほしいんだけど、俺は小さい胸が嫌いなわけじゃない。全てのおっぱいは等しく尊とうといと思っている！」

「名言みたいに言っても最低です！」

「あらあら、負け犬の遠とお吠ぼえは見苦しいわよ」

「ぐぬぬぅ……っ」

　紗雪の挑発に、悔しそうに唇を嚙かみしめる金髪少女。

「こうなったら唯花達の絆きずなを見せつけるまでです」

「え？　古賀さん、なにを──」

　唯花は慧輝に向き直ると、その小さな手を差し伸べた。

「慧けい輝き先輩、お手！」

「わんっ！」

　差し出された手に、慧輝は無意識に手を乗せてしまった。

「あ、しまった……反射的に」

　例の写真を撮られたのは一昨日。奴ど隷れいとなって期間は浅いが、わがままな主あるじに散々こき使われたため、すっかり下っ端根性が染み付いてしまっていた。

　唯ゆい花かに命令されると自分の意思とは関係なく体が従ってしまうのだ。

「慧輝君、まさかそこまで調教されていたなんて……」

「さ、紗さ雪ゆき先輩……？」

　慧輝を見る紗雪の目に、じわりと涙が滲にじむ。

「私──ご主人様が他のメスに媚こびへつらう姿なんて見たくなかったわ！」

「あっ、ちょっ、紗雪先輩!?」

　未来のご主人様が他の女に尻尾しつぽを振る光景が予想以上のダメージだったらしく、黒髪の上級生は手て酷ひどく失恋した乙女のように部室を飛び出していった。

「ムフフ。慧輝先輩が誰のものか、ようやく理解したみたいですね」

「いやいやいや……」

　勝ち誇った顔のご主人様と呆あきれ顔がおの下僕。書道部は本日も賑にぎやかだった。

「あーあ、魔女先輩の相手をしてたら疲れちゃいました。マッサージしてほしいなぁ」

「もちろんですとも」

　畳の上にうつ伏せになった唯花の背中をマッサージする。

「もっと強くてもいいですよー」

「イエッサー」

「……あ、あふ……いい感じです」

　そんなこんなで唯花はその女王様っぷりを遺憾なく発揮していた。

　可愛かわいい顔してドＳの後輩。

　そんな彼女に弱みを握られ、奴隷として彼女に尽くしている慧輝だが、もちろんこのまま奴隷を続ける気はない。

「……我慢だぞ、桐生きりゆう慧輝。今は耐える時だ。唯花ちゃんがシンデレラだと確定すれば、まだ逆転の目はある」

　パンツを落としたシンデレラは慧輝にラブレターを残している。

　唯花がシンデレラなら、彼女は慧輝にベタ惚ぼれということになるのだ。

（もしそうなら、奴隷の契約を破棄できるどころか、俺に惚れてるって弱みを利用してあーんなことや、こーんなことをすることも可能！　具体的にはきわどいメイド服を着せてご奉仕プレイをさせてやる！）

　メイドとなって慧けい輝きに奉仕するとか、ドＳの唯ゆい花かにとってはこれ以上ない屈辱だろう。

　メイド服に包まれた可愛かわいいお尻を延々と撫なで続けるお仕置きとか、いいかもしれない。

　顔を真っ赤にして恥辱に耐える少女の姿を堪たん能のうするまでがワンセット。

　まさに最高の復ふく讐しゆう。完かん璧ぺきな計画である。

　唯花の奴ど隷れいとなってしまっている現状を改善するためには、唯花がパンツを落としたシンデレラであり、慧輝宛あてのラブレターを書いた本人であると証明するしかない。

　そのためには紛失したシンデレラのパンツを見つけ出す必要がある。

　慧輝が従順な奴隷を演じているのも、秘密裏に彼女の調査を進めるためなのだ。

「……ふふふ、今にみてろよ。この屈辱は必ず晴らしてやるからな」

　小声で復讐を誓った奴隷は、唯花に破は廉れん恥ちなご奉仕をさせる未来予想図を心の糧かてにして、ご主人様の疲れを癒いやすべくマッサージに精を出すのだった。
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「えっと……こ、ここに入れればいいのか？」

「ううん、もっと下。少し狭いからゆっくり、お願い」

「んっ、あれ……確かに狭いな。なかなか入らない」

「あっ、あんまり乱暴にしちゃ、ダメ。裂けちゃうから」

「わ、わかってるよ…………お、入った」

「入った、ね……すごくドキドキした」

　金属製の棚に段ボール箱を押し込んだ慧輝は脚立から降り、埃ほこりの匂いがする薄暗い部屋の中を見回して、他に箱がないことを確認する。

「今ので最後だな」

「うん、ありがと。助かった」

　感謝を述べたのは片目を前髪で隠した女子生徒で、名前は藤ふじ本もと彩あや乃の。

　慧輝の同級生にしてこの学校の生徒会副会長だ。

「ごめんね、いきなり呼び出して」

「いいよ、これくらい」

　金曜日の放課後、彩乃から『緊急事態発生。応援求む』という災害通知のようなメールが届き、生徒会室を訪れた慧輝を待っていたのは彼女と幾つかの段ボール箱だった。

　中身は生徒会の仕事関係の書類の束。

　生徒会室の隣にある資料室に運び込まないといけないのに、段ボール箱は一個一個がとても重く、他の生徒会メンバーはそれぞれ所用で出払っている状況。

　困り果てた彩乃が知人の慧輝に連絡を入れたのだ。

「でも、ほんとに助かった。生徒会は女の子ばかりだから」

「あー、生徒会長も女子だしな」

「ちなみに書記の子も女の子。そんなわけで生徒会は男の子を募集中だったり。桐生きりゆう君、よかったら生徒会に入らない？」

「んー……ごめんなさいかな」

「書道部のハーレムで満足だから？」

「書道部はそんなユートピアじゃないよ……」

　確かに部内の女子率は高いが、ペット志願者の痴ち女じよや、先輩男子を奴ど隷れい扱いする小悪魔や、貪どん欲よくにＢＬ本のネタを求める腐女子が生息する異空間である。

「残念。桐生きりゆう君の匂いを毎日補充できると思ったのに」

「やっぱり本音はそれなんだな」

　優等生の彩あや乃のだが、その本性は男子の体臭に興奮する匂いフェチである。

　体育で蒸れに蒸れた慧けい輝きのトランクスを手に入れるため、紅茶に睡眠薬まで盛った狂気の変態だ。

　可愛かわいい顔して危険人物の副会長が、おっとりした口調で言う。

「突然ですが、桐生君のパンツはおいくらですか？」

「売り物じゃないんで」

「桐生君の使用済みパンツなら三万円出してもいい。体育のあとのだったらプラス五千円」

「売らないからな!?」

　台詞せりふがＪＫのパンツを買い取るおじさんみたいでなんか嫌だ。

　彩乃さんは、慧輝の脱ぎたてパンツが欲しくてたまらないらしい。

「世の中にはお金欲しさにおじさんに脱ぎたてパンツを売りさばく女子高生もいる。だったら、女の子にパンツを売ってくれる男の子がいてもいいと思う」

「同級生の女の子にパンツを売るとか普通に嫌だから」

　女子高生のパンツが欲しいおじさん。

　手っ取り早くお金が欲しい女子高生。

　そうして生まれる需要と供給。

　今回は彩乃が慧輝のトランクスを欲して需要が発生しているわけだが、所有者が売却を拒否したため供給は滞とどこおる結果となった。

「そんなわけで、俺のパンツは諦あきらめてくれ」

「残念。こうなったら、せめて匂いの補給だけでも」

「あ、こら抱きつくなって！」

「あぁ、これ、この匂い好きぃ。病みつきになる。クンクン。ハァハァ……」

「ダメだこの人、早くなんとかしないと……」

　慧けい輝きに抱きつき、顔を赤らめて匂いに興奮する様子はまるで発情期の猫である。

　可愛かわいい女の子に抱きつかれるなんて普通なら嬉うれしいイベントのはずなのに、こうまで欲望を剝むき出だしにされると全然ときめけない。

　この変態をどうやって引き離そうか考えていると、背後で軽い足音が鳴った。

「……慧輝先輩？」

「ゆ、唯ゆい花かちゃん……？」

　振り返ると奴がいた。

　開いた扉の前に立っていたのは金髪碧へき眼がんの女王様。

　校舎の一室で密着しているふたりを目撃した唯花は驚きに表情を強こわ張ばらせ、それからにっこりと笑顔を張り付けた。天使のような笑顔が、この場面では逆にこわい。

「唯花ちゃん。ど、どうしてここに？」

「メールしても返信がないので探してました。秋あき山やま先輩に、生徒会の人に呼び出されたって聞いたので」

「あ、ああ。なるほどね」

「それで慧輝先輩？　唯花を放ほうっておいて、なに他の女の子とイチャイチャしてるんですか？」

「いや、これは藤ふじ本もとさんのほうから抱きついてきたっていうか」
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「そうですか。言い訳でしたら結構です」

「えええ……」

　理不尽な上司みたいなことを言ってきた。

　自分から尋ねておいてその対応。さすがはドＳの女王様である。

　唯ゆい花かは面白くなさそうに鼻を鳴らすと、敵意を滲にじませた視線を彩あや乃のに向ける。

「生徒会副会長の藤ふじ本もと先輩ですよね？　初めまして。一年の古こ賀が唯花です」

「知ってる。古賀さんは有名だから」

　唯花の容姿は目立つため、この学校ではかなりの有名人だ。

「藤本先輩、慧けい輝き先輩を返してもらっていいですか？　その人は唯花の大切な人なんです」

「古賀さんは、桐生きりゆう君のカノジョさんなの？」

「違います。そんなのよりずっと強い絆きずなで結ばれた関係です」

「？　よくわからないけど、桐生君は簡単には引き渡せない」

「なっ!?　ど、どうしてですか？」

　唯花の問いかけに、彩乃はぽっと頰ほおを赤くして、慧輝に抱きついたまま告げる。

「桐生君は、わたしを性的に気持ちよくしてくれる人だから」

「んなっ!?」

　副会長の思わぬ爆弾発言に唯花の表情が引きつった。

「ちょっ、藤本さん!?　なに言ってくれちゃってるの!?」

「事実。彩乃さんは桐生君の虜とりこ。こうして抱きついてるだけで興奮しちゃう」

「問題発言が止まらない!?」

　彩乃が虜になっているのは、正確には慧輝の〝匂い〟なのだが、それを飼い主ぬしに言い訳する時間は残されていなかった。

「……」

　無言のまま距離を詰めた唯花が、慧輝の手をぎゅっと摑つかんだから。

「──こっち、きてください」

　それは、有無を言わさぬプレッシャーで、

「い、イエッサー……」

　震える声で答えた慧輝は、唯花に手を引かれて資料室をあとにした。

　廊下を進み、連れ込まれたのは人ひと気けのない空き教室。

　扉も窓も閉め切られ、むっとした熱気に満たされた空間で唯花は振り返る。

「ふふ、ようやくふたりきりですね？」

　唯花は普段、慧輝や紗さ雪ゆきの前以外では基本的に猫を被かぶっている。

　彩乃の前でも抑えていたようだが、本気で本性を現した時の彼女の恐ろしさを慧輝は身をもって知っている。

　彼女の脱ぎたてパンツで窒息しかけたトラウマは未いまだ心に刻まれたままだ。

「それで慧けい輝き先輩？　なにか言い残すことはありますか？」

「俺は無実です」

「そうですか。有罪の人はみんなそう言うんです」

「なにこの魔女裁判!?」

　始まる前から有罪が確定している悪魔の法廷だった。

「ねぇ、先輩？　唯ゆい花かは怒ってるんですよ？　唯花の先輩がそんなに節操なしさんだとは思いませんでした。これは、きつめのお仕置きが必要だと思うんです」

「激しく不穏な台詞せりふなんだけど……具体的に俺は何をされるんだろう？」

「それでは慧輝先輩、唯花に背中を向けてください」

「もしかして、お尻でも叩たたかれる感じ？」

「ふふ、それはそれでいいかもですね」

　これから執行されるお仕置きにビクビクしながら指示通り背を向ける。

　何をされるかわからない恐怖に襲われ、暑さと緊張で頰ほおを汗が伝う。

　一滴の汗が床を叩いたその時──後ろから、ぎゅっと抱きしめられた。

　背中に柔らかな女の子の感触と、熱い吐息の気配がして、急激に心拍数が上昇する。

「ゆ、唯花ちゃん……？　なに、してるの？」

「お仕置きです。こんな暑い日に、抱きしめられたりしたらつらいでしょ？」

「そうだけど……」

　それ以上に、照れる。

　唯花には彩あや乃ののような男子の体臭で興奮する趣味はないはずだ。

　だとすれば彼女の言う通り、このハグに〝お仕置き〟以外の意味はないのだろう。

　そう思うのに、ドキドキが止まらない。

　もしかすると、慧輝の心臓に重労働させるのが彼女なりの罰なのだろうか？

「……あのさ、唯花ちゃん」

「なんですか？」

「さっきのことだけど。藤ふじ本もとさんと一緒にいたのは荷物を仕し舞まうのを手伝ってたからなんだ。段ボールが重すぎて、困ってたから」

「……ふぅん？」

「信じられない？」

「特別に信じてあげます。信じてあげますけど……あんまり他の子に優しくしないでください」

　拗すねた口調でそう言って、唯花はぎゅっと腕に力を込める。

「……今の慧輝先輩は、唯花の奴も隷のなんですから」

　囁ささやきのような唯ゆい花かの言葉は、それでも確かに耳に届いた。

　真意はわからなかったが、それでも男の子の心をかき乱すには充分すぎて──

　可愛かわいいご主人様に萌もえてしまったのは、ここだけの秘密だ。





　　　　　　◇






　奴ど隷れいに休日はない。

　たとえ日曜日であろうと、主人の呼び出しがあれば駆けつけなければならない。

　そんなわけで、休日の朝に可愛い後輩からのラブコールで叩たたき起おこされた慧けい輝きは急いで身支度を整え、せっせと全速力で古こ賀が家へと向かっていた。

　朝とはいえ七月中旬の日差しはなかなか強い。

　汗だくになりながら家に到着したのは指定された時間ギリギリだった。

　インターホンを鳴らすと、すぐに金髪の少女が顔を出す。

　笑顔で出迎えてくれた唯花は白いワンピース姿だった。

　夏らしい肩かた紐ひものタイプで、細い肩とか鎖骨とか、綺き麗れいな肌が目に眩まぶしい。

　純白の洋服に身を包んだ彼女は本物の天使のようで、長距離走の疲れを忘れさせるくらいに可愛かった。

「おはようございます、慧輝先輩」

「おはよう……」

「ちゃんと時間通りにきましたね。奴隷としての自覚が出てきたみたいで嬉うれしいです」

「だって、間に合わなかったら例の写真を瑞みず葉はに送るって言うから……」

「あは。あんな写真を瑞葉先輩に見られたら大変ですもんね？」

「相変わらずのドＳ……」

　後輩の部屋でパンツを漁あさっている画像を妹に見られたらと思うとゾッとする。

　潔癖症なところがある瑞葉は間違いなく兄を軽けい蔑べつするだろう。

　あの愛らしい声で「兄さん、最低」なんて言われたらショック死する自信がある。

　愛する妹に嫌われて生きていけるほどシスコン兄貴の心は強くないのである。

「ここで立ち話もなんですし、中へどうぞ」

「お邪魔しまーす」

　古賀家はしんと静まり返っていた。唯花の両親はふたりとも仕事人間らしく、帰宅は深夜が当たり前。数日家に帰ってこないことも多いという。

（家にひとりで寂しくないのかな……）

　親が帰ってこないのは慧輝の家も同じだが、妹がいる慧輝と唯花とでは寂しさの度合いが違うだろう。

　そんなことを考えながら唯ゆい花かに続いて彼女の部屋に入る。

「さて、慧けい輝き先輩には休日を返上で唯花のために働いてもらうわけですが、とりあえずコレに着替えてください」

　唯花が取り出したのは黒を基調とした洋服だった。

「これって……スーツ？」

「ぜんぜん違います。それは執事服です」

「執事服？」

　そんなの漫画かドラマの中でしか見たことがないが、受け取った服をよく見ると、確かに細かい部分がスーツとは違うようだ。

「それ、手作りなんですよ？　唯花が作りました」

「マジか。手作りにしてはすごいクオリティだな」

「裁縫とか得意なので。実は昨夜から寝ないでチクチクやってたので絶賛寝不足です」

「なぜそんなに頑張っちゃったのか……」

「その服は先輩にプレゼントするので、さっそく着てみてください」

「ここで着替えるの？」

「じっくりねっとり観察してるので遠慮なく脱ぎ脱ぎしてくださいね」

「わかった。じゃあさっそく脱ぎ脱ぎしますか──って、おかしくない!?　出てってよ！」

「はーい」

　唯花が部屋を退室したのを確認し、服を脱いだ慧輝は手早く執事服に着替える。

「……なんかサイズ、ぴったりだし。採寸もしてないのに……」

　目測だけで作ったのだろうか。後輩の意外な才能に驚きつつ、唯花を呼び戻す。

　普通の高校生から少年執事へとジョブチェンジした慧輝を見て、彼女は顔を輝かせた。

「おお、なかなか似合いますね。執事って感じです」

「おそろしく中身のない感想をありがとう」

「試しに唯花のこと〝お嬢様〟って呼んでみてください」

「かしこまりました、お嬢様」

「うひゃーっ、なんだかキュンキュンしますねっ。縛っていじめて啼なかせてあげたくなっちゃいますっ」

「それはちょっと……っていうか、そもそもなんで執事服なんだ？」

「慧輝先輩って、メイドさんはお嫌いですか？」

「大好きだけど」

「それと同じです。女の子も執事さんに憧あこがれるものなんですよ」

「な、なるほど……？」

　よくわからないが妙な説得力はあった。

「じゃあ、準備もできましたし、そろそろ出掛けましょうか」

「出掛けるって、どこに？」

「本屋さんです。テストも終わったし、読みたい本がたくさんあるんですよね。でも、ひとりで運ぶには重すぎるので荷物持ちがほしかったんです」

「ああ、本って重いからな」

「というわけで、さっそくいきましょう」

「え？　いや、ちょっと待って？　この格かつ好こうでいくのか？」

「当たり前じゃないですか。今日の先輩は唯ゆい花かの執事なんですから。せいぜい注目を浴びて唯花を楽しませてくださいね」

「なにその謎なぞの羞しゆう恥ちプレイ……」

「楽しみですねー、本屋さん」

　執事の不満を当然のようにスルーしてご主人様はスカートの裾すそを翻ひるがえす。

　白のワンピースを着た唯花は本当にどこかのお嬢様みたいで、思わず見み惚とれてしまう。

「ほらほら、ぼさっとしてないでいきますよっ」

「あ、ああ……」

　ご主人様に手を引かれ、新米執事は労働するべく古こ賀が家をあとにしたのだった。







　やはり執事服は注目を集め、書店で店員と利用客の視線を浴びながら本を物色したあと、店を出た慧けい輝き達は帰路の途中の公園に立ち寄った。

　目的は遊具ではなく、四本の柱が組まれた屋根付きの休憩所。

　休憩所は周囲を木々で囲まれており、木陰と屋根のおかげでかなり涼しい。休むには絶好の環境で、本の詰まった紙袋を下ろした慧輝はぐったりとベンチに座り込んだ。

「あー、重かった……」

「もう、情けないですね。それでも男の子ですか」

「男の子でも重いものは重いから」

　古賀家から最寄りの書店までは徒歩二十分ほどの道のりだが、それは手ぶらで歩いた場合で、ハードカバーの本が十冊入っている袋を抱えて一気に踏破するには過酷すぎた。

　こうして少しくらい休んでもバチは当たらないだろう。

「でも、口では文句を言いつつ、唯花のために働けて幸せなんですよね？」

「いや、それほどでもない」

「ふふん、そう言っていられるのも今のうちです。そのうち唯花に奉仕するのが至上の喜びになるくらい調教してあげますから」

「お手柔らかにお願いします……」

「まぁでも、唯ゆい花かのために頑張ってくれたのは事実ですし。ここはご主人様として、ご褒美をあげる必要がありますね」

「ご褒美って……まさか、パンツか？」

　隣に座った唯花の下半身に視線がいく。

　唯花には、ご褒美と称してパンツを差し出そうとした前科があるのだ。

　しかし今回は違ったらしく、彼女は頰ほおを赤らめるとワンピースの裾すそをぎゅっと握り、拗すねたような上目遣いで慧けい輝きを見た。

「もう、暑さで蒸れたパンツが欲しいなんて。先輩はどうしようもない変態ですね」

「俺は変態じゃない」

「唯花の部屋でパンツを漁あさっていた人の台詞せりふじゃないですね」

「ぐっ……」

「さすがに蒸れ蒸れのパンツは恥ずかしいので我慢してください」

「後輩の中で俺がパンツ大好き人間になってる件……」

　シンデレラのパンツを探していただけなのに、場面だけ切り取ると完全に下着泥棒という世知辛がらさ。チェストを開けてパンツを物色する男子の写真は即通報レベルの代しろ物ものであり、無実を訴えるのは無理がある。

　それは同時に、彼女の奴ど隷れいから解放されるのが極めて困難であることを示していた。

「じゃじゃーん！　今回のご褒美はこれです！」

　唯花がビニール袋から取り出したのはカップのバニラアイス。

　公園に立ち寄る前、コンビニで購入したものだ。

　彼女は木製のスプーンでアイスをすくうと、慧輝に差し出した。

「特別に唯花が食べさせてあげます。頑張ってくれたご褒美ですよ」

「あ、うん。じゃあ……」

　唐突な展開に驚いたが、冷たいアイスの誘惑には抗あらがい切れず、素直に口に入れる。

「美お味いしいですか？」

「美味しいです……」

　甘くて冷たくて、とても美味しいのだが、女の子に「あーん」をしてもらう夢のシチュエーションに胸が高鳴って味どころではない。

　恥ずかしくて、照れくさくて、スプーンを手に微笑ほほえむ後輩にドキドキしてしまう。

「唯花も食べたくなっちゃいました」

「あ、ああ。残りは唯花ちゃんが食べてもいいから」

「じゃあ、今度は先輩が食べさせて？」

「はいはい。……あ、でもスプーンがひとつしかないな。これだと間接キス……」

「──いいですよ？」

「え……？」

「慧けい輝き先輩なら、間接キスでも……いいですよ？」

　恥ずかしそうな、照れたような表情で彼女はもじもじと体を揺らす。

　愛らしい上目遣いで見つめられ、慧輝は無意識にのどを鳴らす。

「じゃ、じゃあ……」

　スプーンを手にした慧輝が彼女の口にアイスを運ぶ。

「……ど、どう？」

「うーん……えへへ。恥ずかしすぎてよくわからないです」

「っ!?」

　はにかむような笑顔にキュンとする。そういう不意打ちは本当に困る。

「ね、先輩？　もっとください」

「あ、ああ。任せとけ」

　揺れる心を誤ご魔ま化かすように慧輝は再びアイスをすくう。

「ふふ。アイスを食べさせっこって、なんだか恋人みたいですね？」

「恋人!?」

　後輩の発言に童貞が動揺。その拍子にスプーンで運搬されていたアイスが零こぼれ落おち、唯ゆい花かの口に運ばれるはずだった氷菓は彼女の胸元に不時着した。

「ひゃっ!?　冷たっ!?」

「わっ、ご、ごめん！」

「あぁもう、なにやってるんですか」

「ごめん。すぐ拭ふくから」

「あ、ちょっと待ってください」

　ティッシュを取り出した慧輝を唯花が止める。

「責任を取って、先輩が舐なめとってください」

「え？　……えっ!?　舐めとるって……俺が!?」

「他に誰がいるんですか」

「いや、でも……」

　視線を動かすと、薄着から覗のぞく白い肌が目に映る。

　綺き麗れいな鎖骨とか、慎つつましくも確かに膨らんだ女の子の胸部とか、そういうのを意識すると途端に理性が麻ま痺ひしてしまう。

　女の子の胸に落ちたアイスを舐めとるなんて、すごく官能的で、背徳的だ。

　さすがに躊ちゆう躇ちよする上級生を、小悪魔な後輩はイタズラっぽい笑顔で挑発する。

「早くしないと、とけちゃいますよ？」

「わ、わかったよ」

　これ以上、年下にからかわれるのは癪しやくだ。

　覚悟を決め、隣に座る少女へと身を寄せる。

　間近で見た宝石の瞳には、何かを期待するような、それでいて少し怯おびえたような、色とりどりの感情が揺らいでいた。

　暑さのせいか、少し汗ばんだ肌に顔を寄せ、その胸元に口づけをする。

「ひゃん!?　んぅ……っ」

　唯ゆい花かは一瞬だけ声をあげ、刺激に耐えるように唇を引き結んだ。

「んっ……あ、ふふっ、くすぐったい」

　体温で溶けたアイスを舐なめるたび、舌が肌をなぞって彼女は小さく身をよじる。

「……あは。先輩、可愛かわいい。一生懸命に舐めちゃって。本当に犬みたいです」

　後輩の声に答える余裕はなかった。

　彼女の肌は信じられないほど滑なめらかで、柔らかくて。

　非現実な状況に頭が溶けそうで、アイスの甘さと、女の子の甘い香りにクラクラした。

　上う手まく回らない頭でも、これが異常な行為だとわかる。

　明らかに普通の先輩後輩の関係を逸脱している。

　いくら奴ど隷れいとはいえ、年頃の女の子が異性にこんなことを許すだろうか？

　普通に考えて、一定以上の信頼と好意がなければ許しはしないだろう。
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　だとすれば、その好意は恋愛感情？　やはり唯ゆい花かがシンデレラ？

　疑問の答えは出ないまま、与えられた役目を終えて慧けい輝きは体を離した。

「もう終わりですか？　残念です」

　不満そうに言う唯花だが、その頰ほおは隠し切れないほど赤く色づいていて、少なからず緊張していたことが読み取れる。

　それから彼女は愛犬にするように慧輝の頭を優しく撫なでた。

「よくできましたね。いい子いい子」

「執事の次は犬扱い……」

　だけど、お姫様が笑ってくれるなら、下僕も悪くないかなと思ってしまう。

　最初は嫌々だったのに、最近では奴ど隷れいとして奉仕することへの抵抗感が薄れてきているというか、むしろ唯花に尽くすことに悦よろこびを感じ始めているような──

（……って、悦んでちゃダメだろ!?）

　だがしかし、唯花との関係に安らぎのようなものを感じ始めているのも事実。

　紗さ雪ゆきとのデートで目覚めかけたドＳの才能に加え、ドＭの素質もあるのかもしれない。

（いやいや、これはあくまでも一過性のもの！　弱みを握られているから耐えてるだけで、あの写真さえ握りつぶせばすぐにでも奴隷なんてやめてやるんだからね！）

　男がツンデレを発揮したところで誰も喜ばないというのはともかく、いつまでも奴隷の地位に甘んじているわけにはいかない。

　すっかり下僕として馴な染じんでしまっている気がするが、慧輝の目的はシンデレラのパンツを見つけ出すことであり、古こ賀が唯花がラブレターの差出人か確かめることである。

「慧輝先輩？　難しい顔して、どうかしたんですか？」

「なんでもないよ!?」

「？　なに興奮してるんです？　変な先輩」

　キョトンとした表情がまた愛らしい。

　中身は意地悪な女王様だが、見た目はやっぱり天使のようだ。

　ふわふわの金色の髪は本当に綺き麗れいだし、青い瞳は宝石のようで、小動物のような容姿は思わず抱きしめたくなるくらい可愛かわいい。

　奴隷という立場とはいえ、こんな美少女の傍そばに四六時中いられるのは、もしかしたら男にとって最高に幸福なことなのかもしれない。

　意地悪なことばかり言う唯花だが、飴あめと鞭むちの使い分けを重要視する彼女は頭を優しく撫でてくれたりもするし、悪いことばかりではないのも確か。

（女の子の奴隷も……意外と悪くないのかも？）

　そんな感じで、迷える子羊は再び思考の迷路に没入するのだった。







　そのあと、古こ賀が家に帰還し、荷物を唯ゆい花かの部屋に下ろしてようやく任務が完了した。

「先輩、お疲れ様でした」

「お嬢様のためならお安いご用ですよ」

「ふふ、良い心がけですね。じゃあ慧けい輝き先輩は少し休んでいてください。唯花は汗をかいてしまったのでシャワーを浴びてきます」

「ああ、いってらっしゃい」

「女の子の裸に興味があるお年頃なのはわかりますが、覗のぞかないでくださいね？」

「覗かないよ」

「あ、でも、どうしても見たいなら覗いてもいいですよ？」

「どっちなの!?」

「そのかわり、あとで素敵なお仕置きが待ってますけどね」

「大人しくここにいまーす」

　お仕置きはもうこりごりだ。パンツを口に詰め込まれて窒息しかけたり、押し倒されて胸をまさぐられたり、ろくな思い出がない。

　奴ど隷れいの返事に満足げに頷うなずいて唯花は部屋を出ていった。

「それにしても……仮にも男子がいるのにシャワーとか、無防備すぎやしないか？」

　それだけ信頼されているとしたら嬉うれしいが、男子として見られていない可能性もある。

　むしろ後者の可能性が高いのが悲しい。

「……くふふ、まぁせいぜい油断するがいいさ。シャワーを浴び始めたが最後、その間にパンツを漁あさらせていただくわ！」

「──あ、それと先輩」

「お嬢様!?　ど、どどどどうなされたのですか!?」

　いきなり主人が戻ってきて大慌ての犯罪者予備軍。

「言い忘れてましたけど、シャワー中にパンツを漁ったりしたら終身刑ですからね？」

「終身刑!?」

「そんなわけなので、大人しくいい子で待っててくださいね？」

「い、イエッサー」

　鼻歌混じりに浴室に向かう後輩を強こわ張ばった顔で見送りながら、とりあえずパンツを漁るのは控えようと思う慧輝であった。

「……とはいえ、これじゃあいつまで経たってもシンデレラの確認ができないな」

　消えたパンツの行方ゆくえはわからずじまい。

　何かいい方法はないものかと考えをめぐらせていると、

「──きゃあああああああああああああああああっ!?」

　家の中に唯ゆい花かの悲鳴が響き渡った。

「唯花ちゃん!?」

　後輩の危機を察知した慧けい輝きは弾かれたように部屋を飛び出した。

　階段を駆け下り、慌ててバスルームに駆けつけると、ぺたんと尻もちをついた唯花が怯おびえるように体を震わせていた。

「慧輝先輩！　く、クモ！　クモが！」

「え……クモ？」

　視線を下に向けると、そこにはカサカサと移動する八本足の生物が。

「な、なんだ。クモかぁ……」

「なんだじゃないです！　大事件です！　ど、どうにかしてください！」

　本当に苦手らしく、後輩は涙目だった。

　女王様はクモがお嫌いな模様。小悪魔の意外な弱点発見である。

　慧輝は脱衣所にあったハンドサイズの箒ほうきでクモをすくい上げ、浴室の窓から逃がした。

「これでよし。もう大丈夫だ」

「あ、ありがとうございます……」

　危機が去り、ほっと息をつく唯花。

「あ……」

　慧輝は、そこでようやく、自分がとんでもない状況に身を置いていることに気づく。

　バスルームの中、シャワーを浴びようとしていた唯花はもちろん裸で、その未成熟ながらも美しい裸体をばっちりと見てしまう。

　わずかに膨らんだ乳房も、下腹部も、全てがありのままの姿でそこにあって。

　そんな彼女の、無防備すぎる姿を目の当たりにして、慧輝の思考は完全に停止した。

「？　慧輝先輩？　──ふぇっ!?」

　慧輝の視線に気づき、自分が裸であることに思い至った唯花の顔が一瞬で真っ赤になる。

「……あ……あ……」

　桃色の唇がわなわなと震え、綺き麗れいな目に再び涙が滲にじむ。

　次の瞬間、彼女の手が近くにあったシャンプーの容器ボトルに伸びた。

「いつまで見てる気ですかっ！」

「ぐはっ!?」

　唯花の投げたボトルが顔面にクリーンヒット。

　飛んできた容器の中身はほぼ満タンで、要するに、とても痛かった。







　ご主人様のあられもない姿を目撃して無事に帰れるわけもなく、バスタオルで防御を固めた唯ゆい花かに「おすわり」と「待て」のダブルコンボを命じられた哀れな奴ど隷れいは彼女の部屋で正座待機していた。

　しばらくして、シャワーを浴びて着替えた唯花が戻ってきた。

　白のワンピースとは真逆の、黒いドレス風の私服で、黒のニーソックスまで完備。

　黒ずくめの姿はまるで天使から悪魔へ変へん貌ぼうしたかのようだ。

　ベッドに腰掛けた彼女は鷹おう揚ように足を組み、いかにも怒ってますといった表情で重罪人を見下ろした。

「言い残すことはありますか？　ないですね？　では判決です。──極刑で」

「ちょっ!?」

　弁護人不在の裁判は一瞬で終わった。ついでに人生も終了したっぽい。

「唯花の裸を見た罪は重いですよ。これはお仕置き確定です。さあっ、頭こうべを垂れなさい！　さながら失態を反省する犬のように！」

「こ、こう？」

　土下座のごとく頭を下げると、頭上でくすりと笑う気配がした。

「まだですよ。ほら、自分からおねだりしてください。この駄犬の頭を唯花様の足でフミフミしてくださいって」

「この駄犬の頭を唯花様の足でフミフミしてください！」

「あはっ。仕方ないですね。唯花が先輩をフミフミしてあげます！」

　そして始まるお仕置きタイム。

　ベッドに腰掛けた後輩の足が、奴隷の頭をぐりぐりと踏む。

　曰いわく、人間の脚は腕の三倍の力があるという。

　いかに華きや奢しやな女の子とはいえ、足で踏まれると普通に痛い。

　ソックス越しとはいえ、年下の女の子に足あし蹴げにされているこの状況。

　とても屈辱的なのに、抵抗する気が起きないのは裸を見た罪悪感のせいだろうか？

　それとも美少女に踏まれることに一種の心地よさを感じているのだろうか？

　後者だとしたら慧けい輝きは本格的に手遅れかもしれない。

「ほら先輩？　謝罪の言葉はないんですか？」

「あぁん……っ！　も、申し訳ございませんでしたあああああっ!!」

「なにが唯花の逆げき鱗りんにふれたのか、わかってます？」

「唯花様のあられもない姿を舐なめるように拝見してしまったことですうっ！」

「あはっ。惨めですね、先輩？　年下の女の子に頭を踏まれて許しを請うその姿、本当に情けないです！　そんな先輩を見てると──唯花はとってもゾクゾクしちゃいますっ」

　頰ほおを上気させて絶好調のＳっ娘こである。

　ひときわ強く踏まれた奴隷が「あひぃっ」と苦く悶もんとも愉悦ともとれる悲鳴を漏らす。

　少年執事が女の子に踏まれ喘あえいでいる光景はわりと壮絶な絵え面づらだ。

「──ほんと、先輩はどうしようもない駄犬です」

　小さな声で言って、唯ゆい花かが足を離す。

「けど、唯花のところに駆けつけてくれたのは嬉うれしかったです」

「え……？」

「あ、でも、裸を見た罪は重いですよ！　重罪です！　これくらいの罰で許されたなんて思わないように！」

「あ、うん……」

　呆あつ気けにとられながら頷うなずく。

　唯花はひとつ息を吐くと、右手でベッドをポンと叩たたいた。

　どうやら〝座れ〟ということらしい。

　慧けい輝きが隣に腰を下ろすと、彼女は甘えるようにもたれかかってきた。

「ゆ、唯花ちゃん？」

「これも罰です」

「これも罰なんだ」

「それと、頭を撫なでてください」

　罪を償うため、小さな頭を優しく撫でると、彼女は心地よさそうに目を細めた。

「……なんだか懐かしいです。昔はよく、こうしてもらっていたので」

　囁ささやくように零こぼした唯花の視線の先、机の上にあったのは写真立て。

　その写真に写っていたのは、金色の髪の小さな女の子と、優しそうな妙齢の女性。

　女性にしがみついている女の子は、今よりも髪が長いが、面おも影かげから唯花で間違いないだろう。だとすれば、女性のほうは──

「この人って、もしかして……」

「はい。唯花の祖母です」

　イギリス人だったという祖母。

　唯花の髪と瞳の色は彼女から受け継いだものだ。

「唯花は昔からこんな見た目だったので、からかわれるのが嫌で、学校ではいつもひとりでいました。その寂しさを埋めるために、放課後は祖母の家に入り浸っていたんです」

　唯花の金髪碧へき眼がんは、幼い子ども達にしてみれば好奇と畏い怖ふの対象だろう。

　唯花の言葉から察するに、あまりいい思い出はなかったに違いない。

「祖母は優しい人でした。唯花の話を聞いてくれて、いじめられた時は慰めてくれて。よく、頭を撫でてくれました。唯花は祖母が大好きでした。大好きな祖母がいれば他にはなにもいらなかったんです。だから祖母が亡くなった時、裏切られたように感じたんだと思います。大好きだったのに、唯花を置いていくなんて酷ひどい、って」

　子どもだった唯ゆい花かにとって、大好きな人を失った現実は受け入れがたいものだった。

　最愛の人にいきなりそっぽを向かれたような気持ちだったのかもしれない。

「祖母を亡くしてからは、それまで以上に周囲と距離を置くようになりました。壁を作って、拒絶して、そうやって誰かを好きにならなければ、失った時に傷つかなくてすむんですから」

「だから唯花ちゃんは……」

　学校の図書室でひとり、文字の羅列を読みふけっていたのだ。

　きっと祖母が亡くなってから何年もの間、そうして孤独を紛まぎらわせていたのだろう。

「あはは。今思うと、本当に子どもですね」

　自じ嘲ちようするように笑って、彼女はまた、独白めいた言葉を吐き出す。

「自分から歩み寄ることができれば友達もできたのかもしれません。話しかけてくれた子だって、いたんですから。唯花がひとりだったのは、本当は見た目のせいじゃなくて、唯花自身のせいです。唯花は望んでひとりでいることを選んだんです」

　彼女の独白に、顔を曇らせていた慧けい輝きに唯花は微笑ほほえみかける。

「でも、そんな可愛かわいげのない唯花に、慧輝先輩は話しかけてくれました。何度も何度も、無視するのが億おつ劫くうになるくらい」

　棘とげのある言葉とは裏腹に、彼女はどこか楽しげで。

「最初は、唯花に罵ののしられたいだけの卑しいブタ野郎なのかと思ってましたけど」

「酷ひどい誤解だ……」

「この人、唯花の奴ど隷れいになりたいのかな？　とも思いました」

「本当に酷い誤解だ……」

「でも、先輩はこんな唯花に、なんだかんだ優しくしてくれるじゃないですか」

　柔らかな笑顔を向けられて、たじろいでしまう。

「本当にひとりでいたいなら、唯花は図書室に残る必要なんてなかったんです。放ほうっておいてほしいとか言っておいて、毎日図書室に入り浸って、素っ気ないフリをして、先輩が話しかけてくれるのを待っていたんです。今日も話しかけてくれるかなって」

　本当にひとりでいたいなら本は家で読めばいい。

　だけど彼女は放課後の図書室に居座り続けた。

　冴さえない上級生が話しかけてくるのを期待して。

「嬉うれしかったんです。生意気で可愛くない唯花に何度も話しかけてくれて。優しくしてくれて。こんなに唯花のことを気にしてくれたのは先輩が初めてでした。そんな慧輝先輩だから──先輩は唯花の〝特別〟なんです」

　慧輝が唯花と過ごした時間はそれほど長くない。

　四月に出会ってから、たったの数ヶ月。

　けれどその日々は、唯ゆい花かにとって特別なものだったのだ。

「唯花ちゃん……」

「あは。なんだか照れますね……」

　考えてみれば、女の子の部屋で、しかもベッドで隣り合って座っているこの状況はかなり上級者向けのシチュエーションだ。

　頭を踏まれたりして感覚が麻ま痺ひしていたが、この状態は確かに照れる。

　しかも、唯花の気持ちを聞いたあとではなおさらだ。

「唯花、ちょっと暑くなっちゃいました。冷たい飲み物でも取ってきますね」

　その空気に耐えかねた唯花が立ち上がる。

「……あれ？　わっ、……ととっ!?」

　突然、ふらりとよろめいた彼女は背中からベッドに倒れてしまった。

「唯花ちゃん!?」

「あはは。立たち眩くらみしちゃいました。寝不足のせいですかね？」

「…………」

「慧けい輝き先輩？　どうしたんですか？　そんなこわい顔して……」

　彼女の質問には答えず、慧輝は腰を上げてベッドの上に乗ると、両手をついて唯花に覆いかぶさった。

「え……？　せん……ぱい？」

「動かないでくれ」

「ふぇぇっ!?」

　突然の展開に慌てふためく唯花。

　一方、慧輝は真剣な表情で更に体を少女のほうへと近づける。

「あ……ダメ……いきなりそんな……っ」

　どんな未来を想像したのか、頰ほおを朱色に染めた少女がぎゅっと目をつぶる。

　シャワーを浴びたばかりの彼女の肌に新しい汗の粒が浮かぶ。

　ぎしりとベッドが軋きしむたび、彼女の体がびくんと震えた。

　そして──慧輝は枕まくらの下から、その布きれを取り出した。

「……唯花ちゃん、これは何かな？」

「え？　……あ」

　枕の下にあったのは、こんなところにあるはずのないもの。

　女の子が使用するとは思えない男性用下着で──見覚えがありすぎて困るストライプ柄のトランクスは、またしても慧輝のものだった。

「質問。なぜ俺のパンツが唯花ちゃんの部屋にあるんですか？」

「それは、ええっと……あは☆」

「笑顔で誤ご魔ま化かそうとしても無駄だからな。この件に関して俺は追及をやめない」

　有無を言わさぬ態度に後輩の笑顔が凍りつく。

「ええっと……話すと長くなるのですが」

「手短にお願い」

「それはちょっと難しいといいますか」

「手短に」

「はい……」

　関係の優劣が逆転し、ベッドの上に正座した唯ゆい花かが事情を語り始める。

「以前、慧けい輝き先輩の部屋にお邪魔した時のことです。先輩が部屋を空けた隙すきにえっちな本を見つけてやろうといろいろ物色していたんですけど」

「なにしてんの……」

　紗さ雪ゆきといい、唯花といい、男子の部屋に入ったらエロ本を探さなければいけない呪のろいでもかけられているのだろうか。

「そしたら偶然それを発見しちゃいまして。男の人のパンツなんてなかなか見る機会のないものだし、絵本作家を目指すならいつかトランクスを描くこともあるかもしれないし、構造とか質感とかいろいろ気になっちゃって……無意識に鞄かばんの中へ」

「普通に盗難事件だな」
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　変態娘による第二のトランクス盗難事件発覚。

　紗さ雪ゆきだけでなく、唯ゆい花かまで慧けい輝きのパンツを奪取していたのである。

「ちなみに、匂いを嗅かいだりはしてないよな？」

「す、少しだけ……？」

「おまわりさん、この子です！」

「し、仕方ないじゃないですかっ」

　若干涙目になった金髪少女が顔を真っ赤にして叫ぶ。




「女の子だって、男の子のパンツに興味津々なんですっ！」




「お、おう……」

　男子の体臭を求めてパンツを欲する彩あや乃のは例外だが、紗雪の前例もある。

　男子が女子のパンチラを欲するように、女子だって男子の下着に興味があるのだろう。

　だからといって盗んでもいいという結論にはならないが。

「というか気づけよ、俺……二枚もパンツがなくなってたらさ……」

　その後、トランクスの盗難をお咎とがめなしにすることで〝例の写真〟を破棄する契約を唯花と交わし、ようやく慧輝は奴ど隷れいから解放されたのだった。
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　終業式が終わり、訪れた一学期最後の放課後。七月下旬の日差しから逃れるように中庭の木陰に避難した慧輝と翔しよう馬まのふたりは、ベンチに座って世間話に興じていた。

「明日から夏休みだなー」

「そうだねー」

「今年も彼女のいない夏休みが始まるなー」

「そうだねー」

「翔馬は小こ春はる先輩がいるんだし、彼女持ちみたいなものじゃん。この裏切り者め」

「まだ正式に付き合ってるわけじゃないけどね」

「友達以上恋人未満は俺からすれば付き合ってるのと同じだ。この夏は小春先輩とキャッキャウフフするんだろ？　海にいって水着でイチャついたり、花火の夜に神社の裏でチュッチュしたりするんだろ？　なにそれ激しくジェラシーなんだけど!?」

「今日の慧輝はいつも以上にハイテンションだねえ」

　暑さと嫉しつ妬とは人をおかしくする。

　彼女いない歴を順調に更新しつつある慧輝にとって、小春という可愛かわいい恋人（仮）をゲットした翔しよう馬まに対する嫉しつ妬との炎は真夏の太陽よりも熱かった。

「確かに小こ春はるちゃんは可愛かわいいよ。小さいし、コンパクトだし、無駄のないフォルムが素敵だと思う」

「それ、ぜんぶ同じ意味じゃない？」

「けど、その長所を帳消しにして余りある問題点があるというか……」

「なにかあったのか？」

「実はこの間、小春ちゃんの部屋に入れてもらったんだけど」

「ああ、部屋の壁一面に盗撮写真が貼はられてたとか？」

「いや、一見すると普通の部屋だった。けど、棚いっぱいにＤＶＤのケースがあってさ。ラベルに『翔馬くんの記録映像』って書かれてた。しかもナンバリングは百以上……」

「…………」

「あと、僕の一日の行動が十分単位で記されたメモ張も発見してしまった。細かい字で隙すき間まなくびっしり書かれてた」

「うわぁ……」

　ストーカー少女の愛は相変わらず重量級だった。

　体は小さいが、小春の翔馬に対する想おもいは誰よりも大きい。

「けど、それなら俺もこの前、紗さ雪ゆき先輩が俺のトランクスを穿はいてたりしたからな」

「……お互い大変だね」

「……そうだな」

　変態のタイプは違うが、特殊な性癖を有した女の子に苦労している点では同じ。

　慧けい輝きは天を仰ぐようにベンチにもたれかかった。

「くそー、今年こそは可愛い彼女をゲットしてバラ色の夏休みを過ごす予定だったのに」

「結局、シンデレラの正体がわからなかったからねえ」

　慧輝が差出人不明のラブレターを発見したのは五月。それから二ヶ月以上もパンツを落としたシンデレラを探しているというのに、未いまだに特定できていない。

　慧輝の部屋からシンデレラのパンツが持ち出された『パンツ消失事件』の状況から、紗雪か唯ゆい花かのふたりまで容疑者を絞れたが、より踏み込んだ調査を行ったにもかかわらずシンデレラに繫つながる証しよう拠こは摑つかめずにいた。

「僕はそろそろいくよ。これから部活だし」

「おお、頑張れよ」

　テニス部の練習に向かう友人を見送り、慧輝は再びベンチにもたれかかる。

「……はぁ、誰か俺に告白してくれる女の子はいないもんかな」

　口にしながらも、それが現実に起こりえない展開だと理解している。

　実際、これまでの人生で女子に愛の告白をされたことはない（変態的な告白なら何度もされているが、そんなのはこれっぽっちも嬉うれしくない）。

　そんな慧けい輝きにとって、部室に置かれていたラブレターは天より舞い降りた奇跡なのだ。

「──あ、いたいた。桐生きりゆうっ」

「あれ、南なん条じよう？」

　赤茶色のサイドテールを揺らして駆け寄ってきたのは真ま緒おだった。

「どうしたんだ？　ネタの収集にでもきたのか？」

「……」

　ベンチの正面に立った真緒は質問には答えずに、真剣な面持ちで慧輝を指差した。

　強気な瞳に決意を宿し、頰ほおを微かすかに赤く染めた少女が告げる。




「桐生！　アンタ、あたしの彼氏になりなさい！」




「…………はい？」

　一瞬、慧輝は真緒の台詞せりふの意味が理解できなかった。

　この場合の〝あたし〟というのはもちろん真緒のことで、彼氏というのは、いわゆるボーイフレンドのことだろう。

　ボーイフレンド──つまり恋人。

　真緒は今、慧輝に向かって「自分の恋人になれ」と言ったのだ。

　それが意味するのは──

「うおおおおおっ!?　まさかのモテ期キタコレ!?」

　桐生慧輝、高校二年の夏。

　夏休みの前日に、クラスメートにして友人である、ちょっと派手めな女子に生まれて初めての〝愛の告白〟をされたのだった。





　　　　　　◇






　翌日、夏休みの初日は気持ちのいい快晴だった。

　透き通るような青空の下、駅に向かってカラカラに乾いたアスファルトを踏みしめながら、慧輝は本日の予定を反はん芻すうする。

「……まさか、南条とデートする日がくるなんて思わなかったな」

　慧輝にとって南条真緒はクラスメートであり、友人であり、部活の仲間である。

　男どうしの禁断の愛を描くＢＬ作家で、慧輝と翔しよう馬まをモデルに同人誌を描いている腐女子でもある真緒だが、素っ気ない態度を装いつつも実は情に厚い優しい女の子だ。

　どんな因果が働いたのか、今日はそんな女の子とデートする予定になっていた。

　そうして訪れた駅の入り口。

　待ち合わせ場所には、見知らぬ女の子がひとり、壁に背を預けて所在なげに立っていた。

　歳は慧けい輝きと同じか、少し上くらいだろうか。

　チュニックにスカートを合わせた夏の服装で、腰まで届く長い髪はウェーブがかかり、オシャレな帽子を被かぶっていて、いかにも「これからデートです」といった装いだ。

（めちゃくちゃ綺き麗れいな人だな……）

　こんな美人とデートできる男は、きっと翔しよう馬まクラスのイケメンに違いない。

　そんなことを考えつつ、軽く周囲を確認したが目的の人物は見当たらなかった。

「南なん条じようはまだきてないか」

　時刻は九時五十分を過ぎたところ。約束の時間まではまだ少し余裕がある。

　慧輝は気長に待つことにして、先客の女の子から少し距離を開け、彼女と同じように壁に背中を預けた。

　すると──

「──こら。なんでそっぽ向くの？」

　そんな声と共に、慧輝の頰ほおを誰かの指が突いた。

「え？」

　驚いて振り向くと、先客の女の子が唇を尖とがらせていて、

「おはよ。今日も暑いね」

　そんなふうに、やけにフレンドリーな挨あい拶さつを口にするのだった。

「えっと……どこかで会いましたっけ？」

「なにそれ、新しい挨拶のつもり？　桐生きりゆうの中のトレンドなの？」

「え？　桐生って……まさか、南条なのか!?」

「南条だけどさ。驚きすぎじゃない？」

「いや、だって、あまりにも雰囲気が違いすぎて……」

　見知らぬ女の子だと思っていた人物は思いきり知り合いだった。

　赤茶色の髪を下ろした今日の真ま緒おは別人のようで、もともと垢あか抜ぬけているのに、いつも以上に大人びて見えてドキドキしてしまう。

「けっこう気合い入れてきたつもりなんだけど、どうかな？」

「と、とても可愛かわいいと……思います」

「ふふん。ま、当然だね。さっそく桐生をドキドキさせてやった」

「ど、ドキドキなんてしてないし！」

「そんな顔を赤くしながら言っても説得力ないから」

「う……」

「デートの相手の、いつもと違う雰囲気にときめく桐生……髪を切ってイメチェンした翔しよう斗とにときめくケーキ……あ、これ次の同人誌に使えるかも。フフ……腐腐腐腐腐腐」

「あ、こいつ南なん条じようだ。完全に南条だったわ」

　見た目が変わっても中身は発酵した変態だった。

「それじゃ、今日はよろしくね、彼氏さん？」

「ああ、まぁ、なんとかやってみるよ」

「しっかりしてよね。今日は大切な〝取材〟なんだから」

「わかってるって」

「もしも適当にやり過ごそうとしたら、瑞みず葉はにあたしの同人誌をプレゼントするから」

「ＢＬ本を脅迫材料にするの、いいかげんやめないか？」

　自分がモデルのＢＬ漫画を愛する妹に見られるわけにはいかない。

　よって真ま緒おの要求は無条件で受け入れるしかない。拒否権のない悪魔の選択である。

（……ほんと、こんなことになるなんて思わなかったな）

　おめかしした真緒とじゃれ合いながら、慧けい輝きは昨日のことを思い出していた。

　学校の中庭で、彼女が「彼氏になりなさい」と言ってきた時のことを──







「──編集者にスカウトされた？」

「そ。こないだ、同人誌のイベントがあったんだけど、月刊誌の編集さんに声をかけられてさ。雑誌に掲載する読み切り漫画を描いてみないかって言われたんだよね」

「おお、すごいじゃん」

　中庭での突然すぎる告白のあと、ベンチに座った真緒が語ったのは意外な事情だった。

　イベントにやってきたお客さんが実は漫画雑誌の編集者で、真緒の画力に目をつけたその人にスカウトされたらしい。作品の内容はともかく真緒の画力は本物だから、そういう話がきてもおかしくはないだろう。

「……いや、ちょっと待てよ？　それってまさか、ショートケーキシリーズが雑誌掲載されるってことか？」

「ロマン溢あふれる展開だけど、それはないよ。その雑誌って健全な少女漫画を扱う普通の月刊誌なんだよね」

「よかった。それなら安心だ」

　ショートケーキシリーズは真緒が描いている同人誌で、慧輝と翔しよう馬まをモデルに描かれた濃厚なＢＬ漫画（十八禁）である。

　そんなものが世界に羽ばたくのは断固として反対だったが、少女漫画を扱う雑誌なら真緒が得意とする濃厚な物語は載せられないだろう。

「けど、南条に少女漫画なんて描けるのか？」

「確かに描いたことないけど、せっかくもらった話だし、自分の可能性を広げるチャンスだと思ってる。将来どんな道に進むかわからないけど、この挑戦はきっと無駄にはならないと思うし」

「…………」

「桐生きりゆう？」

「ああ、いや……なんか、けっこうちゃんと考えてるんだなって」

「はぁ？　なにそれ、失礼じゃない？」

「だって、南なん条じようはＢＬのことしか頭にないと思ってたから」

「それは否定できないけどね。だいたいＢＬのことしか考えてないし」

「だろうな」

　真ま緒おのＢＬに対する情熱は恐ろしいものがある。

　漫画の構図やら作画のクオリティやら、素人の慧けい輝きから見ても力を入れているのがわかるレベルだ。

「でも実際、あたしは少女漫画の作り方なんてわからないし、どうにかシナリオのネタを集めたいんだよね。そこでさっきの話に戻るわけ」

「俺に、彼氏になってほしいってやつか？」

「そ。桐生には、仮の彼氏として取材に協力してほしいの。今までＢＬ漫画しか描いてこなかったから、普通の恋人どうしの雰囲気を知りたいわけ」

「仮の彼氏なら翔しよう馬までもいいんじゃないか？」

「ロリコンはサンプルにならない」

「ああ……」

　納得の理由だった。

「けど取材って、具体的にはなにをするんだ？」

「明日、あたしとデートして」

「明日？　いきなりだな」

「お願い。こんなこと、桐生にしか頼めないし」

「……まあ、そういうことなら」

　突拍子のない依頼だが、ＢＬ漫画のネタにされるよりは何倍もマシである。

　それに、シンデレラを特定できなかった王子には特に夏休みの予定はない。

　結論から言えば、友人の頼みを断る理由は何もなかったのである。







　そんな事情があり、夏休み初日の今日、慧輝は真緒の彼氏役としてデートいう名の取材に協力することになったわけだ。

「とりあえず、南なん条じようは俺に謝るべきだと思う。俺の純情を返してくれ」

「なに？　本当に告白されたと思ったわけ？　そんなわけないでしょ」

「はいはい。どうせ俺はモテませんよ」

「………………そんなことないと思うけどね」

「え？」

「なんでもない。──ほら、それより電車に乗るよ」

「あ、ああ」

　先導する真ま緒おに続いて慧けい輝きも駅に入っていく。

「けど、すごいよな。編集者に声をかけられるなんて」

「まだ掲載が決まったわけじゃないけどね。とりあえずネームを描いてみて、それが通ったらって感じだし」

「つまり、今日の取材は重要ってことだな」

「そういうこと。だから桐生きりゆうも、今日は本当の恋人みたいにあたしを扱ってよね」

「恋人ねえ……じゃあ、手でも繫つなぐか？」

「へ……？」

　呆ほうけた声を出して真緒が足を止める。

　振り返った彼女の顔は林りん檎ごみたいに真っ赤だった。

「南条って、意外と純情なのな」

「な……ば、ばかっ！　ばか桐生っ！」

　濃厚なＢＬ漫画を描いてるくせに、男女で手を繫ぐのは恥ずかしいみたいだ。

　腐女子の感性はよくわからない。

「変なこと言ってないで早くいこ？　電車、いっちゃうから」

　失態を誤ご魔ま化かすように真緒は再び歩き出す。

　振り向きざまに、慧輝の手をぎゅっと握って。

「結局、手は繫ぐんだ」

「あくまで取材のためだから。今日はとことん恋人らしいことをしなきゃだから、仕方なくしてるんだからね」

「はいはい、今日はとことん付き合いますよ」

「なにその返事、超むかつく」

　悪態をつきながらも彼女は手を離さない。

　一日限定の偽装カップルは、本物の恋人みたいに仲良く手を繫いだまま駅のホームを目指したのだった。







　ふたりが最初に足を運んだのはゲームセンターだった。

　地元にあるゲーセンよりも規模が大きい店で、翔しよう馬まも含めて三人でくることはあったが、真ま緒おとふたりきりでの来店は初となる。

「ゲーセンも、デートの定番っていえば定番だよね」

「特別ゲームが得意じゃなくてもそこそこ楽しめるしな」

　まず初めにプレイしたのは３Ｄ格闘ゲーム。

　慧けい輝きが操るボクサーは、真緒の仙人キャラによって開始十秒で地面に沈められた。

　仙人の流れるような連続技による、一度も反撃できないままの敗北だった。

「南なん条じようは強すぎだって。どうしたらそんなレベルに達するんだ？」

「こういうゲームって筋肉質な男達が体をぶつけ合うじゃん？　だから夢中になってプレイしてたら、いつの間にか巧うまくなってたんだよね」

「なにその未知の上達法……」

「ほんと、格ゲーっていいよね。攻撃をくらうと男キャラがいい感じに喘あえぐし」

「そんな腐った視点で格ゲーをプレイしたことはない」

「おっと、そうだった。今日のあたしは普通の女子って設定だった。腐女子は封印しないと。……ＢＬ退散～。ＢＬ退散～」

「それだと封印っていうより除霊だな……」

　格闘ゲームで慧輝をコテンパンに打ち負かし、そのあと乱入してきた上級プレイヤーと接戦を繰り広げて勝利した真緒は上機嫌で筐きよう体たいから離れた。

「それじゃ、次にいってみよっか」

「勝ち目がないから対戦系は遠慮したいな」

「情けないなー。レースゲームならあたしに勝てるかもよ？　ほら、いこ？」

　そう言って、真緒はいきなり慧輝の腕に抱きついた。

「な、南条さん？　どうして腕に抱きついてるの？」

「恋人どうしなら、これくらい普通でしょ？」

「そうかもしれないけど……」

　けして小さくない胸が、思いきり腕に当たってしまっている。

　そんなの真緒だって気づいていないはずがない。

「南条は恥ずかしくないのか？」

「ばか……恥ずかしくないわけ、ないじゃん……」

　むぅ、と拗すねたように口を尖とがらせる。

　その反応が可愛かわいすぎて慧輝は何も言えなくなってしまった。

　そんな慧輝の様子に真緒はおかしそうに笑い、ふたりはそのまま移動を開始する。

　ゼロ距離で触れ合って、すごく歩きにくいのに、なぜだか離れがたい。

　ドキドキしながら音の洪水の中を進んでいると、急に真ま緒おが立ち止まった。

「ね、桐生きりゆう。アレ」

「ん？　ああ、クレーンゲームだな」

　その名の通り、クレーンを操って景品をゲットする定番のゲームである。

　この店ではいくつも同じ機械が置かれ、フィギュアやお菓子、雑貨などの多種多様なグッズが挑戦者の物欲を刺激していた。

「こういうゲームってさ、漫画だと男子が女子にぬいぐるみを取ってくれるのがお約束だよね？」

「デートっぽいイベントだし、挑戦してみるか。南なん条じようはどれがいい？」

「うーんとね……あ、アレがいい」

　真緒が指差したのはお世辞にも可愛かわいいとは言えないペンギンのぬいぐるみだった。

　目つきの悪い極悪な顔で、眉毛が太く、やたらと肥え太っている。

　武器のつもりなのか、これまたまるまると太った氷漬けの魚を、まるでこん棒を握るように手にしているのだが、それだけプラスチックでできているらしく生魚のようなヌメリとした光沢があった。

　ゲーム機の貼はり紙には『ペンギン軍ぐん曹そう』という名前と、凍った魚で敵を撲殺するという謎なぞの設定が書かれている。

　ネーミングセンスも気になるところだが、問題はサイズである。

　ペンギン軍曹の体は立派に育ったスイカくらいあった。

「本気か……？　いや、正気か？　無理だろこんなん……」

「苦難を乗り越えて彼女にぬいぐるみをプレゼントする彼氏って、最高に格かつ好こういいと思うけど？」

「勇気と無謀は別物だと思うんだ……」

　プレイ料金は一回百円。一般的な料金設定だが、難易度を考えればけして安くはない。

　大きすぎるサイズのせいか、それとも他の個体は既に誰かがゲットしたのか、ケースの中のペンギン軍曹は一体だけで、どこか寂しげだ。

「まあ、やるだけやってみるか」

　近くの両替機で千円札を砕き、さっそくペンギン軍曹に挑戦することにした。

　したのだが──実際のところ、気合いでなんとかなる代しろ物ものではなかった。

「ダメだコイツ、びくともしやがらねえ……」

「さすがは軍曹……なかなかに手ごわいね」

　頭上にクレーンを降ろすことはできても、その巨体故、引き上げることができない。

　ならばと魚の部分に引っかけてみたり、いろいろ試してみたが見事に全滅。

　ペンギン軍曹はその名に恥じない歴戦の猛も者さなのだった。

「これで最後だぞ。さすがにクレーンゲームにこれ以上は使えん」

「わかった。これ以上は桐生きりゆうが不ふ憫びんだし」

　挑戦回数は既に九回。

　十枚目の百円を投入し、まずは横のボタンを押し込む。

　クレーンの動きに集中していると、半歩後ろにいた真ま緒おが隣に並んできた。

「……ね、桐生？」

「なんだ!?」

「がんばって？」

「っ!?」

　女の子に応援されて格かつ好こう悪いまま終わるわけにはいかない。

　慧けい輝きにだって男の子の意地があるのだ。

「────今だあああああああああああああっ!!」

　気合いを入れてボタンを離す。

　クレーンが止まり、獲物をわし摑づかみにすべく下降を開始する。

　だが、クレーンが降りたのはペンギンの真横。これでは摑つかみ上あげる以前の問題だ。

「くっ、ダメか……っ!?」

　諦あきらめかけたその時、開いたクレーンのアームがペンギンの頭にぶつかった。

　真横から力を加えられ、バランスを崩したぬいぐるみがコロンと転ぶ。

　でっぷりとした丸いフォルムはそのままコロコロと回転し、ペンギン軍ぐん曹そうはまるでゴルフのホールインワンのように自ら穴に飛び込んだ。

「…………」

「…………」

　想定外の出来事に、ふたりは顔を見合わせる。

「取れてしまった……」

「取れちゃったね……」

　そして、ふたりは同時に吹き出した。

「ぷっ。あははっ。なにこれおかしい。漫画みたいっ」

「こんなの反則だろ。どんだけ丸いんだよ、このペンギン」

　妙なスイッチが入ってしまい、ひとしきりふたりで笑ったあと、慧輝は取り出し口からぬいぐるみを救出した。

「ほら、ペンギン軍曹」

「うん。ありがと。大切にする」

　受け取った真緒は、ぬいぐるみをぎゅっと抱きしめた。

　不細工なペンギンではまるで釣り合わない、卑ひ怯きようなくらいに可愛かわいい〝彼女〟の笑顔に、偽物の彼氏君は本日何度目かのトキメキを生産するのだった。







　そのあとも、デートはつつがなく進行していった。

　カラオケにいったり、ウインドウショッピングしたりと、本当の恋人どうしみたいで。

　取材のためなのか、今日の真ま緒おはやけに積極的で、そういう演技なのだと理解してはいても慧けい輝きはドキドキさせられてしまうのだった。

　そうして時刻は十三時を回り、お腹なかを空すかせたふたりはファミレスに立ち寄った。

　テーブル席に向かい合って座り、紙袋に入れられたペンギン軍ぐん曹そうは真緒の隣の椅い子すへ。

　やってきたウェイトレスさんに注文を告げる。

　真緒はチーズドリアとサラダのセット。慧輝はオムライスだ。

「桐生きりゆうってオムライスが好きなの？」

「ああ、あのふわふわの玉子が好きなんだ」

「じゃあ、今度作ってあげよっか？」

「え、南なん条じようって料理できるのか？」

「桐生って本当に失礼だね。これでも意外と家庭的なんだから」

「料理をする南条の姿が想像できない……」

　やばい笑みを浮かべつつ濃厚な原稿を製造する姿なら容易に想像できるのだが。

「あたしんちって母子家庭だからさ。ママが仕事で忙しいから、だいたい自分で作ってるんだよね。お弁当とかもそうだよ」

「マジか。意外すぎる特技だ……」

「原稿がやばい時は学食ですませるけどね」

「ママさんは、南条がＢＬ漫画を描いてるって知ってるのか？」

「知ってるよ。いちおう応援もしてくれてる。……雑誌の話もさ、もしも漫画で食べていけるようになれば、ママにも楽させてあげられるかなって思ったんだ」

「…………」

「あ、ごめん。桐生にこんなこと話してもしょうがないよね」

「いや、南条は偉いなって思ってさ。南条のそういうとこ、俺、好きだよ」

「っ、……桐生のそういうとこ、すごくずるいと思う」

　ぼそぼそと何事かを呟つぶやいて真緒は顔を逸そらす。

「えっと……そうだ、料理がくるまでまだ時間があるよね」

「だな。ドリアは時間がかかるみたいだし」

「じゃあ、これから桐生にインタビューをします」

「インタビュー？」

「最近の若者の意識調査も重要な取材です」

「それって、俺のデータだけ集めても意味なくないか？」

「まったくないよりいいでしょ。そんなわけだから、桐生きりゆうは質問に正直に答えること」

「正直に答えるかは質問の内容による」

「いいでしょう。──それじゃ、質問その一。好きなデザートはなんですか？」

「んー、焼きプリンとか？」

「あ、美お味いしいよね、アレ。じゃあ次。好きな果物はなんですか？」

「桃かな」

「バナナではなく？」

「バナナではなく」

「太くて硬いバナナは嫌いなの？」

「すみません、そういう下ネタはやめてもらえますか？」

「ちっ、じゃあ次の質問ね」

　そこで真ま緒おは一度、一瞬の空白を挟んだ。

　慧けい輝きに向けられたのは、何かを探るような、試すような視線。

「桐生が今──気になっている女の子は誰ですか？」

「え？　なに、その質問？」
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「気になってる女の子だよ。──部長？　それとも唯ゆい花か？」

「いやいやいや、なんでそのふたり？」

「だって同じ部活じゃん。部長は美人だし、唯花も可愛かわいいじゃん？　唯花はクォーターだし、部長なんて桐生きりゆう好みの巨乳だし」

「俺は胸の大きさで女子を判断したりしない」

「でも巨乳は大好きでしょ？」

「大好きですとも！」

「やっぱり巨乳が好きなんじゃん……」

　真ま緒おの視線が冷たくなった。

「ごほん。……冗談はともかく、今の俺は南なん条じようの彼氏だから、お前しか見てないよ」

「え、なにそれキモい」

「ひどっ!?　恥ずかしいのを我慢して彼氏っぽいこと言ってみたのに！」

「うぁ……桐生が恥ずかしいこと言うから、こっちまで恥ずかしくなってきた」

　うぁーと頭を抱えて真緒がテーブルに突っ伏す。

　微かすかに赤くなった横顔がまんざらでもなさそうなのは、実際にまんざらでもないからで、鈍感な誰かさんは彼女の気持ちを正しく読み取れない。

　だけど真緒は、自分のために本気で協力してくれる慧けい輝きの気持ちが嬉うれしかった。

　テーブルに突っ伏したまま、真緒はチラリと慧輝の様子を盗み見る。

「……桐生はさ、どんな恋がしたいの？」

「ん？　ううん……俺はやっぱり普通の恋がいいな。少女漫画みたいな燃え上がるような展開とかはいらないんだ。ありきたりでいいし、特別じゃなくていいから、好きになった女の子と素敵な恋ができればいいと思ってる」

「それって……今日のデートみたいな？」

「そうだな。こんな感じなら、悪くないかもな」

「……そっか……そうなんだ……」

　嚙かみしめるように呟つぶやいて真緒は体を起こす。

「それにしても。俺達、なかなか恋人らしくできてるんじゃないか？」

「勘違いしないでよね。今日はあくまで恋人のフリをしてるだけなんだから」

「わかってるよ」

「……まぁでも、確かに取材自体はいい感じだと思う」

　親しい友人どうしなのだから当然かもしれないが、今のところ順調にネタの収集はできていると真緒は感じていた。

「……もうひとつの目的のほうは、いまいちっぽいけどね」

「もうひとつの目的？」

「……なんでもない」

　投げやりに答えて、真ま緒おは小さく溜ため息いきをつく。

　本音を暴露すれば、取材にかこつけて、あわよくば本当に自分に振り向かせてやろうという下心がまったくなかったと言えば噓うそになる。

　最近の慧けい輝きは紗さ雪ゆきや唯ゆい花かと急速に距離を縮めているように見えて、原稿の締め切りに追われてなかなか彼らの邪魔ができなかった真緒は実際のところかなり焦っていた。

　今日の取材デートだって、真緒なりに、かなりの勇気を振り絞ったのだ。

　しかもデートの時間を捻ねん出しゆつするため、昨日まで急ピッチで締め切り間近の原稿を進めたのである。そこまでしたのだから、漫画のための取材はもちろん、慧輝との距離をほんの少しでも縮めるのが本日の真緒の目標なのだった。

　だから腕を組んでみたり、胸を押し当ててみたりもしたのだが、あくまで取材と思っている慧輝は、それらの行為が本物の好意からくるものだと気づいてくれなかった。

「……ほんとにもう、なんでコイツはこんなにも鈍感なんだろ」

　積極的なアプローチにもいまいち反応が薄い慧輝に苛いら立だちが募る。

　そこで恋する乙女は、とっておきのカードを切ることにした。

「ね、桐生きりゆう？　ゴハン食べたあとなんだけどさ」

「ん？」

「ネタ集めのために、少しレベルアップが必要だと思うんだよね」

「レベルアップ？」

「うん。せっかくのデートなんだしさ──」

　鈍感な〝彼氏〟に向けられたのは、挑発するような視線。

　真剣な面持ちで、獲物を逃すまいとする猛もう禽きん類るいのように、試すような口調で意中の相手に問いかける。

「もっと恋人らしいこと──しよっか？」







　デートの後半戦、昼食を終えたふたりが訪れたのはデパートだった。

　冷房のきいた店内を真緒に導かれるまま進み、たどり着いたのは男子にとってあまりにも場違いな区画で──

「……あの、南なん条じようさん？」

「なに？」

「なんですか、ここは？」

「水着売り場だけど？」

　そう、ふたりがいるのは女性用の水着売り場だった。

　当然、お客さんは女性ばかりで慧けい輝きの存在は完全に浮いている。

「どうして水着売り場なんだ？」

「水着を買うからに決まってるでしょ？」

　あっけらかんと口にして、赤毛の同級生はイタズラっぽい笑みを浮かべる。

「桐生きりゆうにはこれから、あたしのおニューの水着を選んでもらいます」

「いや、さすがにそれはレベルが高すぎるんだけど……」

「問答無用だから。今日は水着を選ぶまで帰さないんだからね」

「それってどんな罰ゲーム……」

「男女で水着選びとか、いかにも恋人っぽいでしょ？」

「そうかもしれないけどさ……」

　煮え切らない様子の慧輝に、真ま緒おは笑顔でスマホを取り出してみせる。

「ところで、この中にあたしの同人誌の画像データが入ってるんだけど」

「え……」

「桐生がこれ以上駄だ々だをこねたら、うっかり瑞みず葉はに送っちゃうかもねー」

「喜んで真緒様の水着を選ばせていただきますぅっ!!」

　そうして偽装カップルによる嬉うれし恥ずかしの水着選びが始まった。

　真緒は水着の海を泳ぐように店内をスイスイ巡ると、数点の水着を持って試着室へ。

　どうやら、いろんな水着を順番に披露していく流れのようだ。

　そのあとはもう可愛かわいいガールフレンドの独壇場で、

「これなんかどう？」

「うわ……さすがにそれは攻めすぎなんじゃないか？」

「そう？　このくらい普通じゃない？」

　刺激的な水着ばかり試着しては慧輝を困らせたり、

「これはどうよ？」

「ずばり聞くけど……恥ずかしくないのか？」

「う、うっさいな！　こんなに布面積が少ないとは思わなかったのよ」

　予想以上の布地の少なさに自爆したりしていた。

「じゃあ……これは？」

「あ……」

　そうして、何着目かのお披ひ露ろ目め。

　試着室のカーテンが開き、姿を見せた真緒の姿に慧輝は息をのむ。

「桐生？　えっと……どうかな？」

「あ、ああ……めちゃくちゃ似合ってる。可愛い」

「あ、うん……ありがと」

　実際、その水着はとても似合っていた。

　オレンジの色合いが鮮やかで、スタイルのいい真ま緒おの魅力を見事に引き出していた。

　女の子の水着姿は男子にとって宝石よりも価値がある。

　下着と同じ露出度なのに、水着だと見ても許されるという素敵な魔法。

　眩まぶしい脚とか、可愛かわいいおへそとか、綺き麗れいな腰のラインとか、女の子の神秘を合法的に堪たん能のうできるのだから皆が夏を待ち焦がれるのも当然だと思う。

「じゃあ、これにしよっかな」

「ああ、いいと思うぞ」

　仲良く水着を選ぶふたりの姿は、どこからどう見ても初うい々ういしいカップルだ。

　着替えるために再びカーテンが引かれて、意味もなく慧けい輝きは背中を向けた。

　すると、どこからともなく、聞き覚えのある声が耳に届く。

「──まさか、こんなところで古こ賀がさんと鉢合わせするとは思わなかったわ」

「──それはこちらの台詞せりふです」

　何やら言い争いながら水着売り場に現れたのは、ショートパンツ姿の黒髪美女と、ミニスカートの金髪少女。

　ドＭの痴ち女じよこと朱と鷺き原はら紗さ雪ゆきと、ドＳの小悪魔である古賀唯ゆい花かだった。

「紗雪先輩と唯花ちゃん!?」

「──え、うそ!?」

　慧輝の声に試着室の真緒が反応する。

「やばっ!?　こっちくる!?」

「桐生きりゆう、こっち！」

　カーテンが開き、腕を摑つかまれた慧輝は試着室の中に引き込まれた。

「あ……」

　そこで目にしたのは、同級生の女の子の、普段は見られない刺激的な姿。

　水着を脱ごうとしたタイミングだったらしく、背中のホックの外れたビキニを、真緒はかろうじて手で押さえていた。

「ちょっと、こっち見ないでよ」

「す、すまん！」

　我に返り、慌てて後ろを向く。

「……というか、なんで俺達は隠れてるんだろう？」

「こんなところで桐生とふたりでいるのを見られたら誤解されるでしょ。言い切れるけど、絶対に面倒なことになる」

「ごもっとも……」

　同意した慧輝は、息を潜ひそめながら外の様子を窺うかがう。

「古こ賀がさんも水着を買いにきたの？」

「はい。去年のはサイズが小さくなったので」

「あら、そんなの誤差じゃない？　そんなに慎つつましいのだから大きくなったと言ってもほんの少しでしょうに。前の水着もそんなに窮屈ってことはないでしょう？」

「あは。魔女先輩は大衆の面前で水着が脱げる呪のろいにかかればいいのに」

　いつものようにバチバチと火花を散らすふたり。

　巨乳と貧乳は水着売り場でもやはり相あい容いれない。

　紗さ雪ゆきと唯ゆい花かのふたりも水着を買いにきたようだが、一緒にきたわけではなく偶然鉢合わせたらしい。

　犬猿の仲なふたりは、お互いに毒を吐きながら売り場の水着を物色する。

「まずいな……これは出るに出られないぞ……」

「はぁ……あのふたり、どれくらい時間かかるかな」

　ビキニを脱ぎかけていた真ま緒おは、それを手で押さえたまま慧けい輝きの前に体を入れ、そっとカーテンの隙すき間まから外の様子を覗のぞき見みる。

　その際、真緒の白い肩が視界に入り慧輝は慌てて視線を逸そらした。

　彼女の肌を見ないよう注意しながら紗雪と唯花の会話に耳を傾ける。

「私は新しい水着で慧輝君を悩殺する予定よ。私の魅力に気づいた慧輝君に人ひと気けのない場所に連れ込まれ、水着を剝はぎ取とられていろいろされちゃうところまで計画しているわ」

「そんなことさせません。慧輝先輩には唯花の水着姿にメロメロになってもらうんですから。従順で聞き分けのいい子になった慧輝先輩に跨またがって夏の砂浜を満喫するんですっ」

　そんな会話を聞いて、真緒は不機嫌そうに目を細める。

「……モテモテのようですね、どこかの桐生きりゆう君は」

「うん。だけど、そんなに嬉うれしくないのはなぜだろう」

「そんなこと言って、本心じゃ嬉しいんじゃ──って、ん？　……あ、あれ？」

　その時、真緒は自分の体に違和感を覚えた。

　具体的にいうと、何かがお尻に当たっている。

　真緒のお尻に押し当てられたそれは、太くて硬い、棒状の何かで──

「え……ちょっと待って……これ、まさか……ち、チン……っ!?」

　太くて硬い棒状の何か──普段からＢＬ漫画ばかり描いている腐女子が想像したのは無論、男の象徴たるあの部分だった。

「ちょっ、ちょっと桐生!?　変なもの押しつけないでよ!?」

「変なもの？」

「とぼけるなあっ！　……あっ!?　だ、ダメっ！　それ以上は……っ、そんなにグリグリしたらぁ……っ!!」

　硬く膨張したそれをお尻の割れ目にグイグイと押し当てられ、真ま緒おは悲鳴のような喘あえぎ声をあげる。

「──あ、ごめん。ペンギン軍ぐん曹そうの魚が当たってた」

「あ……？　え？　ペン……ギン？」

　どうやら慧けい輝きが持っていた荷物の一部が当たっていたらしい。

　お尻に押しつけられていたのは、紙袋からはみ出したぬいぐるみの魚の部分。

　魚だけプラスチック製なので硬い感触がしたのだ。

　硬いうえ、やけにぶっとい魚を男性器だと勘違いしてしまったのである。

「な、なんだ……そういうことかぁ……」

　お尻に当たっていたのが慧輝のアレじゃないとわかり、真緒はほっと息をつく。

　完全に油断した彼女は、押さえていた水着から手を離してしまった。

　ホックが外れ、脱ぎかけだった水着は重力に吸い寄せられ、はらりと床に落ちる。

　同級生の男子が見守る中、彼女の瑞みず々みずしい乳房が完全に露出した。

「おお……」

　狭い密室で、視界に入った女子の胸部に慧輝の視線は釘くぎ付づけになる。

　その予想外のアクシデントに、真緒の顔が可哀かわい想そうなくらい真っ赤になった。

「──き、きゃあああああああああっ!?」

　悲鳴と共に強烈なビンタが炸さく裂れつし、慧輝の体は試着室の外に吹き飛んだ。

「いっつぅ……っ」

　思いきりひっぱたかれた頰ほおに手を当てながら体を起こすと、黒髪と金髪の少女が並んで慧輝を見下ろしていた。

「慧輝君？　これはどういうことなのかしら？」

「慧輝先輩？　説明してもらえますか？」

　冷たい声で言い放はなち、氷のような視線を向けてくる女子ふたり。

　そして試着室には、両手で胸を隠して目に涙を浮かべた真緒の姿が。

　やましいことは何もしていないはずなのに、状況証しよう拠こが彼を有罪だと主張していた。

「それでも俺はやってない」

　びっくりするほどアウェーな状況の中、思わず口をついた弁解はあっさりと却下され、慧輝は女子ふたりの尋問を受けることとなった。

　お店の迷惑になるので近くの喫茶店に場所を移し、あらゆる誤解を解くのにかなりの時間を要し、本日の取材デートはこれにて終了する運びとなった。

　もちろん喫茶店での飲食費は全額、慧輝が支払った。







　電車で自分達の街に戻ってきたあと、慧けい輝きは真ま緒おを送っていくことにした。

　水着選びを再開するという紗さ雪ゆき達とは喫茶店で別れた。

　いがみ合いながらも一緒にデパートに向かう様子は仲のいい姉妹に見えなくもなかったが、貧乳とかおっぱいお化けと罵ののしり合うあたり、やはり仲は悪いのかもしれない。

　夕ゆう陽ひを背に、隣を歩く真緒がちらりと横目に慧輝を見る。

「ほっぺ、まだちょっと赤いね」

「かなりの威力だったからな」

「手加減できなくて、ごめん」

「いや、まあ、俺も悪かったし……」

　女子のお尻に棒状の物体を押しつけたり、生乳を網膜に焼き付けたりしたのだ。

　ビンタ一発で済んだのは幸運だろう。

「ま、いろいろネタが集まってよかったよ。これならいいネームが描けそう。……最後は少女漫画っていうより少年誌のエロいラブコメみたいなことされたけどね」

「本当にすみません……まさかお尻に魚が当たってるとは思わなくて」

「桐生きりゆうの変態……エロ魔人」

「今回のことに関しては本当にすまないと思ってる……」

「ほんとに怒ってるけど……それはもういいや。貴重な休みに付き合ってもらったし」

「寛大な処置、ありがとうございます」

　お尻に棒状の物体を押し当ててしまったことも、おっぱいを拝んでしまったことも、なんだかんで真緒は許してくれた。

　ちなみに事件の原因となったペンギン軍ぐん曹そうは、紙袋に入れられたまま彼氏兼荷物持ちの慧輝が運んでいる。

「部長と唯ゆい花か、怒ってたね」

「まあ、あのふたりは俺を飼い主ぬしとか奴ど隷れいにしたがってるからな。一応、取材のためのデートってことで納得してもらったけど」

「女の子ふたりに求められて、ほんとは嬉うれしいんじゃない？」

「じゃあ聞くけど。南なん条じようは男に飼い主になってほしいとか、奴隷になれとか言われたら嬉しいのか？」

「あー、ぜんぜん嬉しくないかも」

「そういうことだ」

「なんていうか、桐生も大変だね」

「そう思うなら、俺をＢＬ本のモデルにするのはやめてくれ」

「それは無理」

　さりげない要求は即座に却下された。

　今後もケーキ君は尻を掘られ続ける運命にあるようだ。

「──あたしの家うち、ここだから」

　五階建てのマンションの前で真ま緒おが振り返る。

「送ってくれてありがとね」

「今日の俺は南なん条じようの彼氏だからな。彼女を送っていくのも彼氏の役目だ」

「でも、楽しかったよ。……本当に楽しかった」

　どうしてか、寂しそうにそう言って、真緒はじっと慧けい輝きを見つめる。

　夏の風に赤茶色の髪を揺らし、微かすかに頰ほおを赤くした少女が口を開く。

「……ね、桐生きりゆう？　あたし達、このまま本当に付き合っちゃおうか？」

「え？　それって、また取材デートするってことか？」

「違うってば。あたしと桐生で、本物の恋人どうしになろうって言ってるの」

「…………………………はあっ!?」

「反応、遅くない？」

「いや、だって恋人とか、そういうのは好きな人どうしがなるものじゃ……」

「じゃあさ、あたしが桐生のこと、ほんとに好きだって言ったら──どうする？」

「南条が俺を？　ど、どうしてそうなるんだ？」

「一年生の時、助けてくれたでしょ？　くじでハズレを引いて、図書委員になりかけたあたしの代わりになってくれて。あの時さ、あたし、ちょっとドキってしちゃったんだ」

　確かに慧輝は一年前、困っていた真緒を助けた。その時の彼女は本当に弱っていて、泣きそうな顔を見たら放ほうっておくことなどできなかったからだ。

「いや、けど、そんな理由で？」

「恋って、そういうものでしょ？　きっかけなんてきっと些さ細さいなことだよ」

「……」

「桐生はどうだった？　今日のデート、楽しくなかった？」

「それは……」

「桐生は──あたしが彼女じゃ、イヤ？」

「お、俺は──」

　夢にまで見た女の子からの愛の告白。

　生まれて初めての経験に頭が沸騰する。

　目の前にいるのはとびきり可愛かわいい女の子。

　オシャレな服も、セットされた髪も、うっすらと施された化粧も、その全てが慧輝に振り向いてもらうためのものだとしたら──

　そう考えると、顔が燃えるように熱くなった。

　心臓が痛いくらい鳴り出して、今日のデートの出来事とか、部室に残されていたラブレターとか、いろんなことが頭に浮かんでぐちゃぐちゃになる。

　そんな慧けい輝きの鼻先を、真ま緒おの人差し指がつんと押した。

　真剣な表情を、彼女はふっと緩ませて、イタズラっぽい笑顔に変える。

「──なーんてね？　冗談だよ」

　おどけた声と、子どもみたいな無邪気な笑み。

　健けな気げな告白をしたしおらしい少女はどこにもいない。

　そこにいたのは男子の純情を弄もてあそぶ意地悪な女友達だ。

「漫画の取材の続き。告白シーンを実演してみたんだけど、どうだった？　今の感じ、漫画に使えると思わない？」

「あ、ああ、そういうことかっ。取材ね！　いいんじゃないか？　うん。いいと思う」

「よかった。少女漫画なんだもん。やっぱり告白シーンは必須だよね」

「だな。告白シーンのない少女漫画なんて具のないハンバーガーみたいなもんだ」

「ところでさ、桐生きりゆう？」

「なにかな？」

「もしかして……ドキドキしちゃった？」

「し、してないし!?」

「あー、したんだー。その顔はした顔だー。あはは、桐生ってほんとばかなんだから」

「はいはい、どうせ俺はばかですよ」

　負け犬の遠とお吠ぼえをしつつも、慧輝は内心、ほっとしていた。

　そして同時に、少しだけ残念だとも思ったことはもちろん内緒だ。

「じゃあ、俺はそろそろ帰るよ」

　ぬいぐるみの入った紙袋を真緒に渡して踵きびすを返す。

「──あ、待って桐生っ」

「ん？」

　呼び止められ、振り返った慧輝の頰ほおに、柔らかな何かがふれた。

　シャンプーだろうか。ふわりと甘い香りがして。

　離れた真緒は恥ずかしそうな照れ顔で──

　頰にキスをされたのだと気づいた時、彼女は既に背中を向けていた。

「な、南なん条じようっ!?」

「今日はありがと。またねっ」

　慌てる慧輝に肩越しに笑顔を向けて、彼女はマンションに駆けていく。

　真緒の本日の目標は達成できたと言っていいだろう。

　距離を縮められたかどうかはともかく、鈍感すぎる主人公ヒーローを、顔を真っ赤にするほどドキドキさせることに成功したのだから。





　　　　　　◇






　その日の夜、マンションの自室で真ま緒おは机に向かっていた。

　用意したのはノートと鉛筆と、デートの内容をまとめたメモ帳。

　腐女子モードの時のみ使用する眼鏡を装着して準備は万端。

「さて、ネタは充分すぎるくらい収集できたし、さっそくネームを作っていきましょうか」

　ＢＬ以外の漫画を描くなんて初めての試みだ。

　とはいえ、不慣れだからといって妥協は許されない。

　同人誌とは違い、雑誌に掲載するとなれば相応のクオリティを要求されるし、面白くない新人の漫画を載せるほどプロの世界は甘くない。

　漫画の設計図となるネーム作りにも気合いが入るというものだ。

「えーと、まずはヒロインがヒーローをデートに誘うところから……」

　今回の取材を思い出しながらストーリーを構築していく。

　駅で待ち合わせして、服を褒めてもらったりして、手を繫つないだり、腕を組んだり、ぬいぐるみを取ってもらったり──

　自分が体験したこと、慧けい輝きと過ごして感じた気持ちを絵にしていく。

「……これ、すごく恥ずかしいな」

　ＢＬ本は慧輝と翔しよう馬まをモデルにしていたが、このヒロインは完全に自分の分身だ。

　自身の感情を指でなぞっていくような感覚が、恥ずかしさを加速させる。

「うぁー……ダメだぁ、ちょっと休憩」

　一時間ほど頑張ったが、羞しゆう恥ちに心が耐え切れず鉛筆を投げ出した。

　ふと机の端に視線をやると、そこにはペンギンのぬいぐるみが鎮座していた。

　でっぷりとしたお腹なかとか、激太の眉毛とか、可愛かわいい要素がひとつもないのに、どこか憎めない愛らしさがある。

　慧輝が真緒のために取ってくれたぬいぐるみの額ひたいを指で弾く。

「こいつめ。アンタを見るたびに桐生きりゆうのことを思い出すじゃない」

　理不尽な言いがかりを突き付けつつ、真緒の表情は穏やかだった。

「……それはともかく、あたしはいつになったら勇気を出せるんだろ」

　勢いで告白したくせに、土壇場で誤ご魔ま化かしてしまったのは、返事を聞くのがこわかったから。臆おく病びような自分にほとほと嫌気が差す。

　だけど、その告白に慧輝が真剣に悩んでくれたのは嬉うれしかった。

「……桐生は、普通の恋がしたいって言ってたよね……」

　普通の女の子と、特別じゃなくてもいいから素敵な恋をするのが夢らしい。

「……もしもこの漫画が完成して、あたしが腐女子じゃなくなったら、アイツはあたしのこと、好きになってくれるかな？」

　口をついた言葉に自分で恥ずかしくなる。

　鼓動が速くなって、頰ほおが熱くなる。

「……あたしってば、なに恥ずかしいこと言ってんだか。──さ、続き続き！」

　恋というやつは本当に煩わずらわしい。

　頭の中をぐちゃぐちゃにして、心を好き勝手にかき乱す。

　けれど、そのあとは集中してネームに取り組むことができた。

　まだ設計図の段階なのに、かなり完成形に近い丁寧な絵で描いてしまったほどだ。

　──だがしかし、そのネームには決定的なミスがあった。

「……あ、いつの間にかヒロインが美少年になってる……」

　集中するあまり、ヒロインが男になっていた。

　男子が男子に告白するとか、これでは完全にＢＬ漫画である。

　いくら取り繕おうとしても本質は根っからのＢＬ作家。

　そう簡単にボーイズラブの世界からは抜け出せないらしい。

　南みなみマオ先生こと南なん条じよう真ま緒おの少女漫画作りは前途多難のようだ。
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　朝、慧けい輝きが目を覚ますと、目の前に可愛かわいい女の子の寝顔があった。

　長いまつ毛とか、瑞みず々みずしい唇とか、同じ人間とは思えない異性の美しさに見み惚とれて息をのむ。

　可愛い女の子の正体は妹だった。

　妹の瑞みず葉はが、兄を抱き枕まくらにして眠りこけていた。

「なぜ瑞葉が俺の部屋に……」

「……ん、んんぅ……兄さぁん……」

　瑞葉は微かすかに身をよじると、甘えるように慧輝の胸に顔を埋うずめる。

「んん……兄さん……暑いよぅ……」

「うん。暑いな。この季節にこんな密着してれば暑いに決まってるよな」

　まだ朝だというのに七月下旬の太陽は元気いっぱいで、室温はいい感じで生ぬるさを保ちつつ上昇の兆きざしをみせている。あと二、三時間もすればエアコンなしでは生きられない過酷な気温に達するだろう。

　夏用の薄地のパジャマ越しに女の子の柔らかさがダイレクトに伝わってくる。

　相手が妹じゃなければこのまま既成事実を作ってしまいかねない状況だ。

　欲望に抗あらがいきれず、とりあえず瑞みず葉はの頰ほおを指で突いてみる。

　ぷにぷにですべすべのほっぺを楽しんでいると、彼女はうっすらと目を開けた。

「……んぅ？　あれ……？　兄さんがいる」

「やぁ。おはよう、瑞葉」

「どうして兄さんがわたしのベッドに……まさか、夜よ這ばい？」

「違うから。ここは俺の部屋で、ベッドに入ってきたのは瑞葉のほうだ」

「あ、ほんとだ。とうとう兄さんのシスコンが火を噴いたのかと思った」

「シスコンが火を噴くってどういう状況なんだろう」

　瑞葉はたまによくわからない表現を使う。

　のそりと体を起こした妹は、まだ眠たそうに目元をごしごしした。

「寝ぼけてたみたい。トイレに起きたところまでは憶おぼえてるんだけど……」

　夜間にトイレに起きた時など、寝ぼけて兄のベッドに潜もぐり込んでくることがたまにある。

　そんな瑞葉は枕まくら元もとの時計で現在時刻を確認すると、微かすかに表情を曇らせた。

「もう八時過ぎてる。ごめんね。ちょっと寝坊しちゃった」

「夏休みだし、少しくらいだらけてもいいと思うけどな」

「ダメだよ。休みだからこそ健康的な生活を心がけないと」

「瑞葉はほんと、いい奥さんになるな」

「あれ？　もしかしてわたし、兄さんに求婚されてる？」

「してないし、兄妹は結婚できないから」

　不健康は敵と公言する瑞葉の指導により、慧けい輝きの生活サイクルは長期休暇中とは思えない極めて健全な状態を維持していた。

「とりあえず着替えないと。──朝ご飯、すぐに作るからね」

　優しく微笑ほほえんで瑞葉は部屋を出ていった。

「瑞葉は本当に可愛かわいいな……」

　可愛くて料理上手で気配り屋さん。

　欠点が見つからないハイスペックな女の子である。

「それにしても、今年の夏もいつもと変わらないな……」

　妹とゲームしたり、借りてきたＤＶＤを観みたり、そこそこ休みを満喫してはいるものの、あまり夏らしいことはしていない。

「あーあ、世のリア充じゆう達は夏休みを謳おう歌かしてるんだろうな……」

　男女がふたりでデートとかしたりして、プールとか海とかいっちゃったりなんかして、水着姿でキャッキャウフフと乳繰り合っているに違いない。

（なんだろう、この暗い感情……とりあえず世の中のリア充共に呪のろいあれ）

　リアルが充実している全ての人間にわりと本気の呪じゆ詛そを送りつけ、慧けい輝きは活動の準備を始めるべくベッドから下りたのだった。







　朝食をすませた桐生きりゆう兄妹は、リビングのソファに座ってテレビを観賞していた。

　流れているのは朝のニュース番組。最近多い政治家のスキャンダルに続いて、女子アナによる『今日の占いコーナー』が始まる。

「この占い、けっこう当たるって評判らしいよ」

「瑞みず葉はは占いとか好きだよな」

「女の子は遺伝子レベルで占いが好きな生き物なんだよ。結果が悪かった時は信じないようにしてるけど」

「それだと毎日がハッピーライフだな」

　灰色の運勢を強制的に薔ば薇ら色いろに変える乙女の魔法である。

「瑞葉は魚座だっけ。誕生日が三月三日って覚えやすいよな」

「兄さんの十月十一日も覚えやすいけどね。……あ、魚座は六位だって」

「普通だな」

「普通がいちばんだよ。平凡なのがいちばん幸せなんです」

「激しく同意。書道部の皆にも見習ってほしい名言だ」

　普通ではなく、平凡ではない書道部の女子部員達。彼女達の変態的な本性に振り回されている慧輝は普通の日常がどれほど尊とうといものか知っている。

　占いコーナーはなおも続く。

『天てん秤びん座ざのあなたは四位です！』

「兄さん、四位だって」

「そこそこ上位だな」

　十月十一日生まれ、天秤座の慧輝君の運勢はそこそこ良好らしい。

『今日は充実した一日になるでしょう。人に親切にすると意外な発見があるかも？』

「意外な発見ねえ……」

『ラッキーアイテムは〝異性からのメール〟です！』

「それはアイテムなのか？」

　その時、図ったようなタイミングで慧輝のスマホが短い着信音を鳴らす。

「噂うわさをすればメールだ」

「ラッキーアイテムきたかな？」

「どうだろ？　ええと……件名は『あなたに会いたい今すぐに』？」

「怪しさマックスだね。試しに会ってみる？」

「これ、返信したら架空請求がくるやつだろ……」

　どこからアドレスが漏れているのか、最近は詐欺メールが多いから注意しないといけない。怪しいメールは開かずに削除が安定である。

「……ん？　このメールの差出人、紗さ雪ゆき先輩じゃん。危うく削除するところだった」

　本文を開くと『今すぐ部室にきなさい』という短い指示が。

「留守番は任せて。わたしはここで映画鑑賞してる」

「ああ、夏休みだからって大量にレンタルしてきたもんな」

　いきなり新情報だが、瑞みず葉はさんの趣味は映画鑑賞です。

　夏休みであっても登校するなら制服を着用しなければならない。

　リビングをあとにして、自室で制服に着替えた慧けい輝きは再び一階へ下りる。

「じゃあ、いってくるからな」

「あ、待って兄さん」

　玄関で靴を履はき、家を出ようとしたところで呼び止められた。

「ハンカチ、持ってないでしょ？　あと、シャツの襟がはねてるよ？」

　スリッパをパタパタさせてやってきた瑞葉は洗いたてのハンカチを手渡すと、制服の襟を整えてくれた。

「──うん。これでよし」

「なんか、こうしてると新婚さんみたいだな」

「変なこと言ってないで学校いきなよ。先輩、待ってるんでしょ？」

「そうだな。──ハンカチ、ありがとう。いってきます」

「はい、いってらっしゃい」

　柔らかな声と、木漏れ日のような笑顔。

　誰よりも可愛かわいい奥さんになるに違いない妹に見送られて慧輝は家を出た。

　そして──

「…………暑い」

　出発して五分で家を出たことを後悔するのだった。







　夏季休暇中の学校は普段とは違う雰囲気をまとっている。

　運動部や一部の文化部は普通に活動しているので人の気配はそれなりにあるが、やはり平日に比べると静かで寂しい。

　遠くから運動部のかけ声が聞こえてくるが、誰ともすれ違うことがない。

　そんな校舎をてくてく歩いていると、藤ふじ本もと彩あや乃のと出くわした。

「あ、桐生きりゆうくんだ。久しぶり」

　前髪で片目を隠した女子生徒で、この学校の生徒会副会長でもある同級生が、心なしか嬉うれしそうに駆け寄ってくる。

「藤ふじ本もとさん。もしかして今日も生徒会？」

「ん。前期分の事務処理とか、仕事が残ってるから」

「生徒会って大変なんだな」

「うん。だから頑張っているご褒美がほしい」

　そう言うやいなや、彩あや乃のは恋人に甘えるように慧けい輝きに抱きついた。

　あまりに自然な動作で回避できなかった慧輝はされるがままで。

「んー、汗の匂いがたまらない。……ハァハァ」

「これもう完全にセクハラだよ。しかるべき機関に訴えたいよ」

「それでも彩乃さんは離れたくありません」

「決意が固い!?　ってか、こんなところを誰かに見られたらまずいだろ」

「大丈夫。夏の熱気に浮かれた男女がイチャイチャしてるようにしか見えない」

「それ完全にバカップルと思われてるけど……」

　実際のところ、この状況を第三者に見られても慧輝がセクハラされていると思う人はいないだろう。

　彩乃の言う通りカップルがイチャイチャしていると勘違いされるだけだ。

「いっそのこと、本当に付き合っちゃうのも……ありかも？」

「えっ？」

　驚いて彩乃を見ると、片方の目がじっと慧輝を見つめていた。

　暑さのせいか、それとも別の要因か、彼女の頰ほおは少しだけ赤い。

　可愛かわいい女の子からの、不意打ちのような申し出に、心臓がバクバクと鼓動を速めていく。

「そしたら、桐生きりゆう君の使用済みパンツも嗅かぎ放題」

「お断りさせてください」

　他に類をみない最低な告白だった。

　パンツの匂いが嗅ぎたいとか普通にドン引きである。

「そもそも、恋人どうしだからってパンツの匂いを嗅がせたりしないからな」

「そう？　彩乃さんは嗅がれても気にしないけど。むしろ興奮するけど」

「それは藤本さんがおかしいだけだから」

　可愛い顔して相変わらずとんでもない変態だった。

　彩乃と付き合うことになる男はトランクスを嗅がれる運命にあるらしい。

「……ん、充電完了」

　ようやく満足したらしく、彩乃はすっきりした様子で体を離した。

「いつもより匂いが濃くていい感じでした。夏の暑さに大感謝」

「そのコメントに対して、俺はどんな反応をすればいいんだろうな」

　匂いフェチの彩あや乃のにとって夏は最高の季節。炎天下の中、徒歩で学校を訪れた慧けい輝きの体はほどよく汗ばみ、絶好の補給スポットと化していたようだ。

「そうだ。お礼といってはなんだけど。よかったら、これ」

「これは？」

「隣町のプールの優待券。これ一枚で有効人数は五名様。桐生きりゆう君にあげる」

　商店街の福引きの景品らしいが、入館料が半額になるかなりお得なアイテムだ。

「藤ふじ本もとさんはいかないのか？」

「彩乃さんは、男の人がたくさんいると匂いが濃すぎて自分を保てなくなるので」

「どんだけなのさ……」

　確かにこんな危険人物をプールに投入するよりは、自分が使ったほうが社会の平和に繫つながる気がする。

「じゃあ、貰もらっておくよ。ありがとう」

「いえいえ。今後も素敵な匂いの供給をよろしくお願いします」

「それは約束しかねる」

「んん、残念。これはやはり桐生君のパンツをいただくしか……」

「さりげなく俺のズボンに手をかけるのやめて!?」

　匂いフェチの同級生は本日も絶好調で、積極的に男子のズボンを脱がそうとする変態を慧輝は全力で引ひき剝はがすのだった。







　トランクス防衛戦に勝利し、彩乃と別れた慧輝は書道部の部室に向かっていた。

　廊下を歩きながら、彩乃に貰った優待券を眺める。

「プールねえ……書道部の皆でも誘ってみるか」

　チケットを鞄かばんに仕し舞まい、夏休みの予定を考えながら部室棟の二階へ。

　一年以上足を運び、すっかり通いなれた書道部の扉を開く。




「お、お帰りなさいませ！　ご主人様っ！」




　出迎えてくれたのは金色の髪のメイドさんだった。

　白と黒を基調とした、胸元を強調するようなデザインのメイド服。

　黒い猫耳と尻尾しつぽというけしからんアイテムまで完全装備。

　メイド服に猫耳という反則的な組み合わせで男心をこれでもかとくすぐってくる。

「あ、あんまり見ないでください。恥ずかしいです……」

　慧けい輝きに熱い視線を向けられ、羞しゆう恥ちで顔を真っ赤にした唯ゆい花かが、スカートをぎゅっと押さえてモジモジする。

　どうしてこう、女の子がスカートを押さえる仕草はグッとくるのだろう。

　これだけで論文が書けるくらいのポテンシャルを秘めたテーマだと思う。

「ええっと……なんで猫耳メイド？」

「そんなの魔女先輩に聞いてください」

「やっぱり紗さ雪ゆき先輩の差し金か……」

　視線を向けた先には、椅い子すに座り、コップで緑茶を楽しんでいる紗雪の姿が。

「暇だったから、古こ賀がさんにメイド服を着せてみたわ」

「つまり、いつもの思いつきですね」

「実際に着せてみたらあまりにもキュートだったから、慧輝君にも見せてあげようと思ったのよ。写真じゃ勿もつ体たいないくらいのクオリティだし、実物を生で堪たん能のうしてほしかったの」

「そんな理由でこんな暑い日に呼び出したんですか？　ありがとうございます！」

「……慧輝先輩、なんでそんなにテンション高いんですか？」

　テンションがおかしい上級生にメイドさんがドン引きしていた。

「唯花ちゃん！」

「は、はいっ!?」

「写真を撮ってもよろしいですかな!?」

「いや、もう撮ってますし、鼻息が荒すぎてこわいんですけど……」

　スマホを手にシャッターを切りまくる先輩男子にメイドさん、再びドン引き。

　桐生きりゆう慧輝という少年は自分の欲望にわりと忠実だった。

　唯花のメイド姿は本当に可愛かわいい。

　写真を撮って永久に残しておきたいと思うのは男子として当然の欲求だ。

「ね、可愛いでしょう？　やばいわよね、古賀さんのメイド姿」

「そうですね。やばい可愛さだと思います」

「なんなんですか、ふたりして……」

　上級生ふたりに褒めちぎられて赤くなる唯花が本当に可愛い。

「でも、メイド服なんて、よく唯花ちゃんが大人しく着ましたね」

「ちょっとね、古賀さんとゲームをしたのよ。負けたほうがなんでもいうこときくって条件で、神経衰弱をね」

「もう少しで唯花が勝てたんです……」

「あら、負け犬の遠とお吠ぼえは見苦しいわよ？　──ああ、ごめんなさい。今の古賀さんは猫耳メイドなのだから、負け猫かしら？」

　席を立ち、微笑を浮かべた紗雪の指が、唯花のあごの下をつうっと撫なでる。

「……っ」

　しかし唯ゆい花かは抵抗せず、頰ほおを赤らめて屈辱に体を震わせるだけ。

　敗者として辱はずかしめを受け入れているらしい。

　どことなく官能的な感じがして慧けい輝きはそっと目を逸そらす。

「せっかくだから、今日はその格かつ好こうで給仕でもしてもらおうかしら」

「なっ!?　そ、そんな……っ」

「ほら、試しにもう一度、慧輝君を〝ご主人様〟と呼んでみなさい。今度は勢い任せじゃなくて、ちゃんと敬愛の気持ちを込めてね」

「……わかりましたよ」

　頷うなずいた唯花はつぶらな瞳で、上目遣いに慧輝を見る。

「……ご……ご主人様ぁ？」

「ズッキューン……っ!!」

　唯花の放はなった〝ご主人様〟の威力は凄すさまじかった。

　胸を撃ち抜かれた音を思わず口走ってしまうくらいにすごかった。

「まずいな……今の唯花ちゃんに〝ご主人様になって？〟とか言われたら思わずなっちゃいそうだ」

「ちょっと慧輝君、それは聞き捨てならないわ。なるなら私のご主人様でしょう？」
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「むしろ唯ゆい花かが慧けい輝き先輩のご主人様です！」

「もうわけがわからない……」

　慧輝のご主人様になりたい後輩。

　慧輝にご主人様になってほしい先輩。

　今のところ、彼女達の願いに応える予定は全然ない。

「わかったわ。それなら、古こ賀がさんが慧輝君のメイドに相応ふさわしいかテストしましょう。古賀さんは今から忠実なメイドとして慧輝君に奉仕するのよ」

「ふん。奴ど隷れい候補に奉仕するのは屈辱ですが、魔女先輩に劣ると思われるのも癪しやくですね。いいですよ。そのテスト、受けてあげます」

「決まりね。じゃあ初めに、ご主人様役の慧輝君に挨あい拶さつしなさい」

「そんなの楽勝です」

　慧輝に向き直った猫耳メイドは可か憐れんな笑みを浮かべ、恭うやうやしくお辞儀する。

「本日、慧輝先輩のメイドを務めさせていただく古賀唯花です。──本来なら飼い主ぬしである唯花が奉仕してあげるんですから、先輩は涙を流して感謝するべきだと思います」

「笑顔ですごい台詞せりふを言われてしまった……」

「ダメよ古賀さん。ご主人様は神様なの。威圧してはダメ。生意気な口を利くのも禁止よ。誠心誠意、心を込めて対応しなさい」

「むぅ……わかりましたよぅ」

　不満そうにしながらも了承する唯花。

　ひとつ深呼吸すると、にこりと完かん璧ぺきな営業スマイルを作り上げた。

「ではご主人様、すぐに熱いお茶をお持ちしますね」

「いや、こんな暑い日に熱いお茶はちょっと……」

「おやおや、唯花のご主人様はワガママですね。──ほんと、豚のように貪どん欲よくなご主人様です」

「え……」

「ご主人様ぁ？　冷たい飲み物が欲しいならおねだりしてくださいね？　卑しいブタさんみたいにブヒブヒ鳴いてみてください」

「主人をブタ呼ばわりするメイドとか前代未聞じゃないか？」

　紗さ雪ゆきと同じ性癖を持つドＭのブタ野郎にはご褒美なのかもしれないが、あいにく慧輝はノーマル。毒舌メイドに罵ののしられて悦よろこべる特殊技能は持ち合わせていない。

「論外だわ。古賀さんはメイドのメの字もわかってない。これは──キツイお仕置きが必要みたいね」

「な、なんですか、お仕置きって……？」

「ふふ、こんなこともあろうかと手錠を準備してあるのよ。粗相をしたメイドはご主人様のお仕置きを受けるもの。これを使って、慧けい輝き君に過激な調教をしてもらうといいわ」

「え、俺がやるの？」

「そ、そんなの不健全ですっ」

「男の子を足あし蹴げにして悦よろこぶような子に言われたくないわね」

「男の子に足蹴にされて悦ぶような人に言われたくないですっ」

　女子高生の会話とは思えないカオスな発言が飛び交う現場。

　書道部の部室は夏休みでも異次元だった。

「ほらほら古こ賀がさん、観念してお縄につきなさい」

「嫌です！　調教とか絶対に無理です！」

「ちょっと、ふたりとも、その辺に──」

　争いを止めに入ろうと慧輝が手を伸ばした瞬間、ガチャリと不穏な音がした。

「「「……あ」」」

　それは、まぎれもなく手錠が奏でた音で。ふたつの金属の輪がそれぞれ別の人物の手首にはめられ──慧輝の右手と、唯ゆい花かの左手を繫つないでしまっていた。

「あらあら、慧輝君が乱暴にしようとするから誤射しちゃったじゃない」

「下ネタ言ってる場合ですか？　早く取ってくださいよ」

「せっかちね。早すぎるのは男の子としてどうかと思うわよ」

「なんの話!?」

「耐久力も大事って話だけど」

「いいから早く取って！」

「ごめんなさい。それは無理よ」

「え、なんで？」

「手錠の鍵、家に置いてきてしまったみたい」

「はああっ!?　それって手錠が外せないってことじゃん!?」

「そうなるわね」

　突き付けられた衝撃の事実。

　吞のん気きな紗さ雪ゆきに対し、もうひとりの被害者が抗議の声をあげる。

「そんなの困ります！　このままだと着替えもできないし、トイレにもいけないじゃないですか！」

「あら、トイレに男の子同伴とか……むしろ興奮しない？」

「そんなの魔女先輩だけです！」

　紗雪の性癖はともかく、このままでは部室から出ることすらままならない。

　手錠をかけられた状態では制服に着替えることもできないし、猫耳メイドと男子生徒が手錠で繫がれた絵え面づらは事件性を匂わせるには充分だ。

　もしも教師に見つかれば指導室に連行され、取り調べが行われるのは必至である。

「紗さ雪ゆき先輩、さすがにこのまま部室から出られないのは困りますよ」

「仕方ないわね。家に戻って鍵を取ってくるから、少し待ってて」

　鞄かばんを摑つかみ、部室の扉を開けたところで紗雪は思い出したように振り返る。

「そうだ、慧けい輝き君」

「なんですか？」

「いくら古こ賀がさんが可愛かわいいからってスカートの中に顔を突っ込んだり、偶然を装ってお尻を撫なでたりしてはダメよ？」

「もういいから早くいってください」

　そうして紗雪を送り出し、部室に残されたふたりは座って待つことにした。

　互いの手を繫つながれているので、ふたつの椅い子すを近づけて腰を下ろす。

「まったく、魔女先輩にも困ったものです。鍵を忘れるなんて」

「あの人、あれでけっこう抜けてるからな」

　頭はいいはずなのに、たまに本気で馬鹿なんじゃないかと思うことがある。紗雪が部室でメイドになった時も、手錠の鍵を胸の谷間に落として、ちょっとした事件になったし。

「こんな格かつ好こうじゃ外に出られませんし、大人しく待ってるしかないですね」

「そのメイド服、スカート短いし、けっこうきわどいからな」

「……さりげなく唯ゆい花かの脚を見るのやめてください」

　スカートとニーソックスの間の絶対領域。

　眩まぶしい脚は説明不要な魅力で溢あふれている。

「にしても、やっぱりエアコンがないと暑いな……」

「学校は全室空調完備にするべきですよね」

　一応、部の備品である年代物の扇風機を引っ張り出してフル回転させてはいるが、暖められた空気をどれだけかき回したところで暑いものは暑い。

　全開の窓から入り込む風のほうがいくらか涼しいくらいだ。

「まだ七月なのにこれとか、来月は地獄だな」

「でも、寒いのよりはマシかなって思います」

「女子はそういう子が多いよな。瑞みず葉はもそうだし」

「女の子は冷え性になりやすいからですかね。……あー、テーブルが冷たくて気持ちいいですー」

　だらしなくテーブルに突っ伏す唯花。

　そんな後輩を横目に、慧輝は鞄からペットボトルのお茶を取り出す。

　それは学校にくる途中、コンビニで購入したもの。

　いつもの調子でキャップを開けようとして、手錠のついた右手を動かしてしまい──

　急に腕を持ち上げたせいで、手錠で繫つながれた唯ゆい花かの左手を引っ張ってしまった。

「きゃっ!?」

「わっ!?　ご、ごめんっ」

「もう、気をつけてくださいよ。痛いんですから」

「本当にごめん。……利き手が使えないって不便だな」

　ボトルを持つ左手を、右手のほうにやる感じでなんとかキャップを開ける。

　手錠のせいで水分を補給するだけでもひと苦労だ。

　横を見ると、唯花も自分で用意していたミネラルウォーターを飲んでいた。

　水を飲む仕草すらいちいち可愛かわいいメイドさんをぼうっと眺めていると、視線に気づいた唯花がむっと表情を硬くする。

「……あんまりじろじろ見ないでください。恥ずかしいので」

「そんなに恥ずかしいなら、どうしてメイド服なんて着たんだ？」

　いくら罰ゲームとはいえ、唯花が素直に承諾するのはおかしい気がする。

「……だって魔女先輩が、唯花がメイド服を着たら慧けい輝き先輩が喜ぶって言うから」

「え？　俺？」

「そうですよ。そりゃ、あんまり見られると恥ずかしいですけど……唯花は、慧輝先輩に喜んでほしかったんです」

「あ……」

　彼女が照れたように口にした言葉は、慧輝の心を強く揺らした。

　唯花は慧輝のためにメイド服を着てくれたのだという。

　彼女がドＳだと判明した時、奴ど隷れいとなる見返りに自らのパンツを差し出そうとしたのも慧輝が喜ぶと思っての行動だった。

　相手に喜んでほしいと思う気持ちに、少しの好意も介入しないなんてことはありえない。

　問題なのは、唯花が慧輝に向けている好意が恋愛感情なのかどうかということ。

（やっぱり……唯花ちゃんがシンデレラなのか？）

　ラブレターの差出人が唯花なら、自分はどんな答えを出すのだろう？

「んん……わからん……」

　思考を放棄してテーブルに突っ伏す。

　暑さのせいだろうか。そうしていると急激に眠気が襲ってきた。

　意識が眠りの底に沈むのに、それほど時間はかからなかった。







「──先輩。慧輝先輩、起きてくださいっ」

「…………んぁ？」

　誰かに肩を揺すられて目を覚ますと、そこは書道部の部室だった。

　慧けい輝きはテーブルに突っ伏したまま熟睡してしまっていたらしい。

「うわ……完全に寝てた」

「そんなことより大変なんです！　大事件です！」

「唯ゆい花かちゃん？　そんなに慌ててどうしたんだ？」

「……イレ……きたいんです」

「え、なに？　聞こえなかった」

「ト・イ・レ！　トイレにいきたいんです！　おしっこが漏れちゃいそうなんです！」

「なん……だと？」

　座った慧輝のすぐ横に立っている唯花は、メイド服のスカートをぎゅっと握って、もじもじと脚を擦すり合わせる。

　その仕草から察するに、現在彼女を襲っている尿意は相当危ういレベルなのだろう。

「えっと……トイレなら部室を出て廊下の奥のほうだけど」

「知ってます！　そうじゃなくて、唯花達、手錠で繫つながれてるじゃないですか！」

「あ、そうだった」

　考えてみればトイレにいくのに自己申告は必要ない。

　通常時であれば寝ている慧輝なんて放ほうっておいてひとりで済ませているはずだ。

　だが、今の状況は彼女にそれを許さない。

　紗さ雪ゆきが持ち込んだ手錠により、お互いの手首を繫がれているため、ひとりで生理現象と向き合うのは不可能なのだ。

「いや、だけど、俺が立ち会って大丈夫なのか？　その……音とか？」

「その葛かつ藤とうとは既に自分の中で折り合いがつきました！　もうそういうこと言ってる場合じゃないんです！　本当に限界なんです！」

「……なんか、ごめん……」

　どうやら唯花はトイレを我慢しようとしたらしい。

　どれくらい耐えていたのかはわからないが、それも限界を迎え、男子を連れてお花を摘みにいく恥ずかしさと尿意を天てん秤びんにかけ、慧輝を起こすという結論に至ったのだ。

「よし、それならすぐに行動を開始しよう！」

「いきなりやる気を出されても複雑なんですが……了解です」

　慧輝としても異性のトイレに同行するのは抵抗があるが、背に腹は代えられないというか、ここで解放されたほうが気まずい未来になるのは明白。

　となれば一刻も早く彼女とトイレに駆け込むのが正解である。

　だがしかし──新たなる世界への旅立ちは、いきなり出鼻を挫くじかれる結果となった。

「……まずいな。トイレの前を女子が占領してる」

「そんな……っ!?」

　部室のドアを開けると、トイレの前で立ち話をしている数名の女子生徒を発見した。

　このままではトイレを使用することができない。

　絶望的な状況の中、頰ほおを紅潮させ、額ひたいに汗を浮かべた唯ゆい花かがもたれかかってきた。

「……先輩……唯花……もう……もう……っ」

「待ってくれ!?　なんとかするから、もう少しだけ我慢してくれ！」

「っ！」

　唇を引き結んで、彼女はコクコクと何度も頷うなずく。

　その必死な様子から察するに、もう本当に猶予はない。

「…………これしか方法はない」

　脳裏に浮かんだ、この状況を打ち破る打開策。

　それはいろんな意味で最終手段の、危険が伴う解決法。

「……唯花ちゃん、パンツを脱いでくれ」

「……はい？　な、なに言ってるんですか？」

「唯花ちゃんを助けるには必要なことなんだ。ここで漏らしたいなら構わないけど？」

「……うぅ、こんな辱はずかしめを受けるなんて……あとで覚えててくださいね」

　文句を言いつつも、器用に片手だけでパンツを脱ぐ猫耳メイド。

　本日の唯花の下着は、水色の生地に白の水玉模様をあしらった可愛かわいいショーツだった。

「よし、脱いだな。じゃあ、失礼して……っと」

「──え？　ひゃあああああっ!?」

　慧けい輝きは唯花の背後に回り込むと、彼女の小さな体を抱き上げた。

　そしてニーソに包まれた両脚を摑つかむと、体操選手のように開脚させた。

　唯花の両脚は惜しげもなく開いた形。

　あまりに煽せん情じよう的なＭ字開脚に、混乱した後輩がジタバタと暴れ出す。

「ちょっ、先輩!?　なにするんですかっ!?」

　脚を開かれた唯花は顔をトマトのように真っ赤に染める。

　手錠のせいで、唯花は繫つながれた左手を背中に回す無理な体勢を強いられているのだが、彼女的にはそれどころではないらしい。

「……」

　抗議を無視した慧輝は、そのまま全開の窓の前へと進み出る。

　ようやく意図に気づいた後輩が表情を強こわ張ばらせた。

「け、慧輝先輩……？　正気ですか？」

「大丈夫。夏休みだから、誰も見てないよ。真下はいい感じで植え込みだし」

「だから、そういう問題じゃ……」

「それとも、部室で俺に見られながらお漏らしするか？」

「そ、それは嫌です！」

「だろ？　じゃあこれしかないよな」

「ばかばかばかっ！　慧けい輝き先輩の変態！　誰かに見られたらどうするんですかっ！」

　顔を真っ赤にして、ついでに涙目で、右の拳こぶしでポカポカと慧輝を殴る。

「部屋の中で漏らすよりはマシだろ？」

「だからってこんな格かつ好こうで、窓からさせるなんて、信じられませんっ」

「恨むなら、ミネラルウォーターをごくごく飲んでしまった自分を恨むんだなあっ！」

「や、やだ……やだやだやだぁっ!!」

　暴れる後輩の耳元に口を寄せ、あやすように囁ささやく。

「──ほら、自分でスカートをめくらないと濡ぬれちゃうぞ？」

「っ!?」

　その言葉に、咄とつ嗟さに右手をスカートに伸ばす唯ゆい花か。

　けれど、伸ばされた手はその裾すそをぎゅっと握っただけで、結局スカートはめくられないまま、彼女はすぐそこまで忍び寄った臨界点に体を震わせる。

「や……も……ダメ……っ」

　少女が涙目で限界を訴えるも、救いの手が差し伸べられることはなく。

「いっ、いやぁああああああああああああああっ!!」

　彼女の白いのどが悲痛な叫び声を奏で、必死にせき止めていたダムが決壊しかけたその瞬間──慧輝の意識は唐突に途切れた。







「…………んぁ？　あ、あれ？」

　気がつくと、慧輝は再びテーブルに突っ伏していた。

　そして、隣に座った紗さ雪ゆきに間近で顔を覗のぞき込こまれていた。

「うぉわああああああああっ!?」

「失礼ね。そんなお化けを見たような悲鳴をあげなくてもいいじゃない」

「さ、紗雪先輩……？」

　扇風機が回る書道部の部室に、一緒にいたはずの唯花の姿はなく、制服に身を包んだ紗雪ひとりだけだった。

「唯花ちゃんは？」

「古こ賀がさんなら、とっくに帰ったわよ」

「帰った？」

　思わず右手を見るが、そこにあったはずの手錠は取り払われていた。

「私が戻った時、慧けい輝き君が眠っていたから、起こさないように手錠を外したのよ」

「そう……ですか」

「残念だったわね。意識があったら古こ賀がさんの生着替えを楽しめたのに」

「それは本当に残念です」

　手錠の拘束から解放された唯ゆい花かは、着替えを終えるとすぐさま帰ってしまったらしい。

「古賀さん、なんだか慌てていたみたいだけれど。もしかして本当になにかしちゃったの？　スカートの中に顔を突っ込んだりしたの？」

「してませんよ。……でも、よかった。アレは夢だったんだな」

　この部屋で起きた鮮烈な出来事は夢だったらしい。

　思い返してみると、唯花に対する慧輝の言動はかなりおかしかった。

　いくら切羽詰まった状況とはいえ、後輩の女の子に窓からの放尿を促すはずがない。

　やけにリアルな夢だったが、むしろ夢で安心した。

「……ん？　メール？　唯花ちゃんから？」

　スマホに届いたばかりのメッセージを開いてみる。

『今日のこと、すごく恥ずかしかったです。忘れてください』

「…………夢……だよな？」

　恥ずかしかったのはメイド服を着たことだよな？

　二階からの放尿プレイは夢の中の話なんだよな？

　確認のメールを送ろうか迷ったが、こわくてできなかった。

　知らないほうが幸せなことってきっとある。

　この謎なぞは謎のまま、解き明かすことなく墓まで持っていこうと決意する慧輝であった。

「それで、紗さ雪ゆき先輩は俺の顔を覗のぞき込こんでなにしてたんですか？」

「安心して。倫理的にアウトなことはしてないから」

「そのコメント、逆に不安になるんですけど……」

「せっかくだから寝顔を撮ったり、ほっぺをツンツンしたり、ペロペロしたりしただけよ」

「ペロペロ!?」

「ふふ、なんなら再現しましょうか？」

「なんかこわいので遠慮しときます……」

　本当に倫理的にセーフなのか怪しいところだし。

「というか、俺の寝顔なんて撮っても面白くないでしょ？」

「そうでもないわ。爆笑ものよ」

「俺、爆笑するほど酷ひどい寝顔してるんですか？」

「慧輝君だって、今夜はメイド姿の古賀さんの写真を楽しむんでしょう？　それと同じよ。私も今夜、ベッドに入って慧輝君の写真で楽しむの。いろいろと──ね？」

「さて、俺もそろそろ帰ろうかな」

「あ、ダメ。スルーはダメよ。いちばん心に突き刺さるから」

「ドＭの紗さ雪ゆき先輩にはご褒美でしょ？」

「慧けい輝き君は意地悪ね。もっといじめてくれていいのよ？」

「なんだろう。求められると与えたくなくなるんですよね」

「あ、それ知ってる。ツンデレってやつね」

「ツンデレじゃないから」

「ツンデレといえば、古こ賀がさんもツンツンしてるわよね」

「そうですか？」

「古賀さんは動物にたとえるとハリネズミよ。無駄に警戒心が強いし反抗的だし」

「それは紗雪先輩が刺激するからですよ」

「見た目は可愛かわいいけど、中身はほんとに可愛くないわね。あの子、部室に慧輝君がいないと、ずっとむすっとしてるのよ？　放ほうっておいたら夏休みの間ずっと家に引きこもって本ばかり読んでるわ」

「ああ、それは目に浮かびますね」

　今でこそ図書委員の接客も笑顔でこなしているが、最初は不愛想で酷ひどいものだった。

　基本的に唯ゆい花かはあまり他人と接触したがらない。

　ハリネズミというなら、出会った頃の彼女はまさにそんな感じだったと思う。

「あ、そっか。だから紗雪先輩は、唯花ちゃんを呼び出したんですね」

「え？」

「いつもケンカばかりしてるのに優しいんですね」

「なっ!?　ち、違うわ……っ!?」

「違うんですか？」

「……私はただ、部長としてあの子の様子が気になっただけよ。気にくわないところはあるけど、古賀さんも書道部の後輩だもの」

「紗雪先輩は後輩思いなんですね」

「だから違うったらっ。慧輝君は誤解してるわ。──そ、そうよ。古賀さんのことは口実で、本当は私が慧輝君に会いたかっただけなんだから」

「俺も紗雪先輩に会いたかったですよ」

「ふぇっ!?」

「なんちゃって」

「なんなの!?　今日は言葉責めの日なの!?　興奮しちゃうじゃない！」

　後輩男子にいじめられて興奮しちゃう女子高生がここにいた。

「正直、新しい後輩ができて嬉うれしいって気持ちはあるわ。慧輝君とふたりきりの部活に不満があったわけではないけれど」

「……ですね」

　唯ゆい花かと真ま緒おが入部したことで、この部室もずいぶん賑にぎやかになった。

　紗さ雪ゆきが一年生の時に過ごした、部員が多かった頃の書道部に似ているのかもしれない。

「まあ、どちらにせよ古こ賀がさんに慧けい輝き君を渡す気はないのだけど」

　イタズラっぽく言って紗雪が腕に抱きついてくる。

「ふふ、今度は私が慧輝君を独り占めよ」

　飼い主ぬしに飛びつく犬のような、喜びを隠そうとしない笑顔が胸をきゅっと締め付ける。

（本当に可愛かわいいな、この人……）

　いじめられるのが好きな変態のくせに、普段は可愛い女の子だから困る。

　赤くなっているであろう顔を見られたくなくて、ついそっぽを向いてしまう。

「紗雪先輩、暑いので離れてもらえませんか？」

「照れ隠しね？　私のご主人様は恥ずかしがりやで困っちゃうわ」

「ご主人様じゃないから」

　やはり、紗雪が慧輝の探すシンデレラなのだろうか？

　飼い主になってほしいという願いの裏に、慧輝に対する恋愛感情があるとしたら──

　そんなことを考えて、慧輝は余計に彼女の顔を見ることができなくなった。







　時刻は午後一時になろうかといったところ。

　これからひとりで部活に励むという紗雪を残して慧輝は部室を出た。

「……結局、シンデレラはどっちなんだろう？」

　シンデレラ探しの状況は夏休み前とまったく変わっていない。

「俺の部屋からパンツが持ち出された以上、紗雪先輩か唯花ちゃんがシンデレラのはずなんだけど……」

　シンデレラが自身の正体を隠している以上、自分から名乗り出るとは考えづらい。

　慧輝がふたりに「ラブレターの差出人なのか？」と質問したところで、正体を隠している人物が素直に白状するとは思えない。

　シンデレラに繫つながる確たる証しよう拠こが見つからないうちは何もできないのが現状だ。

「やっぱり、シンデレラのパンツを探し出すしかないのか……？」

　女子のパンツを効率的に確認するなら、やはり部屋を漁あさるしかないのだろうが、唯花の時に失敗しているうえ発覚した時の代償が大きすぎる。

「毎日スカートめくりでもしてみるか？　……って、それじゃ俺が変態じゃんか！」

　まだ寝ぼけているのか、頭の悪い独り言を生産しつつ階段へ。

「……あれ？　小こ春はる先輩？」

「あ、桐生きりゆうくん」

　階段の踊り場にいたのは小さな先輩の小春だった。

　制服姿の彼女は大きな段ボール箱を運んでいて、見かねた慧けい輝きは彼女に駆け寄った。

「それ、天文部に運ぶんですよね？　俺が持ちますよ」

「本当ですか？　ありがとうございます」

　受け取った荷物はそれほど重くはなかったが、体の小さな小春にはかなりの重量だっただろう。

「助かりました。なかなか重くて大変だったのです。腕、大丈夫ですか？」

「ぜんぜん平気です」

「桐生くんもやっぱり男の子なのですね」

「俺は男子としては平均くらいの筋力だと思いますけどね。その点、翔しよう馬まはテニス部員だけあって腕の筋肉がすごいです」

「そうなんですよ。たまに頭を撫なでてくれるのですが、すごく逞たくましくてドキドキしちゃうのです」

「小春先輩は相変わらず翔馬にぞっこんですね」

「もちろんです！　あんなに素敵な男の子は他にいないっていうか、小さな子どもを見てる時の彼の笑顔に痺しびれるといいますか。あ、この間も翔馬くんがですね──」

「あ、しまった。スイッチ入っちゃった」

　小春は翔馬の話になると止まらなくなる。

　小さな上級生の甘酸っぱい青春エピソードを聞きながら天文部に荷物を運搬。

　翔馬の写真が壁一面に貼はられた異空間にもすっかり慣れてしまい、臆おくすることなく足を踏み入れ、テーブルの上に箱を置いた。

「それで、この荷物はなんですか？」

「翔馬くんの写真です。ロッカーに仕し舞まっていたのですが、溢あふれそうになったので夏休み中に整理しようと思いまして」

「小春先輩もキャラがブレませんね」

　小春が開けた箱の中には翔馬のブロマイドが大量に詰め込まれており、それらが全てテーブルの上に広げられる。

「うわ、すごい数ですね」

「興味があったら、ぜひ手に取って見てくださいね」

「正直、野郎の写真にはあんまり興味ないかな……」

　いくら友人でも男の写真をじっくり眺める趣味はない。

　ただ、小春の高レベルな撮影技術を駆使して撮られた写真はどれも素晴らしく、思わず手に取って見てしまう。

　翔しよう馬まがテニスコートでスマッシュを決める瞬間の写真とか、プロのカメラマンが撮ったような臨場感があるし、日常の何気ない光景を写したものも綺き麗れいに撮られており、小こ春はるの丁寧な仕事ぶりが窺うかがえる。

「こうしてみると、翔馬のやつ、なんだかアイドルみたいだな」

「翔馬くんならアイドルにもなれそうですね。わたくしとしては、小春だけの翔馬くんでいてほしいですけど。……って、わたくしったらなんて恥ずかしいことを言っているのでしょう。もうもうっ！」

　両手を頰ほおに当てて悶もだえる先輩が超可愛かわいい件。翔馬が羨うらやましい。

「……あれ？　この写真……」

　慧けい輝きが手にした一枚の写真。

　夕方のテニスコートで部活に励む翔馬を捉とらえた写真なのだが、写真の奥に小さく、慧輝のよく知る女の子が写っていた。

「……なんだ……これ……？」

　その写真を見て覚えた違和感に声が漏れる。

　写真の右下に撮影日時が刻まれており、なんの偶然か、慧輝が部室でラブレターを見つけた日に撮られたものだった。

　だが、気になったのは日付よりも時刻のほう。

　撮影されたのが午後六時近くで、慧輝が下校したあとと思われる時間帯だったこと。

　写真の奥、校門に向かって歩いている〝彼女〟を何度も確認する。

　一見すると何も不自然ではない。

　けれど、よく考えるとおかしい。

　ラブレターを見つけた日の、部室での出来事を思い返すと、この写真に秘められた大きな矛盾に気づく。

　だってその女の子は、その時間に、その場所にいるはずのない人物で──

「これって……まさか……」

「どうしたのですか？」

「小春先輩……俺、シンデレラの正体がわかったかもしれません」

　書道部の部室に差出人不明のラブレターを残した女の子。

　慧輝宛あての便びん箋せんに『あなたが好きです。』と書いておきながら、頑かたくなに正体を明かすことを拒んだ〝パンツを落としたシンデレラ〟の尻尾しつぽをようやく摑つかめた。

　ストーカー少女が偶然撮影したその写真は差出人の正体を示す証しよう拠こであり、攻略難易度の高すぎるシンデレラに苦戦していた王子を救うガラスの靴だった。
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　八月一日。絶賛夏休み中ではあるが、本日は登校日だ。

　この日は長期休暇によって乱れた生活習慣を強制的に矯正される。きちんと制服を着用し、通常通りの時間に登校して、二時間ほど自習を楽しんだが、それもすぐに終了。

　勉強から解放された生徒達が帰宅したり部活に向かったりする中、書道部のメンバーは校門前に集合していた。

　部長の紗さ雪ゆきに、慧けい輝き、唯ゆい花か、真ま緒おの部員四人と。

　それから慧輝の妹の瑞みず葉はの姿もあった。

「瑞葉さん、久しぶりね」

「あ、どうも朱と鷺き原はら先輩。ご無ぶ沙さ汰たしてます」

　黒髪の上級生にぺこりと頭を下げ、

「ね、兄さん？　これって、なんの集まりなの？」

　ひとりだけ部員じゃない瑞葉が隣の兄に質問する。

　つい先ほど、いきなり兄からの電話で呼び出された妹は困惑気味だ。

「これから皆でプールにいくんだよ。優待券の有効人数が五人までだから、瑞葉も連れていこうと思って」

「でもわたし、水着持ってきてないよ？」

「大丈夫。俺の趣味で選んだ新しい水着を用意してある。はいこれ」

　手渡した紙袋には瑞みず葉はに似合いそうな可愛かわいい水着と、新しいタオルが入っている。

「用意周到すぎてこわいんだけど……でもこれ、サイズとかは？」

「俺くらいのおっぱいソムリエになれば、サイズの判別くらい簡単だ」

「兄さん……それはさすがに引く」

　瑞葉は少し警戒した様子で胸元を腕で隠す。

「桐生きりゆうさ、妹の胸のサイズを把握してる兄って、どうなの？」

「慧けい輝き先輩……」

　真ま緒おと唯ゆい花かの視線が冷たい。

　実際は瑞葉のサイズを把握などしていない。

　瑞葉に水着をプレゼントしたいと小こ春はるに相談したところ、秘密裏に撮影した瑞葉の写真から正確なサイズを割り出してくれて、水着の買い出しまで付き合ってくれた。

　女子の水着を購入するのは相当恥ずかしかったが、これも今日のサプライズのためだ。

「瑞葉には料理とか家事とかで、いつもお世話になってるからな。その水着は日頃の感謝を込めて、俺からのプレゼントってことで」

「あ……うん。そういうことなら……ありがと？」

　戸惑いながらもお礼を言う瑞葉。

　話がまとまったところで部長の紗さ雪ゆきがリーダーシップを発揮する。

「それじゃ、これからバス停に移動するわよ。車には気をつけてね」

「なんだか小学校の遠足みたいです」

「古こ賀がさんはいろいろ小学生並みよね（笑）」

「さすがにそこまで小さくないですっ」

「唯花はそのままがいちばん可愛いよ。どれ、お姉さんが胸の成長が止まるおまじないをかけてあげよう」

「真緒先輩の意地悪っ」

　仲良く歩道を歩く三人娘。

　その様子を後ろから眺めながら瑞葉が小さく笑う。

「書道部って賑にぎやかだね」

「まあ、退屈はしないよな」

　いろんな意味で個性豊かな人材が集まっている書道部はトラブルには事欠かない。

「いきなり誘っちゃったけど、迷惑だったか？」

「事前に連絡はほしかったけど、迷惑じゃないよ。プレゼントも嬉うれしいし」

「そっか」

「でも、兄さんの趣味で選んだ水着って少し不安。紐ひもみたいなのだったらどうしよ」

「紗さ雪ゆき先輩じゃあるまいし、可愛かわいい妹にそんなの着せられないから」

「ふふ、冗談だよ。ほんとはちょっと、楽しみだったり」

　そう言って微笑ほほえむ瑞みず葉はは本当に可愛くてキュンとしてしまう。

　理性というブレーキがなかったら抱きしめていたかもしれない。

　慧けい輝きは相変わらずシスコンだった。







　書道部の部員に瑞葉を含めた五人はバスを利用して隣町の屋内プールを訪れた。

　そこは雑誌などで『プールの遊園地』と称されるほど種類が豊富で、ウォータースライダーや飛び込み台、波のプールなど、多種多様な遊び場を提供する人気のスポットだ。

　優待券を使い、半額の料金で入館した慧輝達は男女に別れて更衣室に入った。

　手早く着替えを済ませ、真ま緒おが喜びそうな男の裸体だらけの更衣室を出た慧輝はプールサイドで利用客を眺めながら女子メンバーがくるのを待つ。

「……あの女の人、けっこう大きいな」

　男子の本能に従って女性客のバストを観察していると、後ろから声をかけられた。

「お待たせ、慧輝君」

「トップバッターは紗雪先輩ですか……」

　いきなりラスボスの登場である。

　圧倒的な胸部の戦闘力を考えれば、むしろ最後にきてほしかった。

　おそるおそる振り返ると、ビキニ姿の黒髪美女が立っていた。

「普通だ！　紗雪先輩のくせに普通の水着だ！」

　色は綺き麗れいなブルーで、過度に布面積が少ないわけでもなく、むしろ清せい楚そな感じ。

　彼女にとてもよく似合っている。

「どんな悩殺水着でくるかとビクビクしてたけど、普通に可愛くて素敵だと思います」

「ふふふ。そうでしょう？　妹さんからの情報提供で、慧輝君が清楚なデザインが好きなのはリサーチ済みよ」

「確かに水着のデザインは清楚だけど……胸が大きいせいで普通にやらしいですね」

　水着は清楚でも胸のサイズが清楚じゃないので結果的にエロスな感じに仕上がっており、包み隠しきれない色気が溢あふれ出だしてしまっている。

　率直に言って、大変エロい。

　大きな胸とお尻のコラボが相乗的にエロさを倍増させ、周囲の男性客の視線を釘くぎ付づけにしていた。高校三年生にして大人顔負けのプロポーションを誇り、加えて絶世の美女なのだから視線も集まろうというものだ。

「慧けい輝き先輩、お待たせしました」

「お待たせ～」

　次にやってきたのは唯ゆい花かと真ま緒おのふたり。

「ど、どう？」

　珍しく緊張気味な真緒が着ているのは、取材デートの時にふたりで選んだ鮮やかなオレンジ色の水着だ。

「うん。やっぱり似合ってるな。綺き麗れいだよ」

「そ……」

　まんざらでもなさそうに頰ほおを染めてそっぽを向く真緒。

　どうやら照れているらしく、慧輝は心の中で「ツンデレ乙」と呟つぶやいておく。

「ところで、南なん条じようはどうしてスケッチブックなんて持ってるんだ？」

「男の裸をスケッチする絶好の機会だからに決まってるじゃん」

「あ、そう……」

　プールの男性客が根こそぎ腐女子のターゲットになった瞬間だった。

「慧輝先輩、唯花にはなにも言ってくれないんですか？」

「唯花ちゃんも可愛かわいいよ」

「えへへ。奴ど隷れいになりたくなりました？」

「それはない」

　唯花の水着はピンクでフリフリのついた可愛い系。

　こちらも容姿に合っていて大変グッド。天使が水着を着ているようなキュートさだ。

「兄さん……」

「瑞みず葉はが最後か」

　おずおずと近寄ってきた妹が、上目遣いに兄を見る。

「どうかな？」

「どうと言われても……最高だと思います」

　瑞葉の水着はミントグリーンと白のストライプ模様。

　可愛いおへそも、形のいい胸も、腰からお尻にかけてのラインも完かん璧ぺきで、その素晴らしいプロポーションには感心するしかない。

　慧輝の横で、唯花が瑞葉の胸をじっと見つめる。

「瑞葉先輩って着やせするタイプなんですね。羨うらやましいです」

「けっこうあるだろ？　天然ものなんだぜ」

「なんで慧輝先輩が偉そうなんですか？」

　兄のセクハラ発言に、瑞葉はさっと腕で胸を隠してしまう。
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「……変なこと言う兄さん、嫌い」

「すみませんでした！　嫌いにならないでください！」

　妹に平謝りする後輩男子を、紗さ雪ゆきが冷めた目で見ていた。

「……慧けい輝き君って、ちょっと普通じゃないレベルのシスコンよね」

「俺はシスコンじゃないっすよ」

「慧輝先輩は完全にシスコンだと思います」

「桐生きりゆうはどう見てもシスコンでしょ」

「兄さんはシスコンだよ」

「あれー？」

　おかしいな。皆にシスコンだと思われている。なぜだろう？

「まあ、俺のシスコン疑惑はともかく。せっかくプールにきたんだし遊ぼうぜ」

「あー、あたしはその辺でスケッチしてるから」

「私は波のプールにいきたいわ」

「唯ゆい花かはウォータースライダーにいってきます」

「皆で一緒に遊ぶって選択肢はないんだな……」

　プールでも協調性のない人達である。

　部室でもそれぞれ好き勝手に作品を作っているようなメンバーなので、運動部みたいな団結力を求めてもダメなんだろう。

「慧けい輝き先輩っ、唯ゆい花かと滑り台で遊びましょう？」

「ダメよ。慧輝君は私と波のプールで遊ぶんだから」

　右腕に唯花が、左腕に紗さ雪ゆきが抱きついてひとりの男子を取り合う。

「ふたりとも、いったん離してもらっていいかな？　俺の理性が危険で危ない」

　普段と同じ展開だが、今の彼女達は水着姿で刺激がいつもの比じゃない。

　体の柔らかさとか、すべすべの肌の感触とか、悩ましい誘惑に股こ間かんが取り返しのつかない状態に移行しそうになる。

　忘れてはいけないのが、ここがいつもの部室ではなく公共の場だということ。

　美少女ふたりに挟まれた慧輝に向けられるのは、燃えるような嫉しつ妬との感情。

　男性客からの殺意に満ちた視線が恐怖を煽あおる。

「兄さん、モテモテだね」

「そういうのじゃないから」

　書道部のプール遊びはやはり一筋縄ではいかないらしい。

　と、紗雪がその立派な胸を誇示するように腕を組み、宣言する。

「なら、ここは慧輝君と遊ぶ権利を賭かけて勝負しましょうか」

「いいですね。種目はどうしますか？」

「せっかくプールにきたのだから夏っぽいのがいいわね。競泳は他の人の邪魔になりそうだから、水鉄砲にしましょうか。西部劇の決闘風に」

「背中合わせのアレですね。望むところです」

　黒髪美女の挑戦状に、メラメラと戦意を燃やす金髪少女。

「どうでもいいけど、俺の意思を確認したりはしないんだな……」

　そうして彼女達がレンタルしてきたのは、けっこう大きめな、両手で扱うタイプのいかにも強力そうな水鉄砲だった。

「審判は南なん条じようさんにお願いするわ」

「りょうかーい。水鉄砲だし、五歩でいいよね？　五歩進んだら振り返って撃つ。相手の体に当てたほうが勝ち」

　真ま緒おが提示したルールに頷うなずく両者。

　水鉄砲を手に、プールサイドでふたりは背中合わせになる。

「負けないわよ、古こ賀がさん」

「こちらの台詞せりふです、魔女先輩」

　お互いに口上を述べ合い、いよいよ準備は万端。

　紗雪達から少し離れた位置で、瑞みず葉はが隣の兄に話しかける。

「兄さん兄さん、どっちが勝つかな？」

「どうだろ。あの水鉄砲、けっこう重そうだし、体格的に先輩が有利かな」

「そっか。じゃあ、わたしは唯ゆい花かちゃんに売店のクレープをひとつで」

「なら、俺は紗さ雪ゆき先輩にクレープひとつで」

　勝負の行方ゆくえにささやかな賞品を賭かけ、兄妹は決闘を見守る。

「それじゃ──始め！」

　真ま緒おの合図を皮切りに、紗雪と唯花は足を踏み出す。

　……一歩。……二歩。……三歩。……四歩。……そして五歩。

　距離を取ったふたりは同時に振り返る。

　だが、明らかに紗雪の反応速度が遅かった。

　お忘れかもしれないが、彼女は以前、ボウリングで芸術的なガーターを連発した人物。

　朱と鷺き原はら紗雪は絶望的に運動神経がないのである。

　紗雪が水鉄砲をかまえようとした時、唯花は既に発砲の準備を終えていて、勝利を確信した金髪少女がニヤリと笑う。

「もらいました！」

　唯花の水鉄砲が勢いよく水を噴射し、紗雪の豊かな胸部に命中した。

　水の直撃を受けた巨乳がブルンブルンと揺れまくる。

「いやあああんっ!?」

「紗雪先輩、弱っ!?」

　男子の本能なのか、その瞬間を逃すまいと研ぎ澄まされた動体視力が、紗雪の乳が悩ましく揺れる様をスローモーションで提供してくれた。本当にありがとうございました。

　水鉄砲で胸を揉もみくちゃにされた紗雪はその場にぺたんと座り込む。

　頰ほおを赤くして、涙目で「はぁはぁ」と息をつく姿はなんだか、とても卑ひ猥わいだ。

「勝者、古こ賀が唯花！」

　審判役の真緒が高らかに宣言して。

　敵対する魔女を辱はずかしめて満足したのか、唯花は笑顔で銃口の煙を吹くポーズを決めた。

「ふふふ、またつまらぬものを撃ってしまいました」

　こうして勝者となった唯花が慧けい輝きと遊ぶ権利を手に入れたのだった。







　決闘に勝利した唯花に付き合い、慧輝はウォータースライダーに向かうことになった。

　敗者の紗雪は自主的に波のプールに移動し、真緒はプールサイドで邪悪なスケッチ。

　瑞みず葉はは「お邪魔虫は退散します」と余計な気遣いをみせてどこかへいってしまった。

「けっこう高いな、この階段」

「そうですね。わりと大きな滑り台ですし」

　階段を上りきり、列に並ぶと、すぐに順番がやってきた。

　まずは慧けい輝きがスライダーのスタート地点に座る。

　すると、その膝ひざの上に唯ゆい花かがお尻を落ち着けた。

「え、そこ？　そこに座るの？」

「いいじゃないですか。せっかくなんですし、一緒に滑りましょうよ」

「まあ、別にいいけどさ……」

「ほらほら、危ないからちゃんと抱きしめてください」

「あ、ああ……」

　言われるがまま、すべすべのお腹なかに腕を回す。

　準備ができると、振り向いた後輩がにこりと微笑ほほえんだ。

「唯花のこと──離さないでくださいね？」

「っ！」

　天使の笑顔に心臓がドクンと跳ねる。

　体が触れ合った状態で鼓動の音が伝わらないか心配しながら、慧輝はスライダーのスタートを切った。

　曲がりくねった筒状の滑り台を流れる水と共に降下する。

「うわ、思ったより速いな……」

　滑り落ちる速度はかなりのもので、男の慧輝でも少しこわいくらいだ。

「慧輝先輩……っ」

　突然、体を反転させた唯花が抱きついてきた。

　それも慧輝の頭を胸に抱き寄せる形で、細い腕にぎゅっと力を込める。

「ちょっ、唯花ちゃん!?　どうしたの!?」

「じ、実は唯花……ウォータースライダーが苦手なんですっ」

「なんですと!?」

「子どもの頃にひとりで滑って以来、狭くて速いのがトラウマで！」

「じゃあ、なんで乗ったの!?」

「大きくなったから大丈夫だと思ったんです！」

「どこから出てきたその自信!?」

　トラウマは簡単に克服できないからトラウマなのだ。

「ちょっ、待って！　前が見えないんだけど!?」

　高速で滑るスライダーで前が見えないのはかなりの恐怖だ。

「あと胸！　柔らかい胸がああああああっ！」

　控えめながらも柔らかい膨らみを顔に押しつけられ、小さい女の子の魅力をこれでもかと味わいながら迎えた滑り台の出口。

　唯ゆい花かの胸に視界を閉ざされたままプールに放ほうり出された慧けい輝きは水を飲んでしまい、危うく溺おぼれるところだった。

　ずぶ濡ぬれの後輩と一緒になんとかプールサイドに上陸し、乱れた息を整える。

「はぁはぁ……胸を堪たん能のうした対価に命を支払うところだった……」

「胸って……あ……」

　スライダーで慧輝の頭を胸に抱いていたことに、ようやく思い至ったらしい。

　プールの縁に腰掛けた唯花の頰ほおがみるみる赤くなっていく。

「ま、また慧輝先輩に辱はずかしめられた……」

「今回は唯花ちゃんの自爆だろ。トラウマ級に苦手なのにチャレンジしちゃうから」

「うぅぅ……でも、どうせ巨乳好きの先輩のことだから、唯花のじゃ満足できなかったんじゃないですか？」

「なんでさ」

　拗すねたようにそっぽを向いた後輩の頭を撫なでる。

「唯花ちゃんは、今のままで充分すぎるくらい可愛かわいいよ」

「っ!?」

　慧輝の言葉に、唯花は白い頰を林りん檎ごみたいに真っ赤にする。

「……ほんと、慧輝先輩は奴ど隷れいのくせに生意気です……」

　小さな声で呟つぶやいて立ち上がると、彼女はくるりと背中を向けた。

「……唯花、ちょっとその辺で頭を冷やしてきます」

「え？　ちょっ、唯花ちゃんっ？」

　止める間もなく、金色の髪を揺らしながら唯花は駆けていった。

　赤くなった頰を、小さな手で一生懸命に隠しながら。

「いっちゃった…………どうしようか」

　後輩に置いてけぼりにされ、プールでぼっちになってしまった。

　すると、すぐ近くで利用客が集まって何やら騒いでいるのに気づく。

「……な、なんじゃこりゃ……？」

　そこにあったのは、墨で書かれたと思おぼしき大きな落書き。

『Ｋ君へ。波のプールで待ってるわ。あなたのＳ先輩より』

　プールの壁に、無駄に達者な字で書かれたメッセージ。

　スライダーを滑り終わったあとに目に入るよう巧妙に計算されて配置されたそれは、明らかに朱と鷺き原はら紗さ雪ゆきの仕業だった。







　慧輝が波のプールを訪れると、黒髪の上級生がプールサイドで休んでいた。

　膝ひざを抱えた体育座りの紗さ雪ゆきは、近づいてきた後輩に攻撃的な視線を向ける。

「あら慧けい輝き君、偶然ね」

「こんな人為的な偶然ないでしょ。ていうか、勝手に落書きしたらダメじゃないですか」

「墨なんだから、水をかけたら消えるわよ」

「消したのは俺ですけどね」

　落書きは責任を持って慧輝が洗い流した。

　清掃作業中は、なんだかイタズラしたあとの子どもみたいで恥ずかしかった。

「古こ賀がさんとの滑り台デートは楽しかったかしら？」

「……なんか、言葉に微妙にトゲが混ざってませんか？」

「別に」

　ぷいっと顔を背ける上級生。

「慧輝君が傍そばにいないから、知らない男達に何度も声をかけられたわ」

「あー、紗雪先輩は美人だから」

　こんな美人がプールでひとりきりでいたら声をかけたくなるのもわかる。

「本当に鬱うつ陶とうしいわ。私の心と体は既に慧輝君のものだというのに」

「誤解を招きかねない発言はやめてください」

「ああいう人達って、どうせ私の胸が目的なんでしょう？　このわがままなおっぱいを好き勝手にいじめたり、言葉にするのも憚はばかられるようなエロいことがしたいだけなんでしょう？　なにそれ、嫌なはずなのに想像するとちょっと興奮しちゃうわ！」

「うん。とりあえず自重しましょうか。小さいお子さんもいるからね」

　紗雪は少しご機嫌斜めのようだ。

　唯ゆい花かとウォータースライダーにいったことを怒っているらしい。

「紗雪先輩は、どうして波のプールに？」

「いいでしょ別に。……波のプール、好きなのよ」

「へえ、なにか理由があるんですか？」

「……昔ね、お父さんが一度だけ海に連れていってくれたことがあって。私は運動音痴で泳げなかったんだけど、お父さんがずっと私の手を引いてくれていたのよ。それがすごく嬉うれしくて、楽しかったから、なんだかずっと忘れられなくて」

　人工的に作られた水の波を見つめる彼女は、この光景と記憶の中の海を重ねているのかもしれない。

「というか、紗雪先輩は泳げないんですか？」

「う……そうよ。運動音痴で悪かったわね」

「あ、そっか。泳げないからこんなところで不ふ貞て腐くされてたんですね」

「……今日の慧輝君はいつにも増して意地悪だわ」

　子どもみたいな上級生にくすりと笑って、慧けい輝きは彼女に手を差し出した。

「じゃあ、今日は俺が手を引きますから、一緒に入りましょう」

「…………うん」

　ふたりで波のプールに入り、慧輝は紗さ雪ゆきの両手を優しく握る。

　そのまま後ろ向きになり、彼女の手を引きながらプールの中心まで歩いていく。

　その間、緩やかな波が何度かやってきて、肩まで水に浸つかるたびに紗雪は不安げに慧輝の手をぎゅっと握った。

「は、離さないでよ……？」

「離しませんよ」

　可愛かわいい要求に答えたその時、ひときわ高い波がふたりを襲う。

「うわぷ……っ!?」

「きゃっ!?」

　ふたり仲良く頭から水を被かぶり、紗雪は犬のように頭を振って笑い声をあげた。

「ふふ、今のはすごかったわね」

「いや、笑い事じゃ──って、あああっ!?」

　本当に笑い事じゃなかった。

　黒髪の上級生の身に、極めて重大な問題が発生してしまっていたのである。

「ちょっ、紗雪先輩、水着が……っ」

　紗雪のビキニがあるべき場所から消えていた。

　防具を失った大きな胸が、生まれたままの姿でそこにあった。

「紗雪先輩、胸！　胸を隠して！」

「……え？　あ……」

　ようやくビキニの紛失に気づいた彼女はみるみる顔を赤くする。

　腕で隠すなり、プールに体を沈めるなり、できる対策はあるはずなのに、不測の事態に混乱してしまったのか紗雪は咄とつ嗟さに反応できない。

「っ、先輩、ごめん！」

　無防備な姿を誰にも見せたくなくて、慧輝はぎゅっと彼女の体を抱きしめた。

「け、慧輝君……っ!?」

「すみません。緊急事態なので我慢してください」

　生々しい胸の感触が理性を焦がすが、今はそれどころじゃない。

「えっと、このあと、どうすればいいんだ……？」

　水着を探さないといけないが、放心状態の紗雪をこのままにはしておけない。

　補給を絶たれた戦場のような状況。

　救いの手を差し伸べたのは補給兵ではなく、赤毛の女子だった。

「……アンタ達、公衆の面前でなにやってんの？」

　通りがかった真ま緒おが呆あきれた口調で言う。

　この時の慧けい輝きには、冷たい視線を向けてくる同級生が女神に見えたという。

「南なん条じよう！　いいところに！　先輩の水着を探してくれ！」

「ああ、そういうこと。おっけー」

　それだけで事態を把握した真緒は波のプールに潜もぐり、流されてしまったビキニの捜索を開始した。

　真緒が水着を見つけるまでの間、慧輝は紗さ雪ゆきを抱きしめ続けた。







　波にさらわれた水着はすぐに見つかり、ビキニを装着し直した紗雪はプールサイドで救世主たる真緒に頭を下げた。

「南条さん、水着を見つけてくれてありがとう」

「いえいえ、宝探しみたいで楽しかったんで」

　運動音痴の紗雪とは違い、華麗な泳ぎで水着を取り戻した真緒は人魚のようだった。

「慧輝君も……その、守ってくれてありがとう」

「いえ、むしろあんな方法しか思いつかなくてすみません」

「ううん、そんなことないわ。すごく嬉うれしかった」

「え？」

　思わず紗雪の顔を見ると、彼女はサクランボのように赤くなる。

「う……わ、私、少し休んでくるわっ」

「え？　あっ、紗雪先輩っ!?」

　小走りで去っていく上級生。

　その背中を呆ぼう然ぜんと見送る男子に真緒が呆れたような視線を向ける。

「桐生きりゆうも罪な男だね……」

「どういう意味だよ」

「そのままの意味だけど。……ま、アンタはそのままでいっか」

「？」

　ひとりで納得してしまった女友達に、罪な男は首を傾かしげる。

「そういや南条、スケッチは？　もういいのか？」

「あー、うん。興が乗って本番シーンを描いてたらスタッフの人に見つかっちゃってさ。危うく出禁になるところだった」

「公衆の面前で十八禁の絵はまずいだろ……」

　紗雪の胸チラどころの騒ぎじゃない。

　真ま緒おの描く世界は子どもが見たらトラウマになるレベルの危険物だ。

　取り扱いには注意が必要。むやみに公開していいものではないのである。

「スケッチブックも没収されちゃったし、普通に遊ぼうかなって思ってたとこ。せっかくきたんだから泳がないと勿もつ体たいないしね。ちょうどいいから付き合ってよ」

「いいけど、どこにいくんだ？」

「んー、泳ぐだけなら普通のプールでいいんじゃない？」

　そう言って歩き出した真緒に慧けい輝きもついていく。

「そういや、少女漫画のネームはどうなんだ？」

「あー、うん……まあ、奮闘中ってとこ。なかなか難しくってね。ＢＬ漫画だったらとりあえず挿入しとけば盛り上がったんだけど、少女漫画だとそうもいかなくて」

「当たり前だろ……」

「物語を創つくるのって難しいんだなって、改めて思った。そういう意味では唯ゆい花かもすごいけどね。あの子の世界観はなかなか真ま似ねできるものじゃないよ」

「アレは参考にしてはいけない才能だ」

　絵本とＳＭのハイブリッドとか、時代を先取りしすぎていて、どこに需要があるのかわからない。可愛かわいらしい絵と内容のギャップがすごいし。お姫様が王子を調教する話は変にリアリティがあって、読者をいろんな意味でゾクゾクさせてくれる。

「そだ。桐生きりゆうがまた取材に協力してくれたら作業も捗はかどるかも」

「まあ、それくらいなら付き合ってもいいぞ」

「ほんと？　やったね」

　普段の澄ました表情とは違う、無邪気な笑顔を見せる。

　その直後、濡ぬれた床を踏んだ真緒が足を滑らせた。

「わわっ!?」

「おっと」

　バランスを崩した真緒の背中が、慧輝の胸にぴたりと収まる。

　咄とつ嗟さに抱きとめた肩はびっくりするくらい華きや奢しやで、気の置けない同級生の、女の子な部分に戸惑ってしまう。

「だ、大丈夫か？」

「あ……うん。……ありがと」

「ほら、転ぶと危ないから」

　慧輝は真緒の手を握って移動を再開する。

　男子に手を引かれながら、真緒は繫つながれた手をじっと見つめて、

「…………ほんと、桐生はずるい」

　こちらの気持ちに気づかないまま、不意打ちでドキドキさせてくる鈍感野郎に、不満と嬉うれしさのない交ぜになった感情を一言で表した。







　真ま緒おと普通のプールでひたすら泳いだあと、慧けい輝きはひとり温水プールへと足を運んだ。

　そこにいたのは、大きな浮き輪に体を預けた女の子。

　綺き麗れい好きで、お風呂が大好きな彼女ならきっとここにいるだろうと思っていた。

　浮き輪にもたれかかってプカプカ浮かびながら鼻歌を歌い、完全にリラックス状態で温水を楽しんでいる瑞みず葉はにプールサイドから声をかける。

「やっぱりここにいた」

「あれ？　兄さん？」

　兄に気づいた瑞葉は浮き輪から降り、歩いて近づいてくる。

　──なぜか、両手を背中の後ろに隠して。

「兄さんひとり？　他の子達は？」

「それぞれ単独行動中。南なん条じようはお腹なかが空すいたからフードコートにいくって言ってた」

「そっか。なら兄さんもおいでよ。なかなかいい感じだから」

「そうだな。せっかくだし……おお、あったかい」

　水深は慧輝のお腹くらいまでで、それほど深くない。

　今まで冷たいプールに入っていたから温水が心地よかった。

「そういえば、この水着、ありがとね」

「気に入ってくれた？」

「うん。可愛かわいくていいと思う」

「それはよかった。購入する時、死ぬほど恥ずかしい思いをした甲か斐いがある」

「兄さんは勇者だね」

「次は下着のプレゼントも検討している」

「うーん、さすがにそれはやめてほしいかな」

「あはは。だよなー」

　困ったように笑う瑞葉に、慧輝からも笑みがこぼれる。

　そんな仲のいい兄妹の光景は、兄の顔面を水が襲ったことで終わりを告げた。

「がぼぼぼぼぼぼぼぼぼっ!?　──な、なにごと!?」

　水が途切れたタイミングで状況を確認すると、いつの間にか瑞葉の手に、唯ゆい花か達が使っていたのと同じ大きな水鉄砲が握られていた。

「……瑞葉さん？　その水鉄砲はなんですか？」

「レンタルしたの。兄さんがきたら使おうと思って」

「なぜお兄ちゃんを狙ねらう？」

「むしゃくしゃしてやりました」

「遅れてきた反抗期!?」

「可愛かわいい妹をほったらかしにして、女の子達と遊んでた兄さんが悪いんです」

　唇を尖とがらせて、ぷいっと顔を背ける瑞みず葉は。

　こんなの、嫉しつ妬としてると自白しているようなものだ。

（……なんて可愛い生き物なんだろう）

　自分の妹の可愛さは世界一だと思うシスコン兄貴である。

「ちょっと抱きしめてもいいか？」

「ダメ。……でも、わたしとも遊んでくれたら許してあげます」

「もちろんだとも！」

「あ、でも、その前に浮き輪を取ってこないとだね」

　妹の視線の先には放置されたままの浮き輪。そのアイテムを回収するため、歩いて移動しようとした瑞葉が急に「痛っ!?」と声をあげ、顔を苦痛に歪ゆがませた。

「瑞葉？　どうした？」

「あぅ……足、つっちゃったみたい」

「大丈夫か？」

「うん……あんまり深くないプールでよかった」

　気丈に振る舞う瑞葉だが、その目には微かすかに涙が滲にじんでいる。

　瑞葉は昔から、周囲に心配をかけないように体調が悪くても我慢してしまう傾向があった。それは体の不調だけでなく、心に関しても同じで。

　熱を出した時とか、落ち込んでいる時とか、よく見ていないと気づけないのだ。

「ごめんね？　すぐ治ると思うから、待っててくれる？」

「ばか。そんな顔してる妹を、放ほうっておけるわけないだろ」

「え？　……わっ？」

　問答無用で瑞葉の体を抱き上げる。

　相手の肩と脚を腕で支える、いわゆるお姫様抱っこだ。

「兄さん、すごい」

「楽勝だ。瑞葉は軽いし」

「よかった。重いなんて言われたら、今夜からご飯がサラダだけになるところだった」

「過度なダイエットは体に悪いらしいぞ」

「……なんか、前にもこんなことあったね」

「前？」

「小さい頃ね、転んで怪け我がをした私を兄さんがおぶって運ぼうとしてね。子どもの力じゃどうしたってできっこないのに、それでも兄さんは諦あきらめなくて。けっきょく、父さん達が助けてくれたんだけど……その時のこと、急に思い出しちゃった」

「俺、ぜんぜん憶おぼえてない」

「ほんとに小さい頃だからね」

　囁ささやくように呟つぶやいて「ふふ」と、くすぐったそうに瑞みず葉はは笑う。

「昔は同じくらいだったのに、兄さんてばこんなに大きくなっちゃうんだもん。兄さんも男の子だもんね」

「瑞葉も大きくなっただろ。胸とかお尻とか」

「兄さんのえっち」

　他た愛あいのない話をしながら瑞葉を運び、プールの縁に座らせる。

「しばらく休んだほうがいいな。俺は浮き輪を取ってくるから」

「うん、ありがと。……あ、兄さん？」

「ん？」

　呼ばれて振り向くと、瑞葉がじっとこちらを見つめていた。

　頰ほおを赤くして。熱に浮かされたような潤んだ瞳で。

「瑞葉……？」

　可愛かわいい妹に至近距離で見つめられ、なぜだかドキドキしてしまう。

（……って、なに妹相手にドキドキしてるんだ、俺は？）

　瑞葉は何かを言いたそうにして、何度か口を開きかけ、また閉じてを繰り返す。

　伝えたいことがあるのに、言葉にするのを躊躇ためらっているようで、そのいじらしい仕草が更に慧けい輝きの鼓動を速くする。

「あのね、兄さん？　……わたし……わたしね？」

　ぎゅっと握った手を自分の胸に当て、意を決したように彼女が口を開く。




「兄さんが男の子を好きでも、大丈夫だから！」




「…………は？」

　時が──停止した。

「……すまん瑞葉、お兄ちゃん聞き逃してしまったみたいだ。もう一回言ってくれるか？」

「兄さんが男の子を好きでも大丈夫だから？」

「どういうことなの!?」

　愛する妹の中で、いつの間にか男が好きな人になっていた。

　唐突すぎる話の展開に頭がついていけない。

「今日ね、真ま緒おちゃんが描いたっていう漫画を見せてもらったの」

「え!?」

「まさか真ま緒おちゃんが漫画家さんだったなんて、びっくりした。すごく絵が上手なんだね」

「な、なんで瑞みず葉はが南なん条じようの漫画のことを……」

「あ、うん。水着のアドバイスをしたお礼にって、更衣室で朱と鷺き原はら先輩がくれたの」

「紗さ雪ゆきせんぱああああああい!?」

　今ほどあの立派なお尻を平手打ちしたいと思った時はない。

　どうやらあの巨乳には激しめのお仕置きが必要らしい。

　瑞葉には既に紗雪と唯ゆい花かの性癖を知られている。

　だが、真緒が腐女子だという真実だけは必死に隠してきた。

　自分がモデルのＢＬ漫画の存在を、可愛かわいい妹に知られたくなかったからだ。

（一生の不覚……まさか瑞葉に知られてしまうとは……っ！）

　慧けい輝きの葛かつ藤とうをよそに、瑞葉がぽっと頰ほおを赤く染める。

「ああいう本を見たのは初めてだけど、なんていうか、とても刺激的な世界でした」

「戻ってきて！　その新世界の扉は開けちゃダメ！」

　可愛い妹が真緒のように腐り果てる姿は絶対に見たくない。

（帰ったら同人誌を没収してシュレッダーにかけよう）

　真緒がもたらした腐の遺産は瑞葉には必要ないものだ。

　兄は妹を守るため、濃厚な同人誌を処分することを固く心に誓ったのだった。

「わたしは兄さんが男の子を好きでも偏見持ったりしないよ？　むしろ応援する」

「俺は至ってノーマル！　あの同人誌はフィクションだから！」

「でも朱鷺原先輩、兄さんがノリノリでモデルをやってるって言ってたよ？」

「よし、紗雪先輩はお仕置き確定だな」

　あの人の場合、むしろ悦よろこんで受け入れそうだが、このまま許すわけにはいかない。

　ドＭの痴ち女じよですら泣いて許しを乞こうような恐ろしいお仕置きを執行し、自身が犯した罪の重さを思い知らせる必要がある。

　※悲報、自分がモデルのＢＬ本の存在が妹にバレました。







　時刻は午後二時を回ったところ。

　遅めのランチを食べるため、書道部のメンバーは館内のフードコートに集まっていた。

　円形のテーブルに、慧輝から時計回りに紗雪、唯花、真緒、瑞葉の順番で座っているのだが、どことなく気まずい雰囲気が立ち込めていた。

「……」

「……」

「……」

　紗さ雪ゆきは、焼きそばを口に運びながらチラチラと横目に慧けい輝きを窺うかがい。

　唯ゆい花かは、クレープをちまちま食べながらチラチラと上目遣いに慧輝を見て。

　真ま緒おは、スマホを弄いじるフリをしながらやっぱり慧輝のことを確認している。

　つまりは、書道部の女子全員が慧輝を意識していた。

（……なんなんだ、この状況？）

　水着姿の可か憐れんな乙女達にじっと見られている謎なぞに慧輝は首を傾かしげる。

　言うまでもなく、プール内でＫ氏との間に起きたハプニングの数々が原因なのだが、当の本人は緊張状態の理由がわからず、落ち着かない様子でタコ焼きを口に運ぶ。

　そんな微妙な空気の中、右隣に座る瑞みず葉はが小声で兄に話しかける。

「……兄さん、みんなになにかしたの？」

「……いや、まったく身に覚えがないんだけど」

「そう？　──あ、兄さんもクレープ食べる？」

「じゃあ、ひと口だけ……はむっ。もぐもぐ」

「美お味いしい？」

「うん。美味しい」

「兄さん、ほっぺにクリームついてる」

「どこ？」

「ここ。拭ふいてあげるね」

「おお、ありがとう」

　慧輝の頰ほおについたクリームを瑞葉が紙ナプキンで拭き取る。

　はたから見たらカップルにしか思えない距離感はこの兄妹ならではのもので。

　シスコン兄貴と同様に、妹のほうもかなりブラコンが入っていることを示していて。

　そんなふたりの様子を見ていたメンバーは一様に呆あきれ顔がおだ。

「……どう見てもカップルね」

「……はたから見たら兄妹とは思えない感じですよね」

「……シスコン」

　紗雪と唯花と真緒が口々に思ったことを言う。

「はいはい、俺はシスコンですよ。瑞葉を世界でいちばん愛してます」

「兄さん、そういうの、みんなの前だと恥ずかしい……」

　恥ずかしいと言いつつ、まんざらでもなさそうにはにかむ妹が可愛かわいすぎて辛つらい。

　そんな兄妹を見る他の三人の視線が氷のように冷たくなっていく。

「……妹さんのブラコンも相当ね」

「……ご馳ち走そう様さまです」

「……あれ？　瑞葉を男おとこの娘こにすれば萌もえるかも？」

「ちょっと待て。最後のやつは聞き捨てならない」

「プロフィールはケーキの弟ってことにして、名前は『瑞みず樹き』で一人称を〝ボク〟にすれば……フフ……腐腐腐腐腐腐」

「戻ってこい！　ボーイズラブの世界から！」

　瑞みず葉はまでＢＬ漫画のモデルにされるのは容認できない。

　瑞葉をモデルにした弟キャラとか、それはもう可愛かわいい美少年になるのだろうが、ケーキと濃厚な感じに絡み合うのかと思うと倫理的にアウトである。

　慧けい輝き達が賑にぎやかに食事をしていると〝ピンポンパンポーン〟と、気の抜けたチャイム音が鳴り、女性の声で館内放送が入った。

『──本日十五時より、館内特設ステージにて来場者参加型のイベント大会を開催致します。優勝者には豪華賞品もございます。皆様、ぜひお越しくださいませ』

　最後にもう一度同じアナウンスが繰り返され、館内放送が終わる。

「へえ、イベントなんてあるんだな」

「そのようね。皆で観みにいきましょうか」

「えー？　唯ゆい花かはあんまり興味ないです」

「あたしもあんまり興味ないかなー」

　本と慧輝以外に興味のない唯花と、ＢＬ以外は基本的に興味のない真ま緒おが揃そろって消極的な意思表明をする。

　瑞葉は特に意見もないのか黙々とクレープを食べていた。

　その時、何やら聞き覚えのある声が慧輝の耳に届いた。

「──イベントに参加しませんか？　イベントに参加しませんか？」

　視線を移すと、そこにいたのは、柔らかそうな髪をふたつのおさげにした小さな女の子。

　スク水姿の彼女はチラシを手に、通りかかる女性客に一生懸命に声をかけている。

「イベントに────あ？　ああああああああっ!?」

　女の子は慧輝と目が合うと、数年ぶりに飼い主ぬしと出会った犬のように駆け寄ってきて、タックルのごとき衝撃を引き連れて慧輝の胸に飛び込んだ。

「ぐはあっ!?　ちょっ、なに!?」

「桐生きりゆうくん！　助けてください！」

「え？　こ、小こ春はる先輩!?」

　女の子の正体は、スクール水着に身を包んだ鳳おおとり小春（高三）だった。

　相変わらず小さくて愛くるしく、控えめに言って小学生にしか見えない。

　胸のゼッケンに書かれた『こはる』の文字が小学生っぽさに拍車をかけている。

「慧輝先輩、その子は誰ですか？」

「ああ、唯花ちゃんは知らないよな。こちら、俺達と同じ学校の鳳小春さん。こう見えて三年生の先輩だ」

「え、ほんとですか？　唯ゆい花かより小さいですけど……」

「秋あき山やまとよく一緒にいる子だよね？　先輩とは思わなかったけど……」

　まじまじと小こ春はるを見つめる唯花と真ま緒お。

　慧けい輝きから離れた小春がぺこりと頭を下げる。

「初めまして。鳳おおとり小春です。桐生きりゆうくんの言う通り、こう見えて三年生です」

　小春は慧輝を通して書道部のメンバーのことをある程度知っているが、同級生である紗さ雪ゆき以外の女子部員とは初の顔合わせとなる。

　軽く挨あい拶さつを済ませたところで慧輝が話を戻す。

「それで小春先輩、助けてってどういうことですか？」

「実はわたくし、このプールでバイトをしているのですが」

「バイト？　小春先輩って確か社長令嬢ですよね？　バイトなんて必要あるんですか？」

「いえ、その……実はプレゼントを贈りたい男の子がいるので……」

「ああ、なるほど」

　要は、自分で稼いだお金で翔しよう馬まにプレゼントを贈りたいのだ。翔馬が羨うらやましい。

「それでその、バイトの初日でいきなりイベントの運営を任されてしまったのですが、参加希望者がぜんぜん集まらないんです！　小春は今、マッチ売りの少女の気分ですぅ！」

「あー……」

　それはせつない。

　寒空の下を練り歩く少女の、誰もマッチを買ってくれない悲しみは同情に値する。

　チラシを手に募集をかけても誰も集まってくれない小春の悲しみも相当なものだろう。

「俺はイベントとか詳しくないんだけど、参加者ってそんなに集まらないものなんですか？」

　慧輝の質問に小春は顔を曇らせる。

「おそらくですが、優勝賞品があまりにも残念なのが原因だと思うのです」

「優勝賞品って？」

「台所用洗剤一本です」

「しょっぼ!?」

　想像を遥はるかに超えるしょぼさだった。

　話を聞いていた唯花も微妙な顔をする。

「そんなのじゃ集まらないのは当然です」

「ですよね……。せめて十本だったらよかったのですが」

「そういう問題でもないような……」

　葬式のような空気の中、真緒が何かに気づいたように口を開く。

「あれ？　でもさっき、館内放送入ってなかった？　参加者が集まってないのに」

「そうなのです。担当の人が、参加者がいなくても開催するって言い出して。このまま誰も参加してくれないと、わたくしがひとりでイベントを盛り上げないといけなくて……」

　どうやら小こ春はるは本当に困っているらしい。

　知らない仲でもないし、友人の彼女（仮）でもある小春のことを放ほうってはおけない。

「あー……じゃあ俺が参加しましょうか？」

「残念ですが、参加できるのは女の子だけなのです」

「まさか女子限定だとは思わなかった……それだと俺は無理ですね」

「あ、でも、ビキニで女装していただければなんとか」

「さすがに嫌ですよ」

　唯ゆい花かにバニー衣装を着せられた悪夢がよみがえる。あの悲劇を繰り返してはいけない。

「なら、私達が参加しましょうか？」

　助け舟を出したのは紗さ雪ゆきだった。

「ほ、本当ですか？　朱と鷺き原はらさん、参加してくれるのですか？」

「ええ。私だけじゃなく、書道部の女子全員で参加するわ」

「ちょっと魔女先輩!?　なに勝手に決めてるんですか!?」

「なにそれ、聞いてないんだけど！」

　勝手に頭数に入れられて怒る唯花と真ま緒お。

　当然の抗議も素知らぬ顔で受け流し、黒髪の上級生はもうひとりの女子に視線を送る。

「せっかくだから、瑞みず葉はさんも参加してみない？」

「わたしも？」

　いきなり白羽の矢を立てられてキョトンとする瑞葉。

　最愛の妹まで巻き込まれるとあっては慧けい輝きも黙っていられない。

「ちょっと紗雪先輩、参加するって言っても、まだどんなイベントかもわからないじゃないですか。水着コンテストみたいな不健全なやつだったら瑞葉は参加させませんよ？」

「シスコンお兄さんは過保護ね。鳳おおとりさん、イベントの概要を説明してもらえるかしら？」

「もちろんです」

　スク水少女が頷うなずき、皆の前で説明を始める。

「このイベントはいかがわしいものではありません。至って健全な夏らしい企画で、たとえるなら女子力を競い合う乙女の戦争！　それがこのイベントなのです！」

　高らかに歌い上げ、小春は手にしていたチラシをバン！　とテーブルに置いた。

　そこには『ドキッ☆可愛かわいい女の子大集合！　萌もえ萌え告白大会！』の見出しが。

「観客席に意中の男の子がいると想定し、いかに萌える愛の告白ができるかを競い合う、女の子達によるエア告白大会なのです！」

「なんか、安っぽいイベントだな……」

　投げやりに企画した感が半端ない陳腐なコンセプトが不安を煽あおる。

　というか、参加者が集まらないのはイベント内容が原因なのではないだろうか。

「唯ゆい花か、そんなの出たくないんですけど……」

「あたし、急に帰りたくなってきた……」

　唯花と真ま緒おが不満を訴え、

「こんな恥ずかしいイベントに参加するなんて、罰ゲームみたいでゾクゾクしちゃうわ」

「それで悦よろこべるのは紗さ雪ゆき先輩だけだから」

　持ち前のマゾっ気を発揮する紗雪に慧けい輝きが突っ込んだ。

「もう、皆わがままね。──じゃあ、こういうのはどうかしら？　イベントの優勝者には慧輝君に一度だけ、なんでも命令できちゃう絶対命令権を進呈するわ」

「えっ!?　俺!?」

　紗雪の提案に、女子達の目の色が変わった。

「唯花、参加します！」

「あたしも参加しよっと」

「当然、私も参加するわ」

「兄さんが賞品になるなら、わたしも参加しようかな」

　新たな優勝賞品の追加により、女の子達のモチベーションは急上昇。

　こうして女子メンバー全員のイベント参加が決定した。







　普段は子ども向けのヒーローショーなどを行っているというステージは、思っていたよりも立派だった。

　女子メンバーを送り出したあと、慧輝はステージ前に設置された長椅い子すに座ってイベントの開始を待っていた。

　会場の入りはまずまずといったところで、席はほぼ埋まっている状態だ。

　ほとんどが男性客なのはイベントの趣旨が要因だろう。

　そして十五時ジャスト、司会者と思われる人影がステージに登壇した。

「皆さん、こんにちは！　本日はお集まりいただき、ありがとうございます！」

　マイクを手に、スクール水着姿で現れたのはやけに小柄で、子どもっぽい女の子。

「司会はわたくし、鳳おおとり小こ春はるが務めさせていただきます！」

　小春ちゃんの登場に、観客から「小学生を働かせるなー」とか「労働法違反だぞー」とか「やっぱりロリは最高だぜ」とか聞こえてくる。

　こんなところにも翔しよう馬まの同類がいるらしい。この国の未来は大丈夫なのだろうか。

「わたくしはこれでも高校生なのです！　来年には大学生なのですよ！」

　童顔の少女がぷんぷん怒りながら、噓うそのような本当のことを喋しやべっている。

　小こ春はるのトークで場が温まったところで、さっそく参加者がステージに上がる。

　水着姿の紗さ雪ゆき、唯ゆい花か、真ま緒お、瑞みず葉はの四人。

　四人の美少女の登場に会場が少なからずざわめいた。

　そこで参加者のひとりである紗雪が司会者に声をかける。

「それにしても鳳おおとりさん、スク水がありえないくらいよく似合うわね」

「ありがとうございます。よかったら朱と鷺き原はらさんも着てみますか？」

「私が着たら犯罪臭がするからダメよ」

　その意見には慧けい輝きも全力で同意する。

「確かに紗雪先輩の胸でスク水はアウトだよな……」

　一部の発育がよすぎる紗雪がスク水など着ようものなら、その姿を見た全ての男子が鼻から血を流して地に倒れ伏すことだろう。

「さて、本日のイベントは女の子達による告白大会です！　ルールは簡単。会場に好きな男の子がいると思って、この場で告白しちゃいましょう！　審査員は観客の皆様です！　皆様の声を機械で計測、最も高い点数を出した女の子が優勝となります！」

「なるほど、わかりやすいな」

　観客の反応を機械で数値化。

　つまり最も男心をくすぐる、グッっとくる告白をした女の子が勝つということ。

　審査員の心象が影響しない、極めて公平なルールと言える。

「イベントの優勝賞品は、先日発売したばかりの最新台所用洗剤一本です！」

「「「「「しょっぼ!?」」」」」

　その場の全員が思わず突っ込んでしまうほど残念な賞品である。最新だからなんだというのか。盛り上がっていた会場が急激にトーンダウン。当然だ。

　賞品のしょぼさは小春も理解していて、頰ほおを搔かきながらフォローを入れる。

「こう言ってはなんですが、賞品があまりにも残念なため最初は応募者がぜんぜん集まらなかったのです。でも、締め切り直前に、こんなに可愛かわいい女の子が四人もエントリーしてくれました！」

　このフォローで観客から拍手があがり、場の雰囲気が再び温まる。

　初めてのバイトとは思えない小春の立ち回りに、慧輝も拍手を送った。

「それではさっそく参りましょう！　エントリーナンバー一番！　才色兼備の黒髪美女、朱鷺原紗雪さんです！」

　紹介された紗雪がステージの最前線に出る。

　腰まで届く長い黒髪に、抜群のプロポーションを持つ美少女の姿に観客が沸き立つ。

「まずは自己紹介からいってみましょうか」

「朱と鷺き原はら紗さ雪ゆきです。高校三年生で、学校では書道部の部長をしています」

「朱鷺原さんは、書道コンクールで特選に選ばれるくらいの実力なのですよね？　そんな朱鷺原さんが告白したい男の子は誰ですか？」

「部活の後輩よ。ひとつ年下の男の子なのだけど、とてもかわいいの。からかうと素直に顔を赤くしてくれるし、いつも優しくしてくれるから大好きなの」

　参加者の水着に小型マイクが取り付けられているらしく、紗雪の綺き麗れいな声がスピーカーから溢あふれ出だし、溢れるような感情と共に慧けい輝きの中に染み込んでいく。

「紗雪先輩め……大好きなんて言われたら、また勘違いしちゃうだろ」

　今まで何度も期待させられ、粉々に打ち砕かれてきたのに、それでも思わせぶりなことを言われると期待せずにはいられない。

　憧あこがれの先輩が自分のことを好きかもしれないと思うと、やっぱり胸が高鳴ってしまう。

「それでは告白タイムです。後輩くんに向けてその想おもいをぶつけちゃってください！」

「わかったわ……」

　紗雪は目を閉じ、大きく息を吸う。

　そして両腕を使って自慢の胸を持ち上げ、巨乳をこれでもかと強調すると、妖よう艶えんな視線を観客席へと向けた。

　というか──明らかに慧輝へと向けた。




「私の気持ちを受け入れてくれるなら、私の全部をあなたにあげるわ！」




　その瞬間、会場の男性客がみんな前まえ屈かがみになった。

　数秒の沈黙のあと、男達の獣のような歓声が館内に木霊こだまする。

　かなりの声が集まり、設置された電子表示板が紗雪の点数を弾き出す。

「九十二点！　これはすごい！　いきなり九十点台が出ました！　男性の欲望を的確に刺激するあざとさに乾杯です！」

「司会の発言に悪意を感じるのは気のせいかしら……」

「気のせいなのです。ところで、こんな美人さんに想ってもらえる〝後輩くん〟は幸せ者ですね。羨うらやましい限りです」

　もちろん小こ春はるは〝後輩くん〟の正体を知っているが、会場を盛り上げるために事情は知らないという設定でイベントを進行する。

　紗雪の告白で盛り上がる観客とは裏腹に、慧輝としては複雑な心境だ。

「翻訳すると〝ご主人様になってください〟って意味なんだよな……」

　事情を知らなければグッとくること間違いなしの台詞せりふも、その裏側には「ペットにしてほしい」というアブノーマルな願いが込められている。

　ただ、その願いが真剣だということも慧けい輝きは既に知っている。

　紗さ雪ゆきの告白に、多少なりともドキドキしてしまったのは不可抗力と言えるだろう。

「それでは次に参りましょう。エントリーナンバー二番！　金髪碧へき眼がんのクォーター美少女、古こ賀が唯ゆい花かさんです！」

　金色の髪と青い瞳。

　小さな体に異国の色をちりばめた、天使のような女の子の登場に会場の熱が上昇する。

　視線を浴びた唯花は居心地が悪そうに身じろぎをした。

「うー、唯花は見世物じゃないんですけど……」

「古賀さんは図書委員なのですよね？」

「え、どうして知ってるんですか？」

「鳳おおとりさんはなんでも知っているのです。うーん……それにしても古賀さんは本当に可愛かわいいですね。小さいし。……できるだけ翔しよう馬まくんに近づけないようにしなくては……」

「え……？」

　小声で呟つぶやかれた小こ春はるの台詞せりふに戸惑う唯花。

　小柄で発育も控えめな唯花は翔馬の射程圏内にあるため、小春が警戒するのも無理のないことだった。

「こほん。それはともかく、古賀さんが気になっているのはどんな男の子なのですか？」

「えっと……同じ委員会の先輩なんですけど。面倒見がよくて、委員会の仕事も丁寧に教えてくれました。それに、唯花が男の人に迫られて困っていた時、唯花の手を引いて助け出してくれたんです」

　その時のことを思い出したのか、嬉うれしそうにはにかむ唯花。

　けれど、次の瞬間には悲しげな表情に塗り替わる。

「でも、先輩の周りには可愛い女の子ばかりで、他の人に鼻の下を伸ばしてるのを見るとすごく嫌な気持ちになるんです。だから今日は先輩に言いたいことがあります！」

　高らかに宣言した唯花の、その青い瞳がまっすぐに慧輝を射貫く。




「先輩！　唯花以外の子に尻尾しつぽを振ったら、承知しませんからね！」




　天使の唇が奏でたのは〝先輩〟の所有権を主張する強気な告白。

　観客席から、割れんばかりの歓声があがる。

「さて、古賀さんの得点は──おおっと！　九十五点！　朱と鷺き原はらさんの点数を超えました！　見た目のキュートさとは裏腹な強気な告白がギャップ萌もえだった模様です。こんなに可愛い女の子に告白されるなんて、その〝先輩さん〟がとても羨うらやましいですね！」

　小こ春はるの総評に「そうだそうだー」「リア充じゆうは爆発しろー」「唯ゆい花かたんとツイスターゲームがしたいお。ハァハァ」などの声が沸き起こる。最後の奴は速やかに逮捕したほうがいい。

　そして唯花の告白を「悪くないかも？」と思ってしまった自分も逮捕してほしい。

「ふふふ。唯花の勝ちですね、魔女先輩？」

「まだわからないわよ。最後にミラクルが起きて私の点数がアップするかもしれないわ」

「そんなクイズ番組のボーナス問題みたいなのはないです」

　ステージ奥に下がった唯花が紗さ雪ゆきと仲良く言い争いを始めているが、イベントは順調に進行していく。

「さてさて、どんどん参りましょう。お次はエントリーナンバー三番！　サイドテールのツンデレギャル、南なん条じよう真ま緒おさんです！」

「あたし、ツンデレじゃないんだけど」

「その反応が既にツンデレですね」

「ええー……」

「ほらほら南条さん、自己紹介ですよ」

「あ、えっと……どうも。南条真緒です」

「南条さんはとっても絵が上手なんですよね？」

「なんで知ってるの……」

「南条さんが気になっているのは、どんな男の子なのですか？」

「えーっと……そいつはクラスメートで友達なんだけど。なんていうか、一緒にいて楽しい奴？　みたいな。けど、あたしにとってそいつは単なる友達ってだけじゃなくて、人生における大切な存在っていうか……ああっ、もうっ！」

　話してるうちに恥ずかしくなったのだろう。

　珍しく照れているらしい真緒は赤い顔で髪を搔かきむしる。

「と、とにかく、あたしが言いたいのは──」

　顔を上げた真緒が、慧けい輝きを指差して言い放はなつ。




「あたしはアンタのことしか見てないからね！　ってこと！」




　それはまさにツンデレが炸さく裂れつした瞬間だった。

　王道は王道だからこそ素晴らしい。

　不純物の混じっていない純度百パーセントのツンデレは観客を大いに沸かせた。

「おおっと！　なんと九十八点！　大会記録に並ぶ高得点です！」

「この大会、過去にもあったのか……」

　高得点よりもそちらのほうが驚きである。

「しかし情熱的な告白でしたね！　わたくしも意中の男の子に〝お前しか見ていない〟って言われてみたいのです！」

　小こ春はるの言う通り確かに情熱的ではあるのだが、

「南なん条じようの場合、ＢＬ漫画のサンプルとして見てますって意味だからな……」

　真ま緒おみたいなギャルが男どうしの濃厚なラブの世界を愛する変態だとは誰も思うまい。

　たまに感じる熱い視線が好意ではなく、ＢＬ的な好奇心によるもので、ＢＬ漫画のモデルにされていたと知った時の絶望感は計り知れない。

「……まあ、それでもちょっとドキッとしちゃったけど」

　事情を知らずに今の告白をされたらハートを撃ち抜かれていたかもしれない。

　ツンデレがデレた時の破壊力は凄すさまじいものがある。

　書道部三人の告白が終わり、とうとう最後の女の子の番がやってきた。

「次が最後の挑戦者なのです！　エントリーナンバー四番！　世界で一番キュートな妹、桐生きりゆう瑞みず葉はさんです！」

「あ、どもです。桐生瑞葉です」

「桐生さんは家事が得意なのですよね？　家庭的な女の子って憧あこがれちゃいます。そんな桐生さんが気になっているのはどんな男の子なのですか？」

「ええっと……わたしには兄がいるんです。わたしのことをすごく可愛かわいがってくれるんだけど、たまにシスコンすぎて困ることもあるんですよね」

　歯に衣きぬ着きせぬ物言いに、観客席から温かい笑いが漏れる。

「でも、わたしの料理を美お味いしいって言ってくれて、こわいテレビを観みた時とか一緒の布団で眠ってくれて、そういうなんでもない優しさが、なんだかすごく愛いとおしくて──」

　思い出を嚙かみしめるように口にして彼女は微笑ほほえむ。

「そんな兄さんのことが、わたしは──」

　瑞葉の瞳が、はっきりと慧けい輝きに向けられて。




「わたしは、兄さんが大好き！　……だよ？」




　投下されたのは、飾り気のないストレートな告白。

　その瞬間、大地を震わさんばかりの歓声が轟とどろき、会場は熱狂の渦に包まれた。

　男達の『うぉおおおおおおおっ!!』という雄お叫たけびはプールの外まで漏れていたという。

　このイベントの観客は馬鹿ばかりだった。

「百二十点!?　計測器の限界を超えた大会新記録が出ました！」

「おお……わたし、もしかしてすごい？」

「お兄さんのことが大好きな女の子、可愛いですよね！　というわけで、優勝者は桐生瑞葉さんです！　皆様、彼女に盛大な拍手をお願いします！」

　盛り上がる会場の中、慧けい輝きは嬉うれしいやら照れくさいやらでステージを直視することができず、項垂うなだれるような体勢で悶もだえていた。

「だから……妹相手に何をドキドキしてるんだ、俺は……」

　今の瑞みず葉はの告白は、あくまで家族に向けた愛情表現だ。

　それを理解している兄を一撃で撃沈してしまうくらい彼女の告白の威力は絶大だった。

　こうして、まさかの大会新記録を叩たたき出だし、桐生きりゆう瑞葉は優勝したのである。





　　　　　　◇






　屋内プールの館内。二階へと続く階段の途中。その踊り場に瑞葉の姿があった。

　全面ガラス張りの踊り場からは外の景色が見渡せる。

　水着から制服に着替えた瑞葉は、赤く滲にじみ出だした空と、夕ゆう陽ひに染まる街並みをじっと見つめていた。

　名前を呼ぶと、まだ少し濡ぬれている髪を揺らして彼女が振り返る。

「バス、もうちょっと待たないとだってさ」

「そっか」

　短く答えて、瑞葉は思い出したように笑う。

「プール、楽しかったね」

「ああ」

「イベントも盛り上がったし」

「まさか瑞葉が優勝するとは思わなかったけどな」

「わたしの告白、どうだった？　シスコンの兄さんとしては？」

「ん、まぁそりゃ……めちゃくちゃ嬉しかった」

　同じ学校の制服を着た兄妹は、思い出となったばかりの今日の出来事を振り返る。

「優勝賞品の命令権はそのうち使わせてもらうね？」

「お手柔らかに頼む」

　書道部の変態娘達と違い、瑞葉なら変なことにはならないだろう。

「兄さんは、みんなのところにいなくていいの？」

「いいんだ。今は、瑞葉と話がしたい」

「？　兄さん？」

　兄の微かすかな異変を、敏感に感じ取った瑞葉が首を傾かしげる。

「──瑞葉、ごめん。先に謝っておく」

「え？」

　瑞みず葉はが反応を起こす前に、慧けい輝きは彼女のスカートをめくった。

　躊ちゆう躇ちよなく、世界で最も愛している女の子に、人として恥ずべき行為を実行した。

　兄の魔の手にかかり、ふわりと舞い踊る桃色のスカート。

　彼女にとってはまったく想定外の出来事で、まるで対応することができず、手で押さえるという基本的な抵抗すらできずに下着を晒さらす結果となった。

　下着が現れたのは一瞬のことで、再びスカートによって隠される。

　けれど、その一瞬だけで充分だった。

「やっぱり……」

　見間違えるはずがない。

　ラブレターを見つけた日から、何度も見て脳裏に焼き付いたそのパンツを。

　彼女が穿はいていた下着は、紛まぎれもなく書道部の部室に残されていた純白のパンツで。

　それを穿いているということが何を意味するのか、もはや考えるまでもない。

「瑞葉──お前が、ラブレターの差出人だったんだな」

　スカートをめくられて怒るでもなく、彼女はどこか寂しそうに微笑ほほえんで、

「……見つかっちゃった」

　自身がラブレターを書いた本人であることを認めた。
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　なぜ桐生きりゆう瑞みず葉はがこのタイミングで純白のパンツを穿はいていたのか説明しよう。

　シンデレラの視点で考えてみればいい。

　彼女は慧けい輝きの部屋から純白のパンツを持ち去った。

　そのあとは当然、パンツを保管する場所を考えただろう。

　なら、最も有効的な隠し場所はどこか？

　自分の部屋なら比較的安全だと思ったはずだ。

　しかし、シンデレラ自身が慧輝の部屋からパンツを持ち出している。自分の部屋の中に隠しても絶対に安心できるわけではないと、誰よりも理解していたはずだ。

　ならばどうするか？

　答えは簡単だ。単純に、常に肌身離さず持ち歩いていればいい。

　季節は夏。女子高生が予備の下着を持ち歩くことは特に不自然なことではない。

　女子のパンツは小さくて軽いし、鞄かばんに入れてもかさばることはない。

　そこまで考えた慧輝は計画を立てた。

　登校日に皆でプールにいく予定を組み、瑞葉にだけは直前まで何も知らせなかった。

　行き先どころか、そんな予定があることすら伝えなかったのにはもちろん意味がある。

　サプライズで水着のプレゼントを用意したのも計画のうち。

　その目的は彼女に〝シンデレラのパンツ〟を穿かせること。

　プールで遊んだあとは、当然だが制服に着替え直すことになる。

　そしてその時、事前にプールのことを知らされていなかった瑞葉が替えの下着を準備しているはずがない。──鞄の中に隠し持っている、シンデレラのパンツ以外は。

　ここで彼女は選択を迫られることになる。

　それまで穿いていた使用済みのパンツを再び穿くか。

　それとも、使用していないシンデレラのパンツを穿くか。

　綺き麗れい好きの瑞葉は当然、使用済みのパンツを穿き直すことを嫌がるだろう。

　男の慧輝だって一度脱いだパンツを穿き直すのは抵抗がある。

　誰だって夏の暑さで蒸れたパンツを穿き直したくはない。

　年頃の女の子ならなおさらだ。

　もしも瑞葉がシンデレラで、あの純白のパンツを常に持ち歩いているのだとしたら、このタイミングでそれを着用する確率は極めて高いと推測した。

　そしてその推測は見事に的中したわけだ。

「今日のことぜんぶ、わたしにこのパンツを穿かせるためだったんだね」

「こうでもしないと、正体を明かしてくれないからな」

　屋内プールの館内、階段の踊り場で、スカートの中を暴かれたシンデレラは王子にひとつの疑問を投げかける。

「どうして、わたしだってわかったの？」

「この写真だよ」

　ポケットから取り出したのは、小こ春はるが撮影した一枚の写真。

　部活に精を出す翔しよう馬まを撮ったその写真の奥には、学校の前庭を歩く瑞みず葉はの姿が小さく、しかしはっきりと写っていた。

「これは、俺が部室でラブレターを見つけた日に撮られたものだ。撮影時刻は十七時五十分。部室の戸締まりを終えた俺が下校したあとだな」

　そう。この撮影時刻こそ、シンデレラの正体を解き明かした鍵。

「あの日、部室の掃除が終わったのは午後五時過ぎ。掃除に参加した女子は全員、先に帰ったはずだった。それなのに、瑞葉はどうしてこんな時間に学校にいたんだろうな？」

　掃除をして墨まみれになった瑞葉はシャワーを浴びるために先に帰ると言っていた。

　だが、実際には慧けい輝きのほうが先に帰宅していたのだ。

　家の鍵を開けた兄は自室に直行し、ラブレターを見つめては悶もだえ転げていたため、妹が帰っていないことに気づかなかった。

「考えられる理由はひとつ。掃除が終わったあと、最後まで部室に残っていたのは紗さ雪ゆき先輩じゃなかったんだ。テーブルに手紙を置き、ロッカーの中に身を潜ひそめ、俺が戸締まりしたドアの鍵を内側から開けて出ていった犯人は瑞葉だ」

　あの日、部室に最後まで残っていたのは紗雪ではなく、瑞葉だった。

　彼女は、最後に部室を出たのは紗雪だと噓うそをついたのだ。

　家族なら慧輝の部屋からパンツを持ち出すのも簡単だっただろう。

「どんなに探しても見つからないはずだよな。シンデレラを最初に候補から外してしまったんだから」

　唯ゆい花かに教えた数学の問題と同じ。

　どうしても答えが出ない時は解き方の前提が間違っている。

　桐生きりゆう瑞葉は妹だからシンデレラじゃないという、間違えた前提で探していたから今まで見つけることができなかった。

「兄さんの言ってること、ぜんぶ正解。わたしがラブレターをあそこに置いたの。わたしの気持ちが、兄さんに届けばいいと思って」

　語られるのは、あの日の彼女の感情。

「でも、同時にこわくもあった。兄さんに気持ちを伝えるのが。今まで通り、仲のいい兄妹でいられなくなるのが、こわかった」

「……だから、自分の名前を書かなかったのか？」

「どうかな？　もしかしたらわたしは、追いかけてほしかったのかも。差出人が誰かわからなくすることで、好きな男の子に、わたしだけを見てほしかったのかもね」

「…………」

　瑞みず葉はの自じ嘲ちようめいた独白に何も言えなくなる。

「……ね、兄さん？」

　優しい雨音のような声が遠慮がちに鳴り響く。

「わたしは、あなたが好きです」

　紡がれたのは、ラブレターにも綴つづられていた、素っ気なくも健けな気げな愛の告白。

　鈍感な慧けい輝きでもさすがにわかる。

　瑞葉は妹としてではなく、ひとりの女の子として、慧輝のことが好きだと言ったのだ。

「優しいところも。甘やかしてくれるところも。なんにでも一生懸命なところも。不器用なところも。ぜんぶ、ぜんぶ好きです」

　とろけるほど甘い気持ちを口にして、彼女はじっと慧輝を見つめる。

「兄さん……」

　それは、完全に恋する乙女の表情で。

　微かに潤んだ瞳で見つめられ、咄とつ嗟さに視線を逸そらしてしまう。

（……うわぁ……なんだこれ。すげえ断りづらいんだけど……）

　実は、今日の慧輝にはシンデレラを特定する以外にもうひとつ目的があった。

　ラブレターの答えとして、お断りの返事をするためにこの場を訪れていたのである。

　シンデレラの正体が瑞葉だとわかった時から返事は決めていた。

　もちろん瑞葉のことは好きだし愛している。

　だがそれは兄として家族に向けた愛情で、それ以上でも以下でもない。

　いくら絶賛恋人募集中の身とはいえ血の繫つながった妹は倫理的にアウト。

　妹を異性として見ることはできないし、恋愛対象にはならない。

　それが慧輝の出した結論だった。

「……瑞葉の気持ちは嬉うれしいよ。……でも……俺達は……」

　言葉が途切れたのは、罪悪感で心が張り裂けそうになったから。

　誰かの好意を踏みにじるのが、こんなにも痛いものだとは思わなかった。

「……わたし達は兄妹だから、恋愛感情を抱いだくのは間違ってる？」

　途切れてしまった言葉を瑞葉が引き継ぎ、慧輝は頷うなずく。

「……ああ、間違ってると思う」

　妹が兄に恋愛感情を抱くのが一般的だとは思えない。

　子どもの頃なら笑い話で済まされるが、あいにく瑞葉は高校生だ。

　ちゃんと誰か別の異性を好きになって、普通の幸せを手に入れるべきだと思う。

「…………間違ってなんかないよ」

「瑞みず葉は……？」

　冷たく沈んだ声に視線を戻すと、怒ったような、泣いているような顔の瑞葉がいて。

「兄さん？　わたしと兄さんは、同い年の兄妹だよね？」

「ん？　ああ、うん。そうだけど……」

　今、瑞葉が着ている制服のリボンはベージュ。

　瑞葉達女子の制服は、冬服はスカートが、夏服はリボンが学年ごとに色分けされる。

　ベージュは真ま緒おや彩あや乃のと同じ、二年生であることを示す色だ。

　それが、唯ゆい花かが瑞葉のことを『瑞葉先輩』と呼ぶ理由。

　慧けい輝きと瑞葉は同い年の兄妹なのだ。

　けれど、その話をこのタイミングでする意図が摑つかめない。

「兄さんの誕生日はいつだっけ？」

「十月十一日」

「だよね。わたしは三月三日生まれ」

「それがどうかしたのか？」

「おかしいと思わない？　わたし達は同い年の兄妹なのに、たったの五ヶ月しか誕生日が離れてないなんて」

「え？　それって、父さん達が頑張ったからじゃないのか？」

「頑張っても無理なものは無理だから。兄さんも保健の授業で習ったはずだよ？　女の人が妊娠してから子どもが生まれるまで、十ヶ月はかかるの」

「…………」

　確かに昔、保健の授業で習った記憶がある。

　女性が妊娠してから出産するまでの期間はおよそ十ヶ月だという。

　同い年の兄妹なら、少なくとも十ヶ月は誕生日が離れていないといけないのに、慧輝と瑞葉はその半分の五ヶ月しか違わない。

　それは、今まで疑問に思わなかったのが異常なくらい大きな矛盾で──

「……え？　あれ？　でも、だって……それって……どういう……」

　その矛盾が示す意味をたどろうとすると、心臓が痛いくらいに早鐘を打つ。

　答えは既に出ているのに、それを認めるのがこわくて、目を背けているような息苦しい感覚が胸の奥でぐるぐると渦を巻く。

「兄さん……」

　そんな慧輝の目の前に、瑞葉が静かに進み出た。

　プールの備品だろうか、鼻をくすぐったのは、いつもと違うシャンプーの香り。

　吐息の気配すら感じ取れそうな距離で彼女は口を開く。

「わたしも、先に謝っておくね？」

「え……？」

　それは一瞬の出来事で──気づいた時には手遅れだった。

　夕ゆう陽ひに照らされた階段の踊り場で、慧けい輝きは妹に唇を奪われた。

　距離を詰め、踵かかとを上げた瑞みず葉はが、慧輝の唇に自分のそれを押しつけたのだ。

「──、──っ」

　心臓が跳ね上がり、顔が火傷やけどしたように熱くなる。

　女の子の唇は、信じられないくらい柔らかくて。

　妹とキスしているというアブノーマルな状況に頭がクラクラした。

　慣れていないのがまるわかりな、勢いに任せて触れ合わせただけの拙つたないキス。

　けれどそのキスは、兄妹の関係を壊す決定的な一撃で。

　実際には数秒の、永遠のように感じられた時間が終わり。

　重なっていた唇が、名な残ごり惜おしそうに離れていく。

　呆ぼう然ぜんとする慧輝の前で、寂しげに目を伏せた瑞葉が囁ささやくように言う。

「……間違ってなんか、ないよ」

　小さな声は、けれどもはっきりと耳に届いた。

「わたしの、兄さんに対する気持ちは、なにひとつ間違ってなんかない」

　言い聞かせるような口調は、誰に対してのものだったのか。

「だって──」

　顔を上げたシンデレラが告げたのは、王子のこれまでの認識を根底から覆くつがえす真実。




「わたしと兄さんは、本当の兄妹じゃないんだから」





あとがき




　※ネタバレを含みますので本編未読の方はご注意ください。

　というわけで『可愛かわいければ変態でも好きになってくれますか？』三巻です。

　今回は変態成分抑えめかなと思いましたが、思い返してみると先輩がトランクスを穿はいてたり、後輩に頭を踏まれたり、同級生のお尻に棒状のものを押しつけたり、いろいろやらかしてましたね。極めつけは唯ゆい花かちゃんのあのシーン……よく原稿が通ったものです。

　さて、シリーズ三冊目にして〝シンデレラ〟の正体が明かされました。

　一巻二巻と伏線はいくつもあったので、とっくに気づいていたという方もいると思いますが〝彼女〟がシンデレラなのでした。

　シリーズが始動する前からシンデレラは〝彼女〟と決まっていましたが、ほぼ当初に想定していた通りに正体を明かすことができて作者としては嬉うれしい限りです。

　これも応援してくださっている皆様のおかげです。本当にありがとうございます。

　シンデレラの正体は発覚しましたが本編はまだまだ続きます。

　正体が判明したことで〝彼女〟との関係が今後どのように変わっていくのか、四巻以降も見守っていただけると幸いです。

　そして今回もｓｕｎｅ先生のイラストが素晴らしいですね。

　可愛くてえっちなイラストが満載で、絵素材が出来上がるたびにハァハァしてしまいました。今回はカラーの真ま緒おのお腹なかが個人的にお気に入りです。心ゆくまでナデナデしたい素晴らしいお腹でした。

　ちなみに口絵が三枚とも女子の裸なのは編集さんの趣味です。『変好き』の関係者はみんな変態ですね。

　次巻のカバーを飾るヒロインはもちろんシンデレラのあの子になる予定です。

　可愛いあの子がどんなふうに描かれるのか、今から期待度マックスです。

　話は変わりますが、おかげさまで小説の売れ行きのほうが好調でして、このたびなんと『変好き』のコミカライズとドラマＣＤ化が決定致しました。

　まさかの同時決定です。

　変好きが漫画とドラマＣＤになります。

　コミカライズのほうは月刊ドラゴンエイジにて近々連載開始予定とのことです。

　ますます広がっていく変態ワールドの今後の展開にご注目ください。

　余白もなくなったので今回のあとがきはこの辺で。

　次は四巻でお会いしましょう。





花はな間ま燈とも

















特別付録　書き下ろし短編








真緒とドキドキ初デート






「桐生は──まだきてるわけないか」

　夏休み初日の朝、まばらに人が行き交う駅前で、真緒は独り言を呟く。

「さすがに早すぎたかな。……ほんと、どんだけ気合い入ってるんだっての」

　気合いが入りすぎて、予定よりもだいぶ早く駅に着いてしまった。

　待ち合わせの時間までは二十分もある。社会に出れば十分前行動は当たり前だが、学生のデートで二十分のフライングは、いささか前のめりすぎたと反省する。

「うわぁ……あたし、ガラにもなくドキドキしてるし……」

　胸に手を当てると、心臓の音が大変なことになっていた。

　少女漫画を描くため、取材と称した〝デート〟に慧輝を誘ったのは昨日のこと。冴えない男子ではあるものの、彼は真緒の片想いの相手であり、いくら「取材のため」と自分に言い聞かせたところで胸に渦巻く期待やら不安やらを消去することはできなかった。

　要するに、真緒は本日予定されている初デートでテンパっているのである。

「桐生め……あたしをこんな気持ちにさせるとは生意気なヤツ」

　二十分も前に到着してしまったのも、言ってしまえば浮き足立っている証拠だ。

　今日の自分はいつになく乙女。慧輝に褒めてほしくて何時間も服のコーデで悩んだり、化粧をやり直したり、思い返すと恥ずかしさで死にたくなる。

　だけど──

「桐生……可愛いって、言ってくれるかな？」

　頑張ったぶん、それくらいのご褒美があってもいいと思う。

　そんなことを考えながら、駅の壁に背中を預けて待っていると、しばらくしてデートの相手が姿を見せた。

「お、桐生だ。…………って、あれ？」

　すぐ近くまでやってきた彼は、なぜか辺りをキョロキョロ確認すると、真緒と同じように駅の壁に背を預けてしまった。

「まさか……あたしだって気づいてない？」

　いくらなんでも失礼すぎる。そりゃ、髪型も違うし、私服だし、帽子だって被っているけれど、いつも一緒にいるのだから気づいて然るべきだと思う。

「……ほんと、なんて失礼なヤツ」

　先ほどまでのドキドキが、イライラという名の不満に変わる。

　完全に拗ねてしまった真緒は想い人に近寄って、

「──こら。なんでそっぽ向くの？」

　彼の頰を指でツンと突いたのだった。
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